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ウェブ上での調査 
 

ウェブ調査は非常に素早く大量の回答者からの情報収集

する効率的な手段です。 

先進的なインターネット対応機器の普及により、質の高

いデータをもたらす魅力的な調査の設計が、かつてより

容易になりました。 
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ウェブ調査とは? 

ウェブ調査は、簡単にいえばウェブブラウザ上で論理的に表示され、回答者が回答する質問項目のこ

とであり、質問は単一でることもある。 

ウェブ調査の目的は、効率的にデータ収集することである。ウェブを使うことで、多数の人々に素早

く、安価に到達することができる。 

ウェブ調査作成時に直面する課題 

ウェブ調査には、一定レベルの複雑さがあります。ウェブ調査作成時の主な課題は以下のとおりで

す。: 

 調査内容が魅力的で読みやすいこと 

 入力項目が簡単であること 

 入力された全データが保存されること 

 レポートが生成されること 

 その他、招待 E メールの通知など 

おそらく、最近生じた最大の課題は、ウェブ調査への参加手段が、この数年 PCからタブレットやス

マートフォンに切り替わったことです。これによりコンテンツ管理がより複雑になります。 

ウェブベースの調査ツールの台頭 

ウェブ調査のアップ、実行の問題に対処するのは、ウェブ調査作成アプリケーションが必要なのは明

らかです。デスクトップおよびウェブベースのアプリケーションが混在していましたが、業界では急

速にウェブベースの調査ツールのみになりつつあります。 

 ウェブベースのツールはデスクトップベースの競合製品より多くの優位性がある 

 あらゆるブラウザでアクセスできる 

 ソフトウェアをインストールする必要がない 

 データストレージ、およびバックアップなどの関連処理が提供される 

 一般的には月額費用でアクセス可能（多額の初期費用が不要） 

ウェブベースのツールが成長した最大の要因の一つは、ここ数年のウェブブラウザの能力の向上です。

こうした変化により、代表的なウェブベースの調査ツールは、使いやすいビジュアルデザインツール

や、デスクトップアプリケーションにしかなかった機能を開発している。 

デスクトップ型調査作成ソフトウェアは終わったか? 

特定の環境においては、デスクトップ型の調査作成ソフトウェアの方が、ウェブベースのそれより適

している可能性がある。一般的には大規模な企業および官公庁のみにあてはまる。 

 ウェブブラウジングがロックダウンするため非実用的 

 非常に古いブラウザが使われウェブベースツールに対応していない 

 組織方針により、データは内部保管のみで、外部保管ができない 
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こうした環境下では、Professional Quest などのデスクトップ型ソフトウェアが調査作成に使用され

る。 

 

 

 

詳細な情報については以下のウェブサイトを参照してください。     
http://www.professionalquest.com 

匿名および非匿名でのウェブ調査 

一般的にはウェブ調査の回答者は二通りあります。 

 

匿名回答者 非匿名回答者 

回答者は一般的なリンクをクリックし、本人

が特定されることはない 

回答者にはE メールで回答用のリンクが通知され

る。回答内容は回答者とリンクされる 

 

 

 

http://www.professionalquest.com/
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調査の大半は、匿名性が望まれている。匿名回答者はより正直な回答をする傾向にある。例えば、従

業員調査では、回答内容から回答者を追跡できないため、より正直になる傾向がある。 

一方、回答者が誰かに価値がある場合もある。例えば、顧客調査を実施する場合、どの顧客が不満足

か知ることである。従業員と異なり、問題を識別できるため、特定されることが望まれる。 

ウェブ調査構築時の留意点 

調査では、目的や内容が大きく異なりますが、すべての Web 調査に適用されるいくつかの一般的な

原則があります。Web アンケートを作成する際に考慮する必要がある重要な点は、以下のとおりです。 

設計が重要 

いかなる調査も、シンプルなものでも、設計の影響は大きいです。設計が良くない調査は、まともな

レベルの回答を得られないし、（おそらくあなたが、どのような結果を実際に必要かわからないので）

求めている結果を得られない。 

目的に気をつける！ 

多くの調査は、単に「フィッシング探検」のごとく作成されています。短い調査が好まれるので、必

要以上に長い調査は、回答率の低下をもたらします。 

あいまいさを避ける 

質問する場合、回答が、質問の表現に影響を受けないことに気をつけたい。例えば、以下のような場

合、回答者をひどく困惑させてしまう。 

 

「めったに」と「それほど」の違いは何か？こうしたあいまいさは、避けなければならない。 

短くする! 

長い調査は好まれない。調査が短いほど、より多くの回答を得られるだろう。調査に費やす時間が長

いほど、回答内容に注意を払わなくなり、（興味を失い）、好ましくないのは間違いない。 

結果とレポートを検討する 

調査を設計する際、高品質かつ有効なレポートという、究極のゴールを見失いがちです。設計時には、

どのようなレポートが必要で、どのようにフィルタリングし、クロス集計するか気を付けてください。

質問していない項目に基づいてフィルタリングすることはできません！ 

どの位の頻度で電車に乗りますか? 

 乗らない 

 めったに乗らない 

 それほど乗らない 

 よく乗る 
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ウェブ調査に Web Survey Creator を使う 

適したツールを使用しなければ、ウェブ調査作成を完了できない。多くの選択肢があるが、Web 

Survey Creator (WSC) の機能によるソリューションを得られるものはほとんどない。この本書の以降の

部分では WSC を使ったウェブ調査作成に焦点を当てます。 

初めて WSC を開く 

Web Survey Creator は、最新のブラウザにより、以下のウェブサイトからアクセスできます。 

http://www.websurveycreator.com 

初めてサイトを訪問する際に、ユーザー登録する必要があります。画面上部の SIGNUP をクリックし

てください。 

 

 

 

どのバージョンのソフトウェアを購入するか選んでください。ソフトウェアを購入しない場合、無料

の基本バージョン（Basic）を選んでください。 

Signup Now ボタンをクリックし、登録作業を開始してください。 

http://www.websurveycreator.com/
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Fill in your details, and press the Create Account button. 
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オプションで Facebook アカウントでログイン可能です。これは他のログインが必要ないこ

とを意味します（Facebook ログインがアカウントのアクセスに必要な全て）。コンピュー

タで Facebook を開いている場合、Web Survey Creator はログイン内容を尋ねる必要すらあ

りません（誰かが認識されるので、直接調査に行きます）。 

アカウントを有効にする 

アカウントを有効にするために、Eメールが送られます。これは、Eメールアドレスが正しく、そし

てあなたが Eメールアカウントにアクセスできることを確認するものです。使い勝手をよくするため、

システムにはアカウントを有効にするまでに 7日間の猶予があるので、E メールを待たずに、すぐに

使うことができます。 

有効化されていないアカウントは、有効化されるまで、画面上部に警告文が表示され続けます。 

 

ヘルプ情報 

オンラインヘルプ 

オンラインヘルプは、ページ上部の Support menu から入ります。 

 

サポート情報では以下が可能です: 

1. 以前質問した項目リストが、ステータスおよび回答内容を含めて表示 (タブが表示されるに

はログインする必要があります) 

2. ヘルプトピックの選択 

3. サポートリクエスト入力用フォームの表示 
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チュートリアル 

主要分野については、段階的なチュートリアルが提供されます。チュートリアルは、常にツールバー

のインフォメーションボタンからアクセスできます。 

 

 

チュートリアルは、このマニュアルにも含まれている、ソフトウェアの主要分野をカバーしています。 
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最初の調査作成 
 

このチャプターでは、Web Survey Creator を使って、最初

の調査を作成します。 

調査作成には多くの異なる方法があります。良い習慣を

身につけ、本製品のパワーを使いましょう。 
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設計からスタート! 

良い調査デザインのカギは、設計です。調査作成のアプローチは、結果の質に影響を与えます。 

最初の調査は、以下のような顧客満足度調査だとしましょう 

 

こうした質問は当然以下の分野に分けられます－人口統計学的属性、製品、満足度、コメント 

このような短い調査は、すべての質問を同一ページに配置できますが、最も良いのは、似たような質

問を別のページに分けることです。 

それぞれのページを必要に応じて作成します。 

調査を作成する 

新しい調査を作成するには、My Surveys タブの Plus ボタンをクリックします。 

 

作成に当たって、以下のような選択肢があります。 

1. 調査をゼロから作成したいか、もしくは、以前の調査もしくはテンプレートからスタートし

たいか？ 

2. 調査の名前をどうするか？ 

3. どのようなテーマ、カテゴリーおよび言語を使用するか？ 
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4. どのような回答者にするか？（匿名、回答者リストからなど） 

今回のケースでは、ゼロから調査を作成することとし、年次顧客満足度調査という名前にします。そ

して、この調査を顧客満足度のカテゴリーに分類します。 

テーマと言語は、デフォルトの設定のままとし、匿名の調査とします（これもデフォルト設定） 

 

 

調査詳細を保存すると同時に、調査のコンテンツデザインに入ります。 

ページを追加する 

前述の設計に基づくと、４ページ必要です。 

最初のページは調査作成と同時に作成されます。 

ページは自動的に名付けられ、ページ１となります。 名前を変更する必要はありませんが、簡単に

人口統計学的属性に変更できます。 

新しいページ名称を付けるには、Edit ボタンをクリックします。 
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ページの名前を変更したら、Save Page ボタンをクリックします。 

 

質問内容を追加する 

名前を付けた質問項目に、質問を追加する必要がありますが、その場合、Add Content Here ボタンを

クリックします。 

 

どのようなコンテンツを追加する場合でも常に、コンテンツのタイプを選択することからスタートし

ます。 

WSC は「氏名」のような共通の質問項目を準備しています。回答者の氏名を質問する

場合には、テキストベースの質問を使用するのではなく、人口統計学的属性タイプを

使用します 
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人口統計学的属性を選択し、氏名を選択し、特定の入力フォーマットを使用します。 

 

この質問は必須で、Save Content and Return to Design ボタンをクリックして保存します。 
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質問は調査と同じレイアウトでコンテンツデザイナーに表示されます。 

 

単なるテキスト質問に比べると、質問の見た目がはるかに良いことに留意してください。きれいにフ

ォーマットされた氏名を調査に入力します。 

年齢に関する質問を追加する 

では年齢に関する質問に移りましょう。氏名の質問に続いて、Add Content Here ボタンをクリックし

て追加します。 

 

コンテンツタイプを再度選択する必要があります。年齢はしばしば、間違った数字が入力されること

があります。質問が技術的に正しくても、どれだけ多くの人が回答し、そして、正確な実年齢を知る

必要がありますか？ 

数字を入力するのではなく、異なるタイプの質問を使用します。年齢グループから選択できるように

します。 

これは、選択質問をする必要があるということです。スクリーンに選択ボタンを表示し、必ずどれか

の年齢グループに属されることから、複数選択肢ボタンを選択します（1つだけ選択）。 

 

「あなたの年齢は？」という質問文を入力し、selection choices を入力します。 
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一行に１つずつ入力する必要があります。幸いあらかじめ作成された選択リストにアクセスできます。

年齢レンジはその 1つです。 

 

リストは問題ないようですが、64~74 歳のレンジを追加します。 

 

この質問は必須ではありません。なぜなら自分の年齢を教えたくない可能性があるからです。単にコ

ンテンツを保存することも可能です。 
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製品に関する質問を追加する 

質問に関する質問を追加するのは、年齢に関する質問と非常に似ていますが、若干の違いもあります。 

これは、調査の 2 ページ目に配置します。 

ページを追加するにはツールバーから、または単に、最初のページの下部の Add New Page Here ボタン

をクリックします。 

 

 

デフォルト設定では Page 2 となっていますが、前回同様これを編集します。

 

 

このページの名称を “Products”に変更します。 

 

 

当社はエレクトロニクス製品を製造するので、表示する製品リストもエレクトロニクス製品とします。 

もちろん顧客は異なる複数の製品を購入するので、 “choose many” タイプの質問とします。 

正しいタイプの選択質問を選ぶことが重要なのは、この例でよく分かります。 

最も多い調査デザインの誤りは、間違ったタイプの選択質問を選んでしまうことです。常に

「複数の選択することが正しい？」か考えてください。 

この例では、複数製品を選択できるのは、問題ありませんが、複数の年齢グループを選択するのは不

可能です。 

質問を既に学んだやり方で、追加します。 

1. Add Content Here ボタンをクリックします 

2. 次の順番でクリックします。Choice Question -> Multiple Choice, Checkboxes (Choose Many) 

3. 質問文を入力します「当社のどの製品を使用していますか？」 

4. 選択肢を入力します 
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2 つの追加オプションを加えましょう。 

1. リストにないマイナーな製品のための「その他」 

2. 未購入者のための「製品を買ったことはない」 

選択肢は以下のようになります 

 

この質問を保存後、回答者は複数質問を選択できるようになります。 

 

ユーザーの使い勝手を高めるために、いくつかの修正をします。以下の質問を編集しましょう。 
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「その他」の項目を編集します。 

 

 

「その他、具体的に」項目を表示します。 

 

 

Save Choice button.ボタンをクリックして、変更を保存します。 

 

 

「購入したことはない」項目の編集もします。 
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この選択は、排他的とします。つまりこの項目がチェックされたら、自動的に他のすべての項目のチ

ェックを外します。 

 

新しい設定により、これらの入力値が特定の動作を生じさせます。 

満足度に関する質問を追加する 

調査の 3ページ目を追加し、満足度に関する質問を追加します。 

 当社の製品にどの程度満足していますか？ 

 当社のサービスにどの程度満足していますか？ 

これらの質問はもちろん、2 つの選択質問として作成されます。回答者は以下の選択肢から 1つを選

びます。 

 非常に満足 

 やや満足 

 どちらでもない 

 やや不満 

 非常に不満 

しかしながら、多少考慮することで、調査の見た目や機能は大きく改善できます。これらの質問は、

同じ選択肢を持つことから、マトリクス質問タイプにまとめることができます。 

 

質問は「どの程度満足していますか」列、および「当社の製品」「当社のサービス」が行として記述

されます。 
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質問を保存後、2 つの質問をマトリクスがコンパクトにまとめる手段であることが分かります。 

 

記述式質問を追加する 

最後に追加するのは、以下のような記述式質問です。 

1. 記述式質問ページの追加 

2. Add Content Here をクリック 
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3. 次の順番で選択 Text Question -> Multiple Lines of Text 

 
4. 「他にコメントはありますか？」という質問文を入力 

 

5. 質問者の回答用のフォーマットを追加します。コメント用に 5行入力できるようにしましょ

う。 

 

素晴らしい！これで調査は完成です。 

調査のプレビュー 

どのように調査が表示されるか確認するには、Quick Preview オプションを選択します。 

 

プレビューは特に、必須質問のロジック、排他的質問および製品リストに関する質問の設定をテスト

するのに便利です。 

他者にプレビューを表示する 

プレビューを他者に表示する必要がある場合、Web Survey Creator へのログインは必要ありません。

Quick Preview with options を選択するだけで良いのです。 

 

Share Preview with Others. を選びます。 
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複数の Eメールアドレスが入力でき（1行に１つずつ）、プレビューへのリンクがそれぞれに送られ

ます。 

 

ステップ・バイ・ステップビデオ 

最初の調査がどのように構築されるか確認するには、ステップ・バイ・ビデオを参照してください。

このビデオにアクセスするには、調査コンテンツ実行時にツールバーの Knowledgebase ボタンをクリ

ックしてください。 

 

ビデオの名前は My First Survey です。 
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調査で高度なフォーマットを使う 

コンテンツタグ を使って、調査にフォーマットを追加します 

コンテンツタグとは何か？ 

コンテンツタグは、調査設計者に HTML 文を全て表示せずに、簡単に調査内容に標準的 HTML 機能

を組み込むための手段です。（あらゆる種類のセキュリティーおよびレイアウト問題にシステムが対

処します） 

コンテンツタグはどこで使うか？ 

コンテンツタグは、調査中の標準テキストのどこでも使えます。 

 テキスト群 

 質問文 

 選択文 

多くの場合、通常テキストで十分ですが、以下の場合、コンテンツタグは有効です。 

 コンテンツの一部を強調する 

 質問文の下に簡単な注釈を加える 

 黒丸を加える 

 テキストの色を変更する 

 画像をテキストに配置する 

コンテンツタグおよび使用方法の一覧 

 

タグの組み合わせ 内容 使用方法 

<h1></h1> H1 <h1>My Heading</h1> 

<h2></h2> H2 <h2>My Sub Heading</h2> 

<b></b> Bold <b>This is bold</b> but this isn't 

<strong></strong> Bold <strong>This is bold</strong> but this isn't 

<u></u> Underline <u>This is underlined</u> but this isn't 

<i></i> Italic <i>This is italicized</i> but this isn't 

<ol><li></li></ol>  <ol 
type:style><li></li></ol> 

Ordered Lists  - with Css 
Ordered List Style e.g 
upper-roman 

<ol><li>One</li><li>Two</li></ol> 

<ul><li></li></ul>  <ul 
type:style><li></li></ul> 

Ordered Lists  - with Css 
Unordered List Style e.g 
square 

<ul><li>Banana</li><li>Apple</li></ul> 

<nobold></nobold>    
No Bold - Turns of Bold 
where the current style is 
Bold 

This is in Bold <nobold>but this is not</nobold> but this is 
again. 

<small></small> 
Equivalent to font-
size:small 

<small>This is small</small> but this isn't 

<webhelptext> 
</webhelptext> 

Equivalent to font-size:x-
small; font-style:italic 

<webhelptext>This is small and italicized</webhelptext> 

<link:mailto:emailaddress>Text</link>
  <link:mailto:emailaddress|nostyle>Tex
t</link> 

Link for Email Address  - 
with no style 

<link:mailto:fred@me.com>Mail to Fred</link> 

<link:url> 
Text</link>  <link:url|nostyle> 
Text</link> 

Link from http or https 
based URL  - with no style 

<link:http://www.me.com>Click to Go To Me</link> 
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タグの組み合わせ 内容 使用方法 

<image:url>  <image:url|tooltip> 

Image from http or https 
based URL  

- jpeg/gif/png 

- with Tooltip 

<image: http://www.me.com/cat.jpg> 

<image:filename>   

<image:filename|tooltip> 

Image from Person's File  - 
jpeg/gif/png 

- with Tooltip 

<image: cloud.jpg> 

<font:text> Font using CSS Font Style <font: italic bold 22px courier>Text</font> 

<color:#hex> Color using HEX Name <color:#334455>Text</color> 

<color:name> Color using Font Name <color:Red>Text</color> 

<colour:#hex> 
Color using HEX Name 
(English Spelling) 

<colour:#334455>Text</colour> 

<colour:name> 
Color using Font Name 
(English Spelling) 

<colour:Red>Text</colour> 

 

コンテンツタグの使用例 

以下は、簡単なコンテンツタグで製品に関する質問文を変更する例です。 

 

これにより、 “Our Products”に下線を追加し、強調されます。 

 

調査票のテーマデザイン 

WSC では調査票の構成がどんな意味を持つのか、また調査票のテーマデザインに関してどんなこと

ができるのか見ていきましょう。 

コンポーネント 

WSC で使用されるテーマはいくつかのコンポーネントによって、調査票に統一感を与えるように構

成されています。 

基本となる要素は標準の HTML スタイル（CSS）と画像です。WSC では、あらかじめ３つのスタイル

シートが用意されています。 
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1. スタンダード 

2. タブレット 

3. モバイル 

各スタイルシートは原則として一連の同じクラスを使用しており、それぞれのスタイルにとって適切

なデバイス用ページにしか適用されません。つまり、デスクトップ PCで表示するページにはスタン

ダードスタイルシートが適用され、iPadにはタブレットスタイルシート適用のページが表示されるわ

けです。 

簡単な調査票に「ホワイト」テーマを適用すると以下のようになります: 

 
 

テーマの構造 

この調査票はとてもシンプルなもので、以下の各部分から構成されています。: 

1. バナー部分 

2. パーセンテージ部分 

3. 質問１ 

4. 質問２ 

5. 質問３ 

6. 次へボタン 

7. Powered By 部分 

それぞれの質問が他の質問から区切られたエリアに表示されています。さらに選択質問は回答者が

個々の選択肢を選ぶ際のスタイルを選ぶことができ、個々の選択肢用にホバーリングを設定できます。 

同じ調査票を、適用スタイルシートの各部分が色分けされるような形にしたのが下の図です。この例

では、バナー部分とパーセンテージ部分は削除されています。 
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特定のスタイル 

上図で色分けされている部分には、それぞれ別のスタイルが適用されています。また、スタイルがネ

ストされている部分もあり、複雑な調整が可能になっています。 

ある質問部分には DIV が複数個使われており、スタイルがネストされています。 

<body class=”wsc_body”> 

    <div id=”SurveyPanel”> 

        <div class=”wsc_background”> 

            <div class=”wsc_mainbody”> 

                <div class=”wsc_mainbodyzone”> 

                    <div class=”wsc_surveyzone”> 

                        <div class=”wsc_pagezone”> 

                            <div class=”wsc_question-zone”> 

 

こうした構造はかなり複雑なスタイルを実現できます。 
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質問のスタイル 

質問部分にはさらに追加のスタイルを適用することができます。 

例として、以下を見てみましょう: 

 

この部分には、ラベルテキスト (wsc_labeltext)のスタイルとインプットコントロール(wsc_textfield)ス

タイルが使われています。 

wsc_textfield のスタイルは、実際にはホバー、フォーカス、無効化、そして通常状態といったような、

複数のスタイルから構成されています。 

選択質問で使われるチェックボックスやラジオボタンにも同じようなスタイルが使われています。 

これより複雑な質問形式にはまた別の、変更可能なスタイルが適用できます。 

他のスタイル 

上記以外の部分についても、また別のスタイルが適用できます。下図を例にとりましょう。 

 

ここでは少なくとも 3 つのスタイルが複合的に適用されて、図のようなボタンを構成しています。  

パーセンテージバーとバナー画像 

パーセンテージバーやバナーはいくつかの画像によって構成されています。これがパーセンテージバ

ーやバナー部分の表示の基礎になり、そこへテキスト（必要なら）やその他の画像が重ねられて、パ

ーセンテージバーやバナー部分として完成します。 

パーセンテージバーやバナー部分にスタイルを適用するには、使用されている画像の高さや幅を変え

たりするような、画像の編集が必要になります。  
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調査フロー 
 

 

ほとんど全ての基本的なウェブ調査には、分岐またはペ

ージスキップが必要です。Web Survey Creator では「フ

ロー制御」(Flow control)と呼んでいます。 

この章では、どのようにフロー制御を調査に追加するか

見ていきます。 
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調査フローとは何か？ 

フローを理解するのに最も良い方法は、例を参照することです。前章で作成した顧客満足度調査を使

いましょう。 

調査の基本構成は以下の通りです。 

 

調査を複数のページに分割します（人口統計学的属性、製品、満足度およびコメント）。この調査で

は回答者はそれぞれのページを 1 ページごとに回答します。 

調査フローの例では、満足度のページをスキップし、製品ページからコメントページにジャンプしま

す。 

満足度調査に必要なフローの例 

調査には、回答者が当社から製品を購入したことがないという選択質問があります。製品購入がない

場合、当社の製品およびサービスに関する質問に回答できないのは当然です。そのためこれらの質問

をスキップし、直接コメントにジャンプします。 
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Web Survey Creator で調査フローを作成する 

Web Survey Creator で顧客満足度調査を開き、2ページ目の製品に関する質問を参照しましょう。 

 

 

「当社の製品を購入したことがない」という選択肢を確認します。 

 

これが選択されたら、調査の 3 ページ目を表示しないこともできます。 

調査にフロー制御を加えるには Design タブの下の Survey Flow をクリックします。 

 

この調査には、まだフローが設定されていません。新しいフローを追加するには Add ツールバーを

クリックします。 
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フロー設定では、まずフローにより非表示にするページを選択します。この例では、満足度のページ

を非表示にします。 

調査フロー名は自動的に更新されることに注意してください。 

 

Save & Continue to Add Conditions ボタンをクリックしてフローを保存します。 

 

フロー制御条件 

フローは以下 2つの部分からなります。 

1. 非表示にしたいページを選択 

2. ページを非表示にする条件を設定 

既に最初の部分は設定したので、次に条件を設定します。 
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非表示にしたいページの前の質問だけ、条件設定で選択できることに気を付けてください。 

「当社のどの製品を使っていますか」という質問を選択します。 

 

この質問の選択肢に基づき、条件設定で使える条件タイプおよび選択できる値が示されます。 

質問への回答が「どの製品も使ったことはない」である場合、ページを非表示にします。 

この質問が必須ではない場合、回答者はどの選択もしないことができます。非回答の質問は、当社の

どの商品も持っていないと仮定します。 

そのため、質問への回答がない場合、条件が満たされていると表示します。 

 

Save Condition button.ボタンをクリックして、条件を保存します。 

これが、この例に必要なすべてです。 

 



 

46   Survey Flows 

複数ルールがある条件 

条件を入力すると、調査フローエディターは、以下のようになります。 

 

将来必要ならば、より複雑な条件を作成するために、 “and”および “or” 条件の両方を加えることがで

きます。 

調査デザインに戻る 

調査コンテンツに戻るには、Design タブの下の Content をクリックします。 

 

デザインのページを見ていくと、フローが 2 つの場所に分かれていることが分かります。 

フロー中の質問はこのように表示されます。 

 

フローで非表示になるページはこのように表示されます。 
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これにより、フローが使われる場所を簡単に参照でき、変更する必要があるフロー自体に素早くジャ

ンプすることができます。 

フローをテストする 

フローが働いているかチェックするために、調査をプレビューする必要があります。 

 

フローが働いているか確認するために、以下のテストを試行します。 

 

素晴らしい－フローは意図したとおり働いている。 

ステップ・バイ・ステップ ビデオ 

このフローがどのように構築されるか確認するには、ステップ・バイ・ビデオを参照してください。

このビデオにアクセスするには、調査コンテンツ実行時にツールバーの Knowledgebase ボタンをクリ

ックしてください。 

 

ビデオ名は Creating Flow Control です。 

  

Let’s assume we use a refrigerator. 

Since we use one of the company’s products, the questions about our level of 
satisfaction are shown. 

Now, let’s go back and say we do not use any products. 

When we press next we are immediately jumped to the comments page.  
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データ 連携 
 

 
データ連携により、調査コンテンツに回答者および回答

情報を受け渡すことができます。 

これにより、個別の回答者の回答に基づき、調査または

調査コンテンツをパーソナライズできるようになります。 
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顧客満足度調査を改善する 

データ連携を理解するのに最も良いのは、例を参照することです。この例では、顧客満足度調査を使

います。 

すでに、調査には以下の質問があります 

 

回答者が 1 つまたは複数の製品を選択すると、当社の製品およびサービスを評価するよう求められま

す。 

 

この時点で、質問は非常に一般的です。 

 

データ連携 を使うことで、回答者入力した内容を想起させる、より具体的な質問となります。 
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データ連携を設定する 

ステップ１：アクセスコードを作成する 

データ連携はデータ連携データのソースとしてアクセスコードが設定された質問を使用できます。製

品に関する質問を、データ連携データのソースとして使います。この質問を編集するには、Edit ボタ

ンをクリックします。 

 

この質問用にアクセスコードを入力します。コードには英数字が入力できます。 

 

コードに MYPRODUCTSと入力しました。質問を保存し、コードは使えるようになります。 

この質問のコードは、デザイナー上に表示されます。 

 

ステップ２：コンテンツでアクセスコードを使う 

アクセスコードを設定したので、調査コンテンツで使うのは、調査テキストの一部としてコードを入

力するのと同じくらい簡単です。 

 

コードはフォーマットに入力される必要があります 

[@ + ACCESS CODE + @] 

この例で、使用する必要があるコードは 

[@MYPRODUCTS@] 
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このコードを追加するために、満足度マトリクスを編集します。 

 

回答者が購入した製品に対応するよう、質問文を変更します。 

 

コードは他の質問文と同じように入力します。 

デザイナーでは、質問は以下のように表示されます。 

 

デザイナーは、直接回答を取り扱わないので、コード自体のみ表示されます。このデータ連携をテス

トするには、調査のプレビューが必要です。 

ステップ３：データ連携をテストする 

調査のプレビューにより、データ連携をテストします。 

 

テストには、冷蔵庫（ Refrigerator ）および、ケトル（ Kettle (その他 に入力))を使います。 



 

Data Piping   53 

 

プレビューの次ページで、データ連携が機能していることが分かります。 

 

ステップ・バイ・ステップ ビデオ 

より多くのデータ連携作成例は、ビデオで参照することができます。このオンラインビデオは、ツー

ルバーの Knowledgebase ボタンをクリックしてアクセスできます。 

 

ビデオ名は Data Piping です。 
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データ連携リファレンス 

データ連携はソース質問の観点から簡単です－お分かりのように、質問にコードを加えるだけです 

 

データ連携コードを使う際、使用方法は質問タイプに依存します。 

上記の例では、使用方法は簡単です。 

[@MYPRODUCTS@] により、製品リストが返されます。 

より複雑なデータ連携の例－マトリクス質問 

マトリクス質問には行と列があり、どのデータを探しているか分からないので、単一のテキストコー

ドの入力だけでは十分ではない。 

前章のチュートリアルビデオは、探しているグリッドと行をどのように参照するか説明しています。 

 

チュートリアルビデオは利用できるさまざまなコードのフォーマットについても説明します。これは、

質問タイプにより変えることができます。 
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異なる質問タイプは、異なる方法で対処しなければならないのは、あきらかです。このデータ連携の

リファレンスでは、これらの異なる質問タイプを学ぶことができます。 

リファレンスガイドで使用する標準 

データ連携コードを参照すると、コードの構成は以下の通りです。（読みやすいようにスペースが表

示されています） 

[@  QQQQQ:  subcode  |  format  @]   where: 

 

QQQQQ ソース質問に入力されるコード 

 

#hidden# はデータ連携を非表示にするのに含まれます。非表示コードのフォーマットは以下の通り

です。 

[@  QQQQQ:  subcode  |  format  #hidden#  @] 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データグリッド（例、マトリクス質問） 

「データグリッド」の形の質問には、他の質問より、データを記述する上でトリッキーな要素があり

ます。 

 行 

 列 

 1つまたは複数のグリッド 

 その他のデータ（例、行ごとのコメント、選択肢のタグデータ） 

この質問タイプのデータ連携コードのための有効なコンテンツは、以下の通りです。 

 

subcode x,y where x = GRID and y = ROW 

format 
tag:TAGNAME where TAGNAME is the code of the TAG 

大文字／小文字／混合 

例 

[@FEATURES: 1,2@] 

[@FEATURES: 1,2|lower@] 

[@FEATURES: 1,2|comments@] 

[@FEATURES: 1,2|tag:MOREINFO@] 

数値グリッド 

「数値グリッド」の形の質問は、以下の要素の参照が必要になります。 

 グリッド (必ず 1 となる) 

 行 

 列 

この質問タイプのデータ連携コードのための有効なコンテンツは、以下の通りです。 

Subcode x,y,z where x = GRID and y = ROW 

例 

数値グリッド 3行目の 2列目の値を取得。 

[@NUMGRID: 1,3,2@] 

日付／時間に関する質問 

なし－全て日付／時間フィールドのフォーマットに基づく 
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住所 

subcode 
住所 (デフォルト) ／町村番地／市／都道府県名／郵便番号／

国名 

format 大文字／小文字／シングルライン 

例 

 [@ADDRESS: fulladdress@] 

[@ADDRESS: city|upper@] 

[@ADDRESS: fulladdress|singleline@] 

[@FEATURES: 1,2|tag:MOREINFO@] 

E メール 

subcode なし 

format 大文字／小文字 

例 

 [@EMAIL|lower@] 

氏名 

subcode 氏名(デフォルト) 名前 名字 / 敬称 

format 大文字／小文字 

例 

 [@NAME: fullname@] 

[@NAME: lastname|upper@] 

電話番号 

subcode なし 

format 大文字／小文字 

例 

 [@PHONE|lower@] 
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ドロップダウンリスト 

subcode なし 

format 大文字／小文字／混合 

例 

 [@MYDROPDOWN|lower@] 

[@MYDROPDOWN|Alt2;Alt2;Alt3;@] 

2番目の例で、最初の値が選択された場合、リストにあるテキストではなく、“Alt1”を表示すること
に注意してください。 

複数選択リスト 

subcode x where x = CHOICE 

format 
lower  upper  a,b,c,..,Z values for each 
choice  tag:TAGNAME where TAGNAME is the code of the 
TAG 

例 

 [@MYLIST|lower@] 

[@MYLIST|Alt2;Alt2;Alt3;@] 

[@MYLIST:1|tag:MYDATA@] 

1 行テキスト 

subcode なし 

format 大文字／小文字 

例 

 [@SLTEXT|lower@] 

複数行テキスト 

subcode なし 

format 大文字／小文字 

例 

 [@MLTEXT|lower@]  

数値 

なし－フォーマットに基づく 
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ランキング 

subcode なし 

format 
lower  upper  a,b,c,..,Z values for each 
choice  tag:TAGNAME where TAGNAME is the code of the 
TAG 

 

例 

 [@MYRANK|lower@] 

[@MYRANK|Alt2;Alt2;Alt3;@] 

[@MYRANK|tag:MYDATA@]  

単一の選択リスト 

Subcode なし 

format 
lower  upper  a,b,c,..,Z values for each 
choice  tag:TAGNAME where TAGNAME is the code of the 
TAG 

例 

 [@MYSSL|lower@] 

[@MYSSL|Alt2;Alt2;Alt3;@] 

[@MYSSL|tag:MYDATA@] 

スライドバー 

なし－数字 

スターレーティング 

なし－数字 
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調査ディストリビ

ューション 
 

 
調査の設定が完了したら、次のステップは回答を収集す

ることです。回答の収集には、調査のディストリビュー

ションが必要です。 

この章では、Web Survey Creator を使った匿名および実

名の回答者向け調査のディストリビューションの方法を

説明します。 
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いつ匿名調査を使うのか 

以下のような環境の場合、匿名調査は最適といえます。 

 回答が直接回答者と関連づけられるべきでない場合に、より進んで誠実に質問に回答できる

ような状況（例えば、従業員調査） 

 回答者が実際に回答するまで誰か分からない場合（例えば、ウェブサイトで、訪問者がクリ

ックする調査へのリンク） 

匿名ディストリビューションを調査作成する 

Web Survey Creator で作成したそれぞれの調査は、文字通りディストリビューション設定なしに 送信

されます。Web Survey Creator で新しく作成した調査のデフォルトの配布タイプは、匿名ディストリビ

ューションです。 

 

ディストリビューションを参照する 

Distribution タブの下の Methods の下にディストリビューションがあります。 

 

ここには、実際にディストリビューションを編集しない、最も一般的なディストリビューション方法

のボタンがあります。 
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調査回答受信を開始／中止する 

オンプレミス版（デフォルトで回答を受信しない）を除く Web Survey Creator の全バージョンは、調

査で作成したディストリビューションで、直ちに回答が受け入れるようになります。 

ディストリビューションが回答を受け入れ可能かどうか、以下のように簡単に分かります。 

 

回答受入を中止するには Stop Survey Accepting Responses をクリックします。 

 

回答受け入れ中止中には、上記のボタンは表示されません。実際、すべてのボタンが表示されなくな

ります。 
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調査をオープンする／調査リンクを送信する 

ディストリビューションが回答を受け入れたら、調査オープンを可能にするリンクが表示されます。 

 

Start Anonymous Survey をクリックし、新たなブラウザのウインドウで調査をオープンします。 

調査を回答者にディストリビューションするには、Copy Link To Clipboard ボタンをクリックして単

に調査リンクをコピーします。リンクをコピーしたら、以下が可能になります。 

1. Eメールへの貼り付け 

2. ウェブサイトでの使用 

3. 一般的なウェブリンク同様な、リンクへのアクセス 

リンクのコピー、フェイスブックやツイッターなどのソーシャルメディアへの貼り付けのために、こ

の方法を使用できますが、通常はこれらのサイトの共有機能を使用します。（以下を参照) 

ウェブサイトに調査リンクを配置する 

E メールにあるリンクは、標準的な URL のように見えます。ウェブサイトにリンクを配置する場合、

ボタンのようなリンクが良いかもしれません。Web Page Link の下のリンクをコピーすることにより可

能です。 

 

他のサイトに調査組み込む 

他のサイトに調査を表示したい場合もあるでしょう。このような場合、特定の HTML コードを使っ

てページに組み込めます。Copy Script to Clipboard をクリックすることでコピーされ、そのページで

使われます。

 

モバイル端末で QRコードを使う 

QR は Quick Response の略です。携帯電話はこの画像を素早く読み込めます。これは一時的なメディ

アからの情報の一部を携帯電話に取り込むために使われます。これが有効なのは、一般的なバーコー
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ドより多くのデータ（URL リンク、地図座標およびテキスト）を保管できるからです。QR コードは、 

分厚いハンドスキャナーなしに、多くの携帯電話がスキャンできるのです。 

QR コードは、画像をブラウザからコピーすることで使えるようになります。 

 

Facebookまたは Twitterで調査を共有する 

調査リンクを直接サイトに配置する２つのボタンがあります– Share Survey Link on Facebook と

Tweet Survey Link です 

 

回答者がリンクをクリックするとどうなるか？ 

リンクのディストリビューション方法にかかわらず、調査は同じように表示されます。回答者がリン

クをクリックするとどうなるか、考慮する必要があります。明らかに回答者は調査に誘導されますが、

調査では回答を管理するさまざまなバリエーションがあります。 

このオプションは調査ディストリビューションを編集すると変更することができます。 

ディストリビューションを編集する 

自動的に作成される匿名ディストリビューションは最もよく使用される設定で設定されますが、もち

ろん要件に応じて変更することができます。                         

ディストリビューションを詳細に設定するために、ツールバーの Edit ボタンをクリックして編集す

る必要があります。 
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Distribution Edit ウインドウで、ディストリビューションに関して以下を含む全ての設定が可能です。 

1. カスタムリンク を使用するかどうか 

2. IP アドレスを追跡するかどうか  

3. 回答を受け入れる際、いつ調査をオープンしクローズするか  

4. 概要ページを含むかどうか  

5. 調査アクセス管理にcookiesを使うかどうか  

6. 個々のコンピュータを単一の回答に制限すべきかどうか  

7. 回答者が回答を編集できるようにするかどうか  

8. 調査完了時に何を表示するか  

9. 調査にアクセスするのにパスワードが必要かどうか  

10. 調査が組み込まれている場合、どのような設定を使用するか  

11. どのようなタグを調査ディストリビューションに含むか 

ディストリビューション編集ウインドウは以下の通りです 
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この編集ウインドウで変更できる主要設定を見てみましょう。 

カスタムリンクを設定する 

タイトルと説明に加え、調査のカスタムリンクを提供することもできます。自動的に作成される調査

リンクより、読みやすいリンクと考えられます。 

 

自動的に作成されるリンクはこのようなものです。 

http://stagingsurvey.websurveycreator.com/s.aspx?s=47e3a809-8820-42d8-a84f-df4414d4afac 

 

カスタムリンクはこのようなものです。 

http://stagingsurvey.websurveycreator.com/s/custsat 

 

お分かりのように、こちらの方がはるかに読みやすいです。 

 

IP アドレスを追跡する 

回答者が回答したすべての調査は、彼らのコンピュータのインターネット上のアドレス、IP アドレス

にタグ付けされます。これは回答者を特定するものではありませんが、（匿名であることに変わりな

い）一般的なロケーションに関する情報を提供します。例えば、IP アドレスを使って回答者が世界の

どの地域からなのか分かります。 

おすすめできませんが、Save IP Address チェックボックスのチェックを外すと、回答者をより不明確

にすることになります。 

調査を開始／停止／再開する 

次は回答を受け入れるかどうかに関わる設定です。Stop Survey Accepting Responses ボタンをクリッ

クしてするのは、この章で以前にやったように、直接ディストリビューション設定を編集せずに、設

定を変更する都合の良い方法です。ボタンをクリックすると回答を受け入れなくなります。 

ディストリビューションの編集には、以下のような多くのオプションがあります。 

 回答を受け入れる調査再開  

 日時または回答数に基づく調査終了  

 調査終了のテキスト設定 

http://stagingsurvey.websurveycreator.com/s.aspx?s=47e3a809-8820-42d8-a84f-df4414d4afac
http://stagingsurvey.websurveycreator.com/s/custsat
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匿名を取り扱う 

匿名調査における最大の問題は、調査が匿名であることです。これにより以下のような問題は困難に

なります。 

 複数回回答の入力を阻止する  

 一部しか回答していない回答者が回答を完了するために戻る  

 以前回答した内容を編集する  

 求める回答者だけが調査にアクセスする 

ディストリビューションにはこのような問題に対処するオプションがあります。 

同一のコンピュータからの複数回回答を止める場合、調査用の cookies を残し、コンピュータごとに、

1 つの回答のみ選択します。これはコンピュータから調査を 2回回答入力するのを防止します。 

 

回答者が一部だけ回答し、過去に入力した回答内容を編集できるようにするには、Return to Survey 

設定の下のチェックボックスをチェックします。 

 

回答者が戻れるようにする場合、調査開始時に“Come back Later Code” が作成されます。 

以下は、調査で回答者がこのコードを使う例です。すべてのテキストはディストリビューションで変

更可能です。 
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 戻ってきた回答者はコードを入力し、Continueボタンをクリックして調査を完了または過去

の回答内容を編集します。  

 新規回答者にはコードがありません－調査開始時に New Come Back Later Code ボタンをク

リックします。 

調査開始前に、調査再入力および後の回答の編集に必要な固有の Come back later code が割り当てら

れます。 

 

調査完了設定 

調査完了時の回答者向けの表示を選択できます。通常、感謝メッセージを表示しますが、他のウェブ

ページにリダイレクトするオプションもあります。 
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調査パスワード 

調査にパスワードが必要かどうか表示できます。パスワードを要求することにより、オーソライズさ

れていない人は調査リンクを見つけても調査を完了できません。オーソライズあれた回答者のみに割

り当てられたパスワードなしに調査開始できないからです。 

 

調査組み込みオプション 

調査を他のページに組み込む場合、組み込まれた調査をどのように運用するか設定する必要がありま

す。例えば小さなエリアに組み込む場合では、携帯電話バージョンの調査を選択し、表示幅は 320 ピ

クセルに制限されるでしょう。 

 

回答者ディストリビューションを作成する 

Web Survey Creator で新しい調査を作成する場合の、匿名ディストリビューションについて見てきまし

た。しかしながら、匿名回答者を求めない場合、Respondent Distribution という新しいディストリビ

ューションを作成する必要があります。 

distribution methods ツールバーの Create New Distribution Method ボタンをクリックします。 

 

作成しようとするディストリビューションタイプは回答者リストを使用するので、You create 

Respondents here and have us send out emails for you.を選択します。 
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Create New Distribution button ボタンをクリックして、ディストリビューションを作成します。 

ディストリビューションで変更できるオプションについては、前項の「匿名ディストリビューション

の調査作成」を参照してください。（オプションは、匿名ディストリビューションと同じ）この項で

は、デフォルト設定で使用するのが十分だとします。 

匿名ディストリビューションと違い、このディストリビューションタイプでは、リンクがコピーされ、

使われるのではないことに気づくでしょう。－それぞれの回答者が個人的なリンクを受信します。デ

ィストリビューションを参照すると分かります。 

 

ディストリビューションに回答者を追加する 

ディストリビューションが設定されたら、それに回答者を追加します。これは、調査への招待 Eメー

ルの送り先リストです。 

Distribution タブの Respondents の下に、これらの回答者を設定します。 
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回答者をロードするのに以下の 3つの方法があります。 

1. テキストリストから作成  

2. 他の調査からのインポート  

3. アドレス帳からのインポート 

テキストリストから回答者を作成する 

回答者は直接入力して作成するか、後に回答者ディストリビューションで使われるアドレス帳内に作

成される（上記の 1および 3）。テキストリストからインポートする方法も同じです。 

最初にアドレス帳を作成し、アドレス帳内に回答者を作成していきましょう。 

アドレス帳作成手順の概要は以下の通りです。 

1. My Contacts をクリックする 

 

 
 

2. Address Books タブをクリックする 
 

 
 

3. ツールバーの Create New Address Book ボタンをクリックする。 

 
 

4. アドレス帳のタイトルを入力し、Save Address Book ボタンで保存する。 
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5. My Contacts タブに戻り ツールバーの Create Contacts from Text List をクリック

 
 

6. 作成したアドレス帳を選択し、インポートページで要求される顧客詳細のフォーマ

ットに貼り付けます 
 

 
 

コンタクト先はアドレス帳にインポートされ、複数の調査で使えるようになります。 

テキストリストからの回答者作成については、ツールバーの Knowledgebase ボタンをクリックし、ビ

デオチュートリアルの Managing Contacts 内でより詳細に説明されています。 

インポートのサイズによりますが、多少の時間がかかります。インポートが完了するまで、画面の上

部にメッセージが表示されます。メッセージを更新するには、更新リンクをクリックします。メッセ

ージが消えたら、インポートの完了です。 

 

アドレス帳から回答者をインポートする 

コンタクト先を含むアドレス帳は作成済みです。このアドレス帳のコンタクト先を、回答者として使

ってみましょう。 

Distribution タブの下の Respondents を参照します。 

 

ツールバーの Import ボタンをクリックし、 3番目のオプション Import Respondents from your 

Address books を選びます 。 
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アドレス帳の Customer List を選択し、 Import Respondents from Contacts ボタンをクリックします。 

 

再び、インポート実行中メッセージが、完了するまで表示されます。 

 

招待メールを送信する 

さて、回答者リストができました。次のステップは、回答者に調査の招待メールを送ることです。 

Ｅメールは、ツールバーの Email ボタン で直接送信できます。 

 

新しいＥメールを作成するには、ツールバーのプラスボタンをクリックします。 
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Ｅメール作成時に以下に気を付ける必要があります。 

 誰にＥメールを送るか  

 誰からのメールであるか  

 いつＥメールを送るか  

 Ｅメールのコンテンツは何か 

送信先および送信タイミングは非常に簡単です－ブラウザ内のすべての回答者に、ただちにＥメール

を送信しましょう 

 

Ｅメールコンテンツを作成する最も簡単な方法は、テンプレートを使うことです。 

 

Ｅメールのコンテンツには何でも入力できますが、いくつか含むべき重要なものがあります。 

 

Ｅメールには調査へのリンクが必要であり、また、Ｅメールを希望しない人のための Decline Link を

含む必要があります。2 番目のリンクはアンチスパム規制に対応するためです。 
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他に入力する必要があるのは、回答者の氏名です。使用できるデータはドロップダウンリストの

Integration Symbol から選択します。 

 

Ｅメールのフォームが問題なければ、Test ボタンをクリックします。 

 

Ｅメールは我々のアドレスに直接送られ、Ｅメールリンクおよびコンテンツが問題ないことをチェッ

クします。 

Ｅメールに問題なければ、Send ボタンをクリックします。 

 

これで、調査のディストリビューション完了です！ 
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調査レポート 
 

レポートは調査実施の重要な目的です。作成するレポー

トのタイプはレポート先にもよりますが、さまざまです。 

シニアマネジメントには簡潔な調査結果概要が要求され

ますが、調査担当者には、統計分析プログラムで使用さ

れるフォーマットで、詳細な抽出データが要求されます。 
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「レポート」とは何か？ 

「レポート」に関して、最初に頭に浮かぶのは、チャートとその中の数値を含む、紙の文書です。こ

れは間違いなく「レポート」ですが、以下のような他のバリエーションについても考慮する必要があ

ります。 

1. リアルタイムの結果をブラウザで提供するオンライン統計ポータル  

2. Microsoft Word などで作成されるレポート  

3. Microsoft Excelなどの、表計算プログラムへのエクスポート  

4. SPSS などの統計プログラムへのエクスポート 

ウェブポータルの最大の問題は、構築に時間がかかることです。幸い Web Survey Creator は調査概要

ポータルを構築作業なしに、提供します。 

調査概要を開く 

調査概要ポータルは Analysis タブの下の Overviewからアクセスできます。 

 

ポータルのコンテンツは質問内容および WSC のバージョンにより異なります。 

概要ポータルのナビゲーション 

概要ポータルは以下を表示します。 

 一般的な調査統計を含む表紙ページ  

 質問ページ－デザインされた調査ページに対応 

ツールバーの Navigation ボタンでページ間を移動できます。 

ツールバーの Select Page ボタンは目的のページを取得する最も簡単な方法です。行きたいページを

クリックすることで、そのページが表示されます。 
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概要チャートを操作する 

概要が素晴らしいのは、努力なしに動作することです。しかしながら、単に参照するよりも、チャー

トを操作したいかもしれません。概要チャートのインターフェースでは、以下が可能です。 

チャートデータの更新－データの事前計算および定期的な更新（チャート参照ごとに計算するのでは

なく）により、大量のデータに関わらず、概要は非常に高速です。Refresh ボタンをクリックすると直

ちに更新を実行します。 

チャート設定の編集－チャートのタイトル、テキストは全て変更可能です。チャートに説明文を追加

できるのは素晴らしいです。 

チャートのダウンロード／印刷-－レポートにチャートを簡単に追加したい場合、Download ボタンま

たは Print ボタンをクリックします。 

 

外部ウェブポータルを作成する 

統計概要は調査統計を表示する素晴らしいものですが、制限があります。 

 WSC のユーザーだけば概要にアクセスできます－外部関係者はアクセスできません  

 全ての質問および統計が表示されます－特定の質問を除くことができません 

必要なのは、概要の一部のみ参照する方法で、外部ユーザーがアクセスできるようにすることです。 

ウェブポータルとは何か？ 

WSC では、ウェブポータルは統計概要で利用可能な全てのコンテンツの「ビュー」と考えることが

できます。 

ウェブポータルは、以下の点で統計概要とは異なります。 

 ウェブポータルはWSCのユーザーでなくてもアクセスできる  

 ウェブポータルのテーマとレイアウトは、ウェブ調査で使用するテーマとレイアウトを借用

する 
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統計概要のコンテンツが決まると、ウェブポータルのコンテンツが設定できます 

 説明および他の詳細の「ホームページ」が、ポータルの前面に表示されます  

 どの調査概要チャートを表示するか選択します－複数、全部または非表示  

 どの調査質問を表示するか選択します－複数、全部または非表示  

 1 つの画面に 1つのチャートだけ表示する（調査のページ構成にかかわらず） 

市場調査ユーザー向けには、クオータテーブルをポータルアイテムとして表示できます。 

ウェブポータルを作成する 

ウェブポータルは、Analysis タブの Portals under the から作成します。 

 

新たなポータルを追加するには、ツールバーの Create Portal ボタンをクリックします。 

 

ウェブポータル作成時に、変更できる設定は、ポータルに何を含むかに関連します。 

 

では、それぞれのコンテンツを見てみましょう。 
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ホームページ 

表示するコンテンツにホームページを含めるには、Enable Home チェックボックスをチェックする

ことを確認する必要があります。 

入力できるコンテンツはストレートテキストですが、適切なコンテンツタグで多くのことができます。

例えば、以下のコンテンツです。 

 

 

フォーマットの支援で、いくつかのものを含むことができます－特に画像などです。以下はその例で

す。 

 

質問統計 

質問統計チャートを含めるには、Enable Question Statistics Charts チェックボックスにチェックする

ことにより、表示するコンテンツが含まれることを確認する必要があります。 

設定は以下のように変更できます。 
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全質問の非表示も可能であることに注意してください。ここでは表示したいものだけ選択しました

（性別、住所および年齢） 

質問統計のポータルページは以下のように表示されます。 
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調査概要チャート 

調査概要チャートを含むには、Enable Survey Overview Charts チェックボックスにチェックすること

により、表示されるコンテンツが含まれることを確認する必要があります。 

入力できる設定は統計質問設定に非常に似ています。ポータル用に選択した設定は以下の通りです。 

 

全概要チャートを表示するようにしたことに注意してください。 

概要チャートのポータルページは以下のように表示されます。 
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調査クオータ 

調査クオータを含むには、Enable Survey Quotas をチェックして、表示するコンテンツに含まれるこ

とを確認する必要があります。 

クオータは Web Survey Creator の市場調査版のみで作成されます。低いライセンスを使用し

ている場合、このオプションは利用できません。 

 

クオータのためのセットアップは特に必要ありません。基本的な詳細だけです。 

 

 

チャートは設定された調査クオータに基づいて表示されます。クオータ設定については、後で説明し

ます。 
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調査レポート 

調査レポートを含むには、.チェックボックスにチェックして、コンテンツが表示されるか確認して

ください。 

レポート設定時に、どのレポートを表示するか選択できます。 

 

WSC で新たにレポートを作成する際、レポートを再作成できるよう設定が保存されます。, ポータル

設定画面で選択表示されるレポートは、過去に作成されたレポートです。レポートの作成方法は、本

章の次の項で説明します。 

レポートのポータルは以下のように表示されます。 
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ウェブポータルのアクセス管理 

ウェブポータルには豊富な情報を含むことができます。情報を参照する許可がされていれば良いので

すが、そうでない場合は問題かもしれません。 

ポータルを複雑なユーザーシステムで管理するのではなく、Web Survey Creator は異なるアプローチ、

すなわち「適切な人に適切なポータルを作成する」というやり方です。 

さて、どのように動作するでしょうか？ 

複数ポータルを作成する 

1 つの調査に対して作成できるポータル数の制限はありません。それぞれタイプの人ごとにポータル

を追加していくという考え方です。以下はその例です。 

 

タイプ ニーズ 参照情報 

管理職 
十分な回答が得られているか知りた

い 
概要統計のみ 

調査担当者 
統計分析のために生の回答データが

ほしい 
レポートのみ 

調査対象者 
Wants to know everything (like all 
clients) 

ポータル全部 

 

作成するポータルごとに、推測することができない固有のリンクが作成されます。そのため、必要と

する相手にのみ送信する限り、安全です。ポータルリンクの例は、以下の通りです。 

http://portal.websurveycreator.com/p.aspx?p=4528e4df-75cc-4ffe-ba31-d59cd6602f4b&lang=en&t=h 

ポータルは識別子で識別されます。 

 4528e4df-75cc-4ffe-ba31-d59cd6602f4b 

ポータルごとに全く異なる識別子が付与され、適切な者以外、参照できません。 

ポータルを閉鎖する 

ポータルの訪問者が不要になる場合があります。それは以下の通りです。 

 プロジェクトが終了し、ポータルはアクセスされる必要がない  

 特定の日時までポータルにアクセスされたくない（例、調査で有効なデータとなる3日目に回

答者にアクセス可能とする）  

 調査またはポータルを修正する必要があるため、ポータルを使用されたくない 

ポータル開始設定は以下を可能にします。 

1. ポータルの開始（デフォルト状態） 

2. ポータルの中止  

3. 特定の日時に開始  

4. 特定の日時に終了 

http://portal.websurveycreator.com/p.aspx?p=4528e4df-75cc-4ffe-ba31-d59cd6602f4b&lang=en&t=h
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Web Survey Creator レポート／ エクスポート 

Web Survey Creator は複数の異なるタイプのレポートを作成します。 

レポート名 内容 

回答エクスポート Excel スプレッドシートへの回答のエクスポート 

選択質問／コメント 
選択質問およびコメント、2つの質問を含むWord 

ドキュメント 

SPSS エクスポート 
生の調査データのエクスポート。SPSS でのさら

なる分析に使用されるファイル。 

SurveyCraft エクスポ

ート 

SurveyCraft MR 分析ツールにインポート可能な

調査データのエクスポート 
 

すべてのレポートは、一貫したインターフェースで、似た方法で作成されます。レポートの作成手順

は以下の通りです。 

Analysis タブの Reports & Exports をクリックします。 
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ツールバーの Create Report ボタンをクリックします。 

 

レポートタイプを選択し、詳細を入力します。 

 

回答エクスポート 

回答エクスポートは、統計サマリーとともに調査の生データを抽出する完璧な方法です。特別なソフ

トウェアがなくても開けるよう、Microsoft Excelフォーマットでエクスポートされます。レポートは

最適なバージョンのExcelで抽出されます（テキストファイルでエクスポートもできます） 
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このレポートは以下を提供する複数のワークシートにおよびます。 

1. 生の回答データ  

2. 統計サマリー  

3. コメント 

 

選択質問／コメント 

選択質問／コメントレポートは Word ドキュメントか PDF ファイルで作成されます。 

 

どちらの場合も、レポートは読みやすいサマリーを提供するシンプルな構成となっています。 
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SPSS エクスポート 

エクスポートは、SPSS 統計パッケージがそのままロードできるファイルを作成します。選択ラベル

を含む全てのデータが SPSS に取り込めます。 

SPSS で開けるようファイルはローカルに保存されます。 
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SurveyCraft エクスポート 

SurveyCraft は市場調査会社で使われている製品です。SurveyCraft requires two files:へのデータインポー

トには 2 つのファイルが必要です。 

 

.txt 全質問のリストのテキストファイル 

.seq 全調査データのファイル 

 

Web Survey Creator はこれらのファイルをダウンロードしやすいよう、1 つの圧縮ファイルにできます

（zip 形式）。 

 

過去に作成したレポートを使用する 

作成した全てのレポートは Reports Browse から簡単に再印刷できます。 

 

全てのレポートはデータを再作成することなく、ダウンロード後すぐに利用できます。例えば DOC

アイコンをクリックして選択質問／コメントレポートを Word 形式で取得できます。 

  

最新データのレポートが必要な場合、Refresh アイコンをクリックします。 
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作成中レポートは以下を表示します。 

 

レポートが再作成されたら、DOC アイコンをクリックし、新たに作成されたレポートをダウンロー

ドします。 
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市場調査作成 
 

市場調査は、バランスの取れたサンプル、調査データの

バイアスを最小化する、高度な機能が必要なこと以外は、

他のウェブ調査に似ています。 

これらの調査を適切に実施するには、これらの先進的な

機能を使えるよう設計されたパワフルなウェブ調査ツー

ルが必要です。 
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市場調査専門家がウェブ調査で直面する課題 

市場調査専門家は激しく変化するウェブ調査の状況に直面しています。クライアントは、非常に多様

な端末を使った、より魅力的な調査を期待しています。 

複雑なウェブ調査を効率的に作成する 

複雑さが増すにつれ、ウェブ調査ソフトウェアツールは、依然、市場調査は非技術者であるユーザー

が作成する前提で、効率的な方法で直面する課題に対応する必要があります。 

ウェブ調査には以下が求められます。 

 回答者を引きつける新鮮なインターフェース  

 伝統的な選択質問やマトリクスではなく、ドラッグ／ドロップリストでの回答などの先進的

な機能  

 複数ルールに基づく複雑なバリデーションの提供  

 代表的な回答者群を取得するための回答者クオータの管理  

 インタラクティブなオンラインポータルによる、関係者へのリアルタイムの結果提供 

市場調査専門家が過度な時間増なしに、全てのニーズに対処できることが重要です。クライアントは、

内容にかかわらず、常に安さを求めます！ 

ソフトウェアの「負担」を避ける 

市場調査マーケットには多くのプレイヤーがおり、多くは大企業です。大都市での調査に慣れており、

通常、1 回答当たりのコストは 1ドルまたは 1 ドル強です。 

ソフトウェアの負担は毎回何かを試みるたび、予算に響きます。無制限の回答または低い回答コスト

を実現するシステムを見つけ出し、試すことは、非常に理にかなっています。 

高品質、バイアスのない回答へのニーズ 

どのような市場調査でも、適切で高品質のデータ収集が、最も重要なゴールです。リサーチャーは継

続的に以下に対応しています。 

 無感情で怠惰な回答者－例、回答内容無視の報償目当ての回答者  

 誤った回答者の目的－例、回答による最大の報酬目当て  

 不適切な回答者－例、不適切な回答者による回答  

 疲労した回答者－例、調査が長すぎるため回答者の興味を維持できない 

完全にこれらの問題を根絶することは難しい注文ですが、これらの発生を最小限にする方法はありま

す。 

次の項では、バイアスを最小化する市場調査の機能を説明します。 

バランスのとれた回答者グループのニーズ 

回答者が、広いコミュニティ分野に適合しているか確認することは重要です。それに失敗すると、結

果は有効に見えますが、実際には深刻な影響を受けます。 
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以下の質問は、極端な質問の例です。 

 

この質問には潜在的な性別バイアスがあり、回答者の性別により、ひどく異なる回答を生み出しがち

です。 

クオータ管理は調査への回答をバランスさせるために使われます。（これは、次の項のテーマです） 

携帯電話への移行に対応する 

近年における最大の変化は、調査のモバイル端末への移行です。2年以内に、携帯電話またはタブレ

ットでの調査は、「あればよい」から「なくてはならない」ものになるはずです。 

回答者を取得するのに最良なのは、電話です。他にもやりたいことがあるので、コンピューターの前

に座って、回答したくないのです。しかし、バスや電車内または、単にあたりに座っている場合、モ

バイル端末での調査は嬉しい気晴らしかもしれません。 

重要な機能の 1つである、高品質なモバイル調査なしには、このマーケットではどのようなパッケー

ジも顧みられないでしょう。 

他のソフトウェアパッケージとのインテグレーション 

調査はしばしば、完全なプロセスの途中にあります。例えば、プロセスはパネル管理ツールでの招待

送信で開始し、統計パッケージへのエクスポートで終了します。選択したウェブ調査ツールがこの種

のインテグレーションをサポートしていることが重要です。 

バイアスを処理する 

多くの点で、市場調査は、他の調査と変わり

ません。質問し、質問への回答を収集する必

要があります。前項で説明したように、基本

的な調査ツールを超えた追加機能が必要とな

る市場調査を実施する場合、.特定の問題があ

ります。 

本章では、市場調査に必要ないくつかの基本

的機能を見てみましょう。Web Survey Creator

の機能について紹介します。 

 

回答者にバイアスがないかは「納得」できません。調査で行わなければならないのは、全体データを

見て、バイアス効果を効率的に「打ち消し」、バランスさせることです。 

子供のときに何で遊びましたか？ 

 おもちゃのトラック  

 バービー人形  

 お化粧 

 Barbie Dolls 

 Make-up 
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ランダム化は、「シャッフル」した調査コンテンツを指します。それにより、コンテンツが異なる回

答者ごとに異なった順序で表示されます。これにより、コンテンツに、回答者が考慮する平等な機会

を与え、以下のような効果が広がります。 

1. 調査の早い段階で、質問および選択肢が、より考慮される（回答者の興味がふらつく前に）  

2. 回答者による手間や考慮時間が少なければ、調査継続不可能になりにくい（調査全体を見る

と疲れやすい） 

選択のランダム化 

ランダム化された選択質問は、回答者ごとに選択肢を「ミックス」します。ランダム化されると、同

じ質問が以下のように表示されます。 

 

選択肢の固定化 

リスト中の全てのアイテムをランダム化したくない状況もあります。 

 

この質問をランダム化すると、以下のように表示されます。 
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これはあまり上手く行きません。「その他」「フルーツは好きではない」がリストの真ん中にあるの

は混乱と不快をまねきます。（特に、「フルーツは好きではない」選択肢は排他的で、他の値を無効

にするからです） 

 

幸い、Web Survey Creator には問題へのシンプルなソリューションがあります。－個別の値は固定化で

きます 。 

 

固定化された選択肢の場所は変わりません－他の選択肢はランダム化されます 
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関連選択肢のグループ化 

ランダム化のもう一つの問題は、ランダム選択リストのどの選択肢を一緒にする場合です。これは、

以下のような関連性のある選択肢です。 

 

全ての選択肢をランダム化する場合でも、コーラ愛好家がダイエットか非ダイエットか簡単に選べる

よう、コーラ飲料を一緒にしたいかもしれません。ランダム化する際に、避けたいのは以下のような

質問です。 

 

In Web Survey Creator では、関連のある質問は 同じブロックコードを使って、一緒のままにします。 

   

ブロックコード「COLA」をコーラ飲料、「LEM」をレモネードに使えば、選択肢をランダム化して

も、関連する飲料は常に一緒のままです。 
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質問の表示例は以下の通りです。 

 

一貫性のあるランダム化 

奇妙に聞こえますが、「一貫性のあるランダム化」は調査で重要です。例えば製品群に関する複数の

質問がある場合、質問ごとに同様に製品をランダム化したいかも知れません。これが一貫性のあるラ

ンダム化です。 

Web Survey Creator はランダム化を有効にすると、一貫性のあるランダム化を選択できるようになりま

す。 
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マトリクスのランダム化 

マトリクス中の行と列も選択質問と同様にランダム化できます。 

 

マトリクス列 

マトリクス中の列は選択質問の質問と全く同様にランダム化できます。 

 

列の固定化やグループ化も同様に可能です。 

 

マトリクス行 

マトリクス行は、通常、質問や文です。ランダム化することにより、毎回マトリクスの最後の質問の

「その上」に回答しないようになります。 

ランダム化の選択肢は、選択質問と同じです。行の固定化は多少異なります－（質問の完全非表示を

含む）オプションのドロップダウンリストから固定化を選びます。
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ページのランダム化 

ページのランダム化は調査コンテンツの劇的なランダム化の方法を提供します。この機能を利用して

回答者ごとにページの順序をランダムに変更できます。 

ページのランダム化を使用するには、以下が必要です。 

1. ランダム化する最初のページを編集します。 

   
 

2. ランダム化チェックボックスをチェックします。 
 

 
 

ランダム化で、グループ化したいページがある場合、ブロックコードを入力します。

 
 

3. ページを保存します。 

4. ランダム化したい後続のページごとにこの手順を繰り返します。 

ページのランダム化のヒント 

ページのランダム化は調査フローに大きな影響を与えます。そのため、間違えると、最も「破壊的な」

ランダム化の手法となります。このタイプのランダム化を実装する場合、注意することが重要です。 

最大の効果を得るために必要な、いくつかのヒントがあります。 

ヒント 1: ランダム化ページが連続すること 

システムは全ページを連続して、フラグを設定し、ランダム化します。ランダム化されたページの真

ん中に非ランダムページを含み、ページをミックスすることはできません－非ランダムページの両側

に、2 つのグループのランダム化ページができてしまいます。 

ヒント 2: 不可能なロジックを作らない！ 

ページをランダム化する場合、以下のような警告が表示されます。 
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ランダム化でページ順序を変更する場合、状況が起こらないようにするのは、あなたの注意次第です。

以下の例を参考にしてください。 

 

これらのページをランダム化しようとするのは、非常に悪いアイデアです。ランダム化されるページ

順序の 1 つでは、喫煙を止めたいかどうかという質問を、喫煙者かどうか知る前にすることになりま

す。 

この例では、フロー制御で使用される質問が行われる前に、フロー制御で非表示にされているページ

が表示されるので、フロー制御は動作しません。 

ヒント 3: 十分にテストする 

ランダムページは定義から予測できません。多くのページ順序のバリエーションを試すために、テス

ト回答を複数回入力することが重要です。 

A/B テスト 

A/B テストのユーザーは回答率の向上や他の望ましい結果において、どの変数が最も効果的かという

複数のテストサンプルを配布します。テストは効果的であるために、制御および他の戦術に意味のあ

る違いを検出するのに十分な規模の読者にリーチしなければならない。 

ウェブ調査は多数の読者にアクセスすることが比較的容易なので、A/B テストを使うのに最適な候補

です。簡単な A/B テストの例は以下の通りです。 

 

オプション A とオプション B のページに行く回答者をそれぞれ 50％にしたいとします。この結果を

達成するのはもう一つのランダム化の例です。 

Web Survey Creator では、回答者が回答を開始するとランダムな番号を付与されます。この番号はさま

ざまな用途に使われる－その 1 つは A/B テストです。A/B テストは実際にはフロー制御により実行

されます。A/B テストを有する実際の調査の構成は以下の通りです。 

ページ 1 

あなたは喫煙者ですか？ 

ページ 2 （非喫煙者には表示しない） 

喫煙をやめたいですか？ 
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The create our A/B テストを作成するには、オプションページ A,を 50％、オプションページ B を 50％

の比率で非表示にします。 

オプション A ページを非表示にするには、以下のフローが必要です。 

 

フローを実行するために、回答者には A/B テスト用ランダム番号を使います（常に 1 から 100 の間

の番号）。オプションページ A は、番号が 51 未満の場合非表示とします（1 から 50 の間の番号） 

反対にオプション B ページを非表示にするのは、A/B テスト用ランダム番号が 50 を超える場合です。

（51 から 100 の間の番号） 

もちろんこの方法は 2ページのテストだけに適用するわけではありません－A/B テスト用ランダム番

号は 100種類の数値の 1つに等しいので、ランダムに選ばれる 100 までのオプションが可能です。 
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クオータ管理 
 

クオータ管理はほとんどの市場調査で重要な要素です。 

調査のクオータを管理することにより、バランスのとれ

たサンプルが得られます。また、実際に必要な人だけに

コストを払うことにより、パネル回答者のコストを最小

化します。 
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なぜクオータを使うのか？ 

「多ければ多いほど良い」ルール 

多くの調査は「多ければ多いほど良い」という原理により実施されるため、調査の回答人数に制限を

設けていません。 

このような調査例として、顧客調査があります－調査を完了するために、できるだけ多くの顧客を求

められ、いかなる制限も設定されたくありません。 

これらの調査に、こうしたルールがはたらくのは、各回答者の「声」が他の回答者同様、重要だから

です。そして彼らの見解も同様に重要です。 

「バランスはより良い」ルール 

別の例について、考えてみましょう－ファストフードが好きか嫌いかに関する調査についてです。こ

れは、「多ければ多いほど良い」ルールが適用される別の完璧な候補のように思えます。これは誤り

です。それはなぜでしょうか。 

一般的な原則として、男性は女性よりファストフードを好む（そしてより多く食べる） 

若い男性は、年配の男性より多くのファストフードを食べる傾向にある。（いったんコレステロール

および年齢が追いつくと、より注意する必要がある） 

中年女性および 60 歳以上の人は、25 歳以下の人（Eメールは時代遅れで、調査は時間の無駄だと思

っている）よりも、調査に回答する傾向にあります 

よろしい。回答者がそれぞれの端末に取り残されているとしたら、これは全て何を意味するのでしょ

うか。 

少なくともファストフードが好きな人－女性および高齢男性は、調査回答数の不均衡を作り出します。

コミュニティ全体に関して何か言うために、これを推論することは意味がありません。ファストフー

ドを愛する若者は、バランスさせる上で、十分な表現ではありません。 

さまざまな社会分野から人数をそろえることによって、回答者グループをバランスさせるというのが、

答えです。中年女性から十分な回答が得られたら、それ以上は必要ないのです。そこから抜けだし、

必要な数の若年男性を探す必要があります！ 

「クオータ」は、どのようなものに基づいても構いませんが、普通は以下に基づきます。 

 年齢 

 性別 

 住所 

回答者について、これら 3つを考慮すれば、回答者の構成を、社会構造から真似るでしょう。それに

より、社会の見解を、より正確に提供します。 
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クオータをどのように管理するか？ 

調査の早期終了 

調査で誰が、いつクリックするかコントロールすることはできません。これは、アンバランスな人々

のサンプルが、調査を開始する傾向にあることを意味します。 

クオータ管理の目標は、できる限り早く、必要のない回答者を中止させることです。 

調査中の終了は、調査に時間をとられる人を、少なからず、やや不快にさせるでしょう。してはいけ

ないのは、中止される前に多くの質問に回答させてしまい、状況に火をつけてしまうことです。 

ウェブでの市場調査作成のベストプラクティスは、調査を以下の構成とすることです。 

回答者が調査に適合しているかどうか決定する全ての質問は、調査の最初の数ページで質問されます。 

「対象外」（あなたにとって興味のない人）および「クオータ終了」（あなたにとって興味はあるが、

数を制限したい人）のための終了ページは次の通りです。 

適切な人が終了ページをスキップするためにフロー制御が使われます。それ以外の全て人は、終了ペ

ージで調査は終了です。 

終了ページは調査を終了させるページです－他のページのように Next ボタンはありません－Submit

ボタンがあるだけです。 

クオータルールを設定する 

クオータ管理は誰が調査を完了

するか決定するルールを使用し

ます。それぞれのクオータは基

本的に 2点を扱います。 

1. 誰を探しているか？ 

（例、男性、18から 

25歳）  

2. 調査で何人の回答者が 

必要か？ 

Web Survey Creator は作成したル

ール、および各クオータを満た

している人数をクオータ管理シ

ステムで追跡します。 
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困難なクオータを処理する 

特定のクオータが、他に比べて満たされにくいことがあります。特定の調査は、全てのクオータが満

たされないと、無価値となるので、これは深刻な問題です。 

以前の例では、困難なクオータは以下のように表示されます。 

 

他の地域クオータには、十分多数の人がいますが、依然パースからの 12 人を探しています。 

困難なクオータは通常、十分となるまで調査を「開放」することで対応します。これは、

難しいクオータに必要な最低限のレベルに達するまで他地域のクオータより優先すること

を意味します。 

調査の開放は、マニュアルで行う、非常に荒っぽいテクニックです。 

幸い Web Survey Creator にはこのプロセス全体を非常に簡単に、よりコントロールできる 2 つの機能

があります－クオータオーバーフロー、優先クオータ. 

クオータオーバーフロー 

元のクオータ数が修正されなければならない場合、元の数を修正するよりも「オーバーフロー」機能

を使用します－変更ははるかに簡単なのが分かります 

 

この例では、ブリスベーンは 20 人の回答者のオーバーフローがあり（元のクオータは 100 人）、メ

ルボルンは 28 人の回答者のオーバーフローがあります（元のクオータは 152 人）。 
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「優先」クオータ 

Web Survey Creator のクオータは以下のように動作します。 

クオータに関連する全ての質問が完了すると、システムは回答者に合致する各クオータにクオータま

す。例えば、回答者は次のクオータにひも付けられます。     

 

この例に基づくと、既に 30~39 歳の男性回答者が多すぎます。 

 

そのため、この回答者はクオータから除外されます－パースの回答者が本当に必要にかかわらず－ 

受け入れてしまうと30~39 歳の男性回答者が多すぎになります。  

 

1 つのクオータがターゲットを超える場合、別のクオータが不足するよりも、問題が少ない

場合もあります。 

もし、パースの回答者は受け入れる場合、パースのクオータを「優先」クオータに設定します。これ

により、他のクオータが一杯でもパースの回答者を受け入れることをシステムに指示します。パース

が一杯になり次第、優先クオータは有効でなくなります。 

優先クオータは困難な回答者に注力しやすくなります。しかしながら、他のクオータが超過するので、

注意深く使わなければなりません。 

クオータ管理のヒント 

調査開始後にクオータを追加する 

調査開始後（回答収集中）のクオータ追加に関する最適なアドバイスは、それを避けることです！事

後のクオータ追加を避けるべき主な理由は以下の通りです。 

新しいクオータでテストされていない、回答者が発生してしまいます。（クオータは調査回答ごとに、

計算されているため） 

クオータに含む質問を、対象外のページに表示してしまう間違いを犯す危険があります。（そのため

対象外のページロジックは無効）                              

もし、調査開始後にクオータ追加または変更する場合、Web Survey Creator は既存の回答内容への「キ

ャッチアップ」を実行します－ツールバーの Re-calculate Quotas t ボタンをクリックし既存の回答でクオ

ータを再計算します。 
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調査内の複数箇所でクオータをテストする 

回答者がほぼ調査の終わりに来て、クオータが一杯であるために、突然除外されてしまうほど、悪い

ことはありません。Web Survey Creator は、できるだけ早期にクオータを計算することで、このような

状況を回避します。ここでのポイントは、以下のシンプルなルール に基づいているということです。 

一度回答を始めたら、回答者です！ 

これは、クオータを計算した時に、回答者の空きがある場合、調査を完了できるという意味です。こ

れは、ほぼ同時に完了する同じクオータの回答者がいる場合、そのクオータの数が多少超過してしま

う結果になるかもしれません。 

回答を完了するまでクオータの数は上がりません。そのため、必要人数の回答が完了する

までクオータからの除外は起きません。 

デフォルトの動作が超過を起こし、不要なコスト増となるかもしれません。例えば、 

調査が大変長いので、クオータが一杯になった時、多くの人が調査の途中にいる（クオータテスト前） 

多数がクオータテストを通過し、回答途中で退出するとします。いつ戻ってくるかにかかわらず、

（クオータが一杯になったはるか後でも）回答を完了することができるので、クオータの数が増加し

ます。 

では、どのようにクオータを複数回テストするべきでしょうか？幸い Web Survey Creator では簡単で

す。 

クオータフェイル終了ページを調査に追加すれば、クオータは次ページの前に再テストされ、後続の

ページを終了します。 

 

これは、いつ再チェックを行うか選択できるということです。回答者を不快にすることを気にしなけ

れば、調査終わりに近い場所にクオータフェイルページを設定することもできます。 
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クオータ管理の例 

調査の例は、架空のファストフードチェーン－ワールドバーガーです。彼らは新たに「健康メニュー」

を導入し、人々が変化に気づくか、変化をどう思うか知りたいのです。 

必要な回答者の決定 

良い回答結果を得るために、性別ごとに以下の回答数が必要であるとしています。 

 16-24 25-29 30-39 40-49 50-54 55-64 65+ 

Female 33 36 48 43 25 37 46 

Male 34 36 47 41 25 36 38 

 

幅広い年齢層に広がり、若干女性が多いです（「健康メニュー」キャンペーンのターゲットなので）。 

ワールドバーガーの店舗の任意の週の訪問者数の割合に応じた、回答者の住所に関する要件がありま

す。 

Sydney Melbourne Brisbane Perth Adelaide 

157 152 103 62 51 
 

両方の要件とも、回答者数は合計 525 人です。クオータ間の連動はないので、都市別の性別/年齢の

構成は問われません。 

調査を準備する 

性別/年齢/住所に関する質問 

クオータは調査に入力された回答に基づき計算されます。この調査では性別、年齢、住所をたずねる

必要があります。 

質問追加に関する、より詳細な説明は、basic survey guide を参照してください。この例の目的のため

に、完成した質問を見てみましょう。 

最初のページで、回答者の性別をたずねます。 

 

2 ページ目で、回答者の年齢をたずねます。 

 

http://itunes.apple.com/us/book/beginners-guide-to-creating/id510021050?ls=1
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3 ページ目で、回答者の住所をたずねます。 

 

調査は現在、以下の構成になっています。 

 

回答者が 3 つの質問に回答すると、クオータに合うかどうか分かります。 

回答者がクオータに合わなければ、調査を終了する必要があります 

調査の 4 ページ目は、クオータフェイル終了ページです。回答者がクオータに合わなければ、このペ

ージが表れます。クオータに合えば、このページは非表示とされ、5 ページ目に移動します。 

このロジックは、以下のダイアグラムの通りです。 
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クオータフェイル終了ページ 

クオータフェイル終了ページを作成する必要があります。これは、以下のように、単に調査にページ

を作成するということです。 

1. Edit ボタンをクリックし、ページ内容を編集します 

   
 

2. 終了ページであることを示すよう、ページのタイプを変更します。

 

終了ページは、通常のページとは以下の理由で異なります。 

 next ボタンではなく、submit ボタンがあります。これは、調査で回答者に表示される最後の

ページであることを意味します。  

 特定のロケーションへのリダイレクト機能があります－外部調査パネルと統合する再に非常

に重要です（後章で、より詳細に説明します） 

クオータを作成する 

クオータで使われる質問と、終了ページはあります。まだないのは、クオータの計算と終了ページの

表示または非表示を適切に扱う調査フローです。今度は、これらの問題を見ていきましょう。 

クオータビルダーを使う 

この調査ではかなりの数のクオータを設定する必要があります。実際に設定するのは、 

2 （性別） × 7 (年齢グループ)＝ 14 の性別／年齢クオータおよび 5 つの住所クオータ 

全部で 19 クオータになります。 

各クオータはマニュアルで設定できますが、幸い Web Survey Creator には、我々に代わって、 ほとん

どの作業をやってくれるクオータビルダー.があります。関連するクオータを 1 つのプロセスで作成

してくれます。 

性別／年齢クオータを作成する 

まず、性別／年齢クオータを作成しましょう。これらのクオータを作成する手順は以下のとおりです。 
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1. Design タブの下の Survey Quotas メニューをクリックします。 

   
 

2. ツールバーから Quota Builder を選びます。 

 
 

3. クオータで使う最初の質問となる性別を選びます。 

 
 

4. この質問では、両方の性別をクオータで使うので、両方ともチェックします。（どのように

クオータで記述されるかオプションで変更できます）   

 
 

5. 2 番目の質問となる 年齢グループを選びます 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6. 全ての値を選びます。作業を早めるには、Toggle Selection リンクをクリックします。

 
 

7. Set Quota Limits button ボタンをクリックします。 

   
 

8. 選択した全ての組み合わせが表示され、入力可能となります 

 
 
 

9. ワールドバーガーの要件に基づき、クオータ数を入力します 

 
 
 

10. Save Quotas ボタンをクリックします 
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Design タブの Survey Quotas の下にクオータが表示されます 

 

ロケーションクオータを作成する 

ロケーションクオータは、性別／年齢クオータと同じやり方で作成されます－実際には、全てのクオ

ータが 1 つの質問だけに基づくので、より簡単です（居住している都市名） 

クオータとしては適切ではない「上記のどれでもない(None of the above)」を除く全ての値を選びま

す。. 

 

クオータは、アルファベット順に表示されます－しかし都市名は一緒に表示したい－保存する前に、

都市名を変更することで可能です。 
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住所クオータが追加されると、調査クオータ一覧の最初に表示されます（アルファベット順であるた

め） 

 

クオータフェイル終了ページロジックを追加する 

クオータ終了ページは作成しましたが、1 つ問題があります。 

調査フローロジックが追加されていない場合、終了ページが常に表示されてしまいます－

そして全回答者が終了となってしまいます！ 

クオータ設定をすると、適切に終了ページを非表示にすることができます。（非表示ルールは回答者

がクオータに合うかどうかに直接関連しています） 

終了ページロジックを作成する手順は以下のとおりです。 

1. Design タブの下の Survey Flow をクリックする 

 
 

2. 新フローを追加する 
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3. 非表示にするページを選びます 

   
 

4. Save & Continue to Add Conditions ボタンをクリックします 

 
 

5. Add Condition をクリックします 

   
 
 

6. 以下のように全クオータのテストを選びます

   
 

7. Save Condition をクリックします 
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終了ページは以下の条件で表示されるようになりました。 

1. 回答者が少なくとも1 つのクオータに合致する  

2. 回答者に合う全てのクオータに空きがある（唯一の例外は、前項で説明した優先クオータが

ある場合） 

マニュアルのクオータ調整 

クオータの追加または編集が必要な場合、クオータ管理システムによって行います。 

クオータを追加する 

クオータを追加するには、ツールバーの Create Quota ボタンをクリックします 

 

名称を含む全てのクオータ詳細を入力する必要があります。 

 

クオータルールが、フロー制御と似た方法で、1 つずつ追加されます。 

 

クオータを編集する 

クオータ一覧のクオータ名（Quota Title）をクリックすることで、クオータを編集できます。 
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 一度に複数のクオータを編集する 

クオータを修正する必要がある場合、以下の詳細のどれかであることが多いです。 

 クオータの希望人数  

 許容するオーバーフロー数  

 アクセスコードまたは説明 

Web Survey Creator は、ツールバーの Survey Quotas の下の Update All ボタンをクリックするだけで、

簡単にこれらの詳細を一斉に修正します。 

 

名称、アクセスコード、許容数、オーバーフロー数が同一画面内で調整できます。 
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クオータを追跡する 

これまで見てきたとおり、調査クオータで簡単にクオータを追跡できます。調査を設定した Web 

Survey Creator ユーザーであれば、これは上手くいきますが、クライアントのように、外部の人にとっ

てはどうでしょう？ 

ワールドバーガーの経営者は調査の進捗から目を離したくありません。幸い WSC にはウェブポータ

ルを使う方法があります。 

ウェブポータルには以下を表示できます。 

クオータの現在の状況 

現時点での回答者数、必要数を含む全クオータの一覧 

 

回答カウント 

日別回答数が累計とともにタイプ別に表示されます（対象外など） 
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個別質問の統計 

現時点での調査の各質問別の回答数 
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モバイル調査 
 

調査の世界は現在、ウェブへの移行開始以来、かつて見

られないペースで変化している。ウェブ調査だけでは十

分ではありません－モバイル端末でアクセスできる必要

があります。 

「スマートフォン」は回答率および回答者の満足度を向

上させるツールです。 
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モバイル対デスクトップ 

ウェブ調査に対する、回答者の期待を数値化することは非常に簡単です。残念ながら、多くの期待を

達成するのが容易でないので、期待を満たすことは難しいです。 

期待 課題 

モバイル端末、デスクトップPCどちらで

も調査完了できるようにしたい 

多くの調査ソフトは全機能を持つPCバージョンと

一部機能だけのモバイルバージョン。設定時にど

ちらか選択。（両方は不可） 

「魅力的な」調査 

「魅力的な」調査は通常フラッシュを伴うデスク

トップPC向けです。モバイル端末との互換性はあ

りません。 

モバイル端末を使う場合でも、フル機能

を備えた調査が可能 

通常モバイル端末ではフォーマットと機能は削ら

れます。 

 

ウェブブラウザの機能を備えたモバイル端末の存在は、比較的新しい現象です。（2007 年に iPhone

から始まったといわれている）モバイル端末でのウェブ調査への期待と現実との間には多くのギャッ

プがあります。大規模で、定評のあるソフトウェアパッケージは依然として期待を「キャッチアップ」

中です。 

機能を削られた「中途半端」なモバイル調査ツールは、人々が「クール」なモバイル端末を持ってお

り、その端末でやることも「クール」であることを期待するというポイントを忘れています。 

携帯電話やタブレットを介して人々を得られるという付加的な利点があります－これらの

端末を使うのは、通常、若年層で、回答を得ることが困難です。 

PCは絶滅からはほど遠い 

どれだけ多くの人々がモバイル端末を使うのが好きでも、依然としてデスクトップ（およびラップト

ップ）PCが重要な場所があります。そのため、ウェブ調査は、標準的な PC環境でも動作し続けるこ

とが重要です。この環境にはメリットがありますし、モバイル端末の猛攻により絶滅することはない

でしょう。 

1. 大量のテキストはフルサイズのキーボードの方が入力しやすい  

2. ほぼすべての家庭に、調査に使えるPCがあります（モバイル端末と異なり、共有されている）  

3. かなりの割合の回答者はモバイル端末を所有していません  

4. 高齢者は、慣れているので、PC を使う方が快適です 

モバイルが基本を意味しない 

適切な技術を用いたとしても、モバイル端末での作業には、1 つだけ制約があります。 

 

モバイル端末は PC よりも画面面積が小さい。提供するインターフェースはこれを考慮する

必要があります。 
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レイアウト管理 

画像は、モバイル画面に合うよう、サイズ変更する必要があります。 

 

人口統計学的な質問のように、複雑なテキスト質問タイプは、PC のレイアウトに最適化されていま

す。モバイル端末用に、レイアウトは修正される必要があります。 
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テキスト入力 

PC では、キーボードを使うので、テキスト入力は簡単です。モバイル端末では、画面に合わせてテ

キスト入力フィールドをフォーマットする必要があるだけでなく、端末の入力システムを考慮する必

要があります。 

 

質問の「変形」 

いくつかの質問タイプは、ユーザーの使い勝手の問題で、モバイル端末では使用できません。例えば、

マトリクス質問はフルサイズの PC 画面が必要です。
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調査の「魅力」を維持する 

モバイル端末をサポートする際に、直面する最大の問題は、回答者が慣れている「魅力的」な機能を

失わないようにすることです。 

映像を使おう! 

多くの市場調査は、広告などで商品を表現する手法と同様、映像を使用します。 

 

タッチ対応のスライドバー 

スライドバーは、調査でより頻繁に使われるようになっています。モバイル端末でも同じ機能を持つ

ことは重要です。以下は、質問でのスライドバーの使用例です。

 



 

128   Mobile Surveys 

ドラッグとドロップ 

モバイルユーザーは、タッチスクリーン対応のスマートフォンを好みます。PC バージョンの調査質

問に似たドラッグとドロップ機能が、モバイル端末でも利用可能でなければなりません。 

 

モバイルへの移行（スマートに無理なく） 

モバイルおよび PC 両方をサポートするウェブ調査を作成する場合、ウェブ調査設計ツールが、いく

つかのルールに準拠する必要があります。 

1. フラッシュを使った質問を使用しない。モバイルユーザーが除外されてしまいます。  

2. モバイルとPC調査を別々のモジュールで設計するソフトウェアは避けます－倍の作業が必要

で、モバイルバージョンの制約により、互換性がない場合があります。  

3. モバイル向けの簡易機能を持つ調査ソフトウェアは避けます。モバイルは重要なので、後回

しにできません。  

4. 基本的すぎるモバイル調査機能は避けます－モバイルユーザーに対応できますが、作成すべ

き調査とはなりません。 

調査例 

本項でレビューする例は、Web Survey Creator で作成されています。前項でのモバイル調査の画像は、

この例を使用しています。 

完全な例は、WSC オンラインサンプルを参照してください。 

http://www.websurveycreator.com/c/survey-sample-3.aspx 

http://www.websurveycreator.com/c/survey-sample-3.aspx
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WSC 調査をモバイル互換にする 

調査はブラウザを認識します－それにより、実行中の端末の種類を認識します。Web Survey Creator は、

この情報を調査の表示方法を決定するのに使用します。 

WSC 調査がモバイル端末で作動するには何をすべきでしょうか 

何もありません 

Any survey created in Web Survey Creator で作成された調査はすべてモバイル端末でも作動します－シス

テムの基本は、一度調査を設計したらどこでも使えるということです。
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特定のプラットフォームをターゲット化する 

Web Survey Creator は、モバイル端末での調査を自動的に対応しますが、携帯電話の回答者と PC（ま

たはタブレット）での回答者に意図的に異なる対応をしたいかもしれません。 

Web Survey Creator が回答者に調査を表示する場合、常に以下のどのタイプの端末が調査参照に使われ

るか決定します。 

 

PC 
Microsoft Windows またはMac OSXのようなPCのOS上で動くコンピュータ。伝

統的に調査集計に使用されている機種もあります。 

タブレット 
中サイズ(7インチ以上)のタッチ画面を持つモバイル端末で、一般的に「タブレ

ット」といわれる（例、iPad、Galaxy Tab） 

携帯電話 
比較的小さい画面（5インチ未満）を持つモバイル端末で、一般的に「スマー

トフォン」といわれる。 

 

Web Survey Creator は、端末で動作するブラウザから端末のタイプを決定します。どの端末が使用され

ているか認識することで、異なる端末ごとに調査の対応を変える機会が開かれます。 

フロー制御による端末のターゲット化 

モバイル調査例には、表紙ページは 1 ページではなく、3 ページあります。表紙ページは端末タイプ

ごとに用意されます。 

 

複数の表紙ページは必須ではありません－WSC は、ページを正確に 3 種類の端末にレンダリングし

ます－調査設計者のために調査デザインには多少柔軟性があります。 

使用される端末のタイプに基づき、異なるテキストが表示されます。 

1. PC   

 
 

2. タブレット 
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3. 携帯電話 

 

端末に基づきコンテンツを能動的に制限できます。調査例では、携帯電話向けの先頭ページは、短く、

画像がありません－調査が３G ネットワーク経由で行われることを考慮しています。 

フロー制御を設定する 

例の先頭ページを設定するには、以下を行います。 

1. ターゲットとする端末ごとに 3 ページを作成しています 
 

   
 

2. 先頭ページごとに、3 つの調査フロールールを作成します。ルールは、調査を参照するのに

使用する端末の種類をテストします。 
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混合モード調査 
 

コンピュータを利用した電話インタビュー (CATI) は、

ウェブベースの調査(CAWI)が台頭するかなり前から存

在しています。ウェブ調査が急速に台頭するにつれ、将

来のインタビューが CATI と CAWI の「混合モード」に

なることは明かです。 

Web Survey Creator は、CATI のみの調査または混合モー

ドの調査に使用される、CATI 機能を付加する CATI モ

ジュールがあります。 
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CATI にようこそ! 

CATI 機能のある Web Survey Creator は、CATIに従事する企業が直面する主要課題を認識して開発さ

れました。 

 CATIを実行する熟成された技術の継続的な使用  

 高いソフトウェアライセンス料の支払いと、高コストなインフラの維持  

 柔軟性の欠如－ソフトウェアは社内サーバーに接続するデスクトップ PC に縛られている 

PC ソフトを実行するオフィスの PCで効率的に CATI業務が行える時代は終わりました。Web Survey 

Creator は、最新のウェブ標準をサポートし、オフィスでも遠隔地でも、最新のブラウザで利用でき

ます。短い通知で、チームの拡大、縮小が可能です。 

ホスティングバージョンの Web Survey Creator はすべてに対応します－管理職、チームリーダーおよ

びインタビュー担当者はウェブブラウザからログインするだけです。自社の CATIシステムの管理業

務から解放されたい中小企業に最適です。 

大規模な組織は、インフラの管理が厳密で、Web Survey Creator を自社サーバーで管理したい場合、オ

ンプレミス版を使用します。このバージョンには以下の特徴があります。 

 無制限のCATIインタビュー担当者、チームリーダーおよび管理職  

 無制限のインタビューおよびウェブ調査  

 カスタムドメイン  

 専用サーバーおよびデータベース 

どのように CATI 作業を行うかはあなた次第です 

 CATI コールセンター内のオフィスで全作業を行う  

 オフィスとオフサイトインタビュー担当者の組み合わせで作業を行う  

 完全な分散－CATI 管理ツールは、事務所コストなしにビジネスを掌握できます 

この項では、WSC CATI モジュールがどのように設定され、使用されるか見ていきます。（CATIの

み、または混合モード） 

CATI プロセスの設定（基本） 

WSC の CATIプロセスは非常に簡単で、ウェブ調査を作成したことのあるユーザーにとってはなじみ

やすいです。CATIジョブとウェブ調査ジョブの類似点と相違点を理解することは有益です。 

類似点 相違点 

同じ調査設計が使われる 
CATIジョブは、回答者が必要で、少なくとも電話

番号が無ければならない 

一般的なロジックとフローは同じ－フロ

ー制御、データパイピング、スクリプテ

ィング等 

調査開始前に紹介文を読まなければならない。こ

れはウェブバージョンの調査にはありません。 

クオータが設定されると、同じ方法で動

作する 

「インタビュー担当者」はログインしてCATIモジ

ュールにアクセスする特定ユーザーです 
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設定プロセスの概要 

Web Survey Creator の CATI プロセス設定の主要手順は以下の通りです。 

1. 新しい調査を作成し、調査回答タイプを「CATI Responses」に設定します 

 

 
 

2. 新しい調査にコピーする、コールステイタス、Eメールテンプレート、タイムゾーンの各グ

ローバル設定を選択します。 
 

 
 

3. 調査コンテンツを作成します（このコンテンツは CATI と CAWI 調査両方に使用されます） 
 

 
 
 

 
 

調査コンテンツを作成する時は、CATI調査にとって重要な細部について考えましょ

う。 

1. データのインポート先として考えている質問にコードを設定します（例えば、あなたが回答者

の性別データを持っていたとします。性別確認の質問にコードが設定されていれば、インポー

トされた性別データはこの性別確認の質問に関連付けされることになります。） 

2. 調査コンテンツ中に CATIタグ<cationly><catinever>を使って書き込みます。 
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4. 調査クオータを設定します。CATI と CAWI はこれらのクオータを共有します。For CATI に

とってクオータは非常に重要です。なぜならクオータに基づいて、電話コールが行われるか

らです（クオータに空きがあれば、クオータに適合しやすくなり、次にコールされる人とし

て選ばれます） 
 

 
 

5. 調査フローを設定します（終了ページのフローを含む） 

 

 
 

6. CATI プロセスの一部である回答者のインポート 
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7. インポートの一部として、追加インポートの詳細とともに各回答者の回答ドラフトを作成す

ることを確認します 
 

  
 

8. 追加インポート詳細が、クオータで使用されるデータを含む場合、事前に全回答者のクオー

タを計算できます。 
 

 

これらの詳細が設定されると、この CATIプロジェクトは利用可能になります。正しい回答者データ

があり、プロジェクトが正しく設定されると、クオータと回答者タグが回答者にひも付けされます。

（備忘的に使用される調査に使用しないデータも）例えば、回答者は以下の用に表示されます。 

 

CATI 回答者 

CATI の設定の多くについては既にこのマニュアルで説明しましたが、CATI 調査はウェブ調査と全く

同じように設定されます。特に調査設計、終了ページ、クオータおよび調査フローは、両方のタイプ

のデータ収集で、全く同じ方法で動作します。 

回答者は多少異なります。回答者は CATIと CAWI 両方で使われます。ウェブ調査で既に知っている

ことと、多くの類似点があります。CATIで回答者のメリットをフルに享受するには、「ベストプラ

クティス」を参照する価値があります。 

回答者データの種類 

CATIプロジェクトで使用される回答者の主要データは以下のとおりです。 

電話番号 

単一の電話番号はCATIに必要な最小情報です。電話番号がなければコ

ールできません。回答者システムは電話番号を2つまでサポートしま

す。 

氏名 
誰か不明の連続した番号をコールする場合を除き、回答者の氏名を知る

ことは重要です。 

Eメールアドレス 
「混合モード」調査は一般的にEメールアドレスが必要です。回答者に

は調査完了のためのリンクがEメールで送信されます。 



 

138   Research Panel Integration 

タイムゾーン 

すべての回答者がインタビュー担当者と同じタイムゾーンにいる場合必

要ありません。他の場合、アポイント時間や時間に基づくルールが異な

るロケーションの時差を管理する上で、タイムゾーンは非常に重要で

す。（コール可能時間など）タイムゾーンは以下のように、コードで入

力されます。 

 
AU-NSW 
AU-QLD 
AU-WA 

言語 

通常、インタビュー担当者と回答者は同じ言語を話すので、言語は不要

です。複数の言語が使用される場合、回答者の話す言語のコードを入力

します。以下は言語コードの例です。 

 
en 
jp 

SMSID 
これはサンプルマネジメントIDです。外部システムで使うために回答者

にIDを付与します。一般的には不要です。 

調査データ 

回答者に関して追跡したいデータは、回答者タグに保管されます。（調

査質問には関係ない）。回答者タグは、以下のように、タグ名：内容の

フォーマットです。 

クオータに関連するデータをインポートすることにより、現時点でのク

オータ完了レベルに基づき、システムが効率的に最も関連性の高い回答

者にコールできるようになります。回答者は CATI システムのクオータ

に基づき選別されます。 

回答者タグ 

回答者に関して追跡したいデータは、回答者タグに保管されます。（調

査質問には関係ない）。回答者タグは、以下のように、タグ名：内容の

フォーマットです。 

PROFESSION: White-Collar 
INCOME: $30,000-$49,999  

回答者はタグに基づき、選別され、タグは CATI システム内の回答者デ

ータに直接表示されます。 

 

 

 

 

各回答者は Eメールアドレス、電話番号、SMSID の内１つ以上の入力が求められます（全て空欄にはでき

ません） 

全ての回答者は、システム内で個別に識別できなければなりません。名前と Eメールアドレス・電話番

号・SMSID などの組み合せによって、回答者を識別します。 

電話番号以外で回答者を個別に識別できるデータがある限り、同じ電話番号が一度以上出現することは可

能です。例えば、同じ電話番号の Joe Bloggsと Mary Bloggsのデータをインポートするような時です。 
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回答者データのインポート（例） 

データを正しく設定している場合、WSC に回答者をインポートする手順は、非常に簡単です。デー

タの例は以下のとおりです。 

 

有効な見出しラベルを使う 

このスプレッドシートには一行目に有効な見出しラベルがあります。1 行目は見出しでなければなり

ません。－インポートはこの見出しを、どのデータをインポートするか決定するために使用します。 

 

列は、適切にラベル付けされ、Eメールまたは電話番号１が含まれていれば、どのような順番でも設

定できます。（CATIプロジェクトには、電話番号１は必須です）有効な標準ラベルは以下のとおり

です。 

 Email 

 firstname 

 lastname 

 language 

 phone1 

 phone2 

 timezone 

 smsid 

これらの標準ラベルに加え、調査データおよび回答者タグ用に、追加ラベルが追加されます。 

調査データの追加は以下の通りです。 

1. 質問アクセスコードとともに、調査質問を設定します。 

 
 

2. 質問が選択質問の場合、値(Value)がひも付けされているか確認します。 
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3. インポートファイルでは、列見出しのためのアクセスコードを使用し、列のデータを配置し

ます。 
 

 
 

回答者タグの追加は以下のとおりです。 

1. インポートファイルではアクセスコードとは異なる見出しを使用します。これが回答者タグ

コードとなります。 
 

 
 

2. 列にタグの内容を表す名前を入力します－全データはテキストデータとして入力されること

に注意してください。 
 

 
 

インポートデータを準備する 

データは以下２つの内１つの形でインポートできます。 

1. カンマで区切られたテキスト (回答者詳細をテキストで持っているような時に便利です。) 

2. Excel ファイル (回答者リストは大抵 Excel になっており、これが一番ありふれた形です。) 

 

テキストファイルから回答者をインポートする 

以下はインポートされるテキストファイルの例です。 

 

 

重要 

インポートするデータにカンマが含まれるような場合(100,000以上といったような)、正しくデータをインポートする

ため、データはクォーテーションで囲まれている必要があります。例："100,000以上" 
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テキストファイルから回答者を Web Survey Creator にインポートするには、 

1. Distribution タブから Respondents 選びます 

 
 

2. 回答者ｲﾝﾎﾟｰﾄﾂｰﾙﾊﾞｰから、「テキスト/ファイルからの回答者のインポート」を選びます。 
 

 
 

3. テキストデータを貼り付けます 
 

 
 

4. 回答チェックボックスをチェックしてください（調査データが作成されます） 
 

 
 

5. 「回答者インポート」ボタンを押して、回答者をインポートします。 
 

 

Excel ファイルから回答者をインポートする 

Excel ファイルから回答者を Web Survey Creator にインポートするには、 

1. Distribution タブから Respondents 選びます 
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2. 回答者ｲﾝﾎﾟｰﾄﾂｰﾙﾊﾞｰから、「テキスト/ファイルからの回答者のインポート」を選びます。 
 

 
 

3. Excel ファイルをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙへドラッグ＆ドロップします。 

 
 

4. 回答作成ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽのチェックを確認して下さい。（調査データがビルドされます） 
 

 
 

5. 「回答者インポート」ボタンを押して、回答者をインポートします。 
 

 

クオータを計算する 

調査データがインポートされ、そのデータがクオータで使用される場合、クオータは再計算し、更新

される必要があります。 

1. Survey Quotas の下の Recalculate Quotas ツールバーボタンを選択します。 
 

 
 

2. Toggle Selection をクリックして、全クオータを選択します 
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3. Re-calculate Quotas button ボタンをクリックして、クオータを再計算します 
 

 
 

4. 再計算後「ドラフト」回答がクオータの下に表示され、クオータ計算結果がどうなったか、

分かります。以下の例では、18～29歳でコール可能な女性が 4人と表示されます。 
 

 
 

5. 新たに CATIジョブが設定された時に、CATI調査に必要な回答者総数が決められ、CATIモ

ジュール内のクオータ統計に表示されます。  
 

 
 

調査作成後この数字を変更したい場合（クオータ設定・変更後など）は、CATI分布を直接編

集して、Close Response Count に入力する必要があります。これはクオータ設定の際必須とな

るようなステップではありませんが、その時々で変更が必要になります。 
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システム全体レベルでの CATI 設定の変更 

Web Survey Creator の CATI システムは、基本設定に関して心配せずに、すぐに使用できます。しかし

ながら、必要であれば、CATI のためにシステム全体レベルで変更できる設定は、いくつかあります。

すべての変更はトップメニューの MY CATI から、CATI管理者により行われます。（CATI管理者の

みに表示） 

 
 

CATIユーザーを設定する 

Web Survey Creator には 2 つの異なるユーザーアクセスのタイプがあります。 

コンテンツデザイナー

およびマネージャー 

メインの Web Survey Creator アプリケーションにアクセスする人は、こ

のカテゴリーに分類されます。これはシステム内の CATI関連のアクセ

ス以外のすべてのアクセスが該当します。コンテンツデザイナーの主要

業務は以下のとおりです。 

 調査コンテンツを作成する 

 調査ルールを設定する（フロー、データパイピング等） 

 ディストリビューションを作成する 

 回答者リストを作成する 

 ウェブ調査を送信する 

CATI 管理者およびイン

タビュー担当者 

CATI業務に関わる人はこのカテゴリーに分類されます。主要業務を以

下の通りです。 

 MY CATI メニューを使う CATI 設定管理 

 ウェブ版 CATIアプリケーションへのアクセス 

 ウェブ版 CATIアプリケーションを使うインタビュー 

 ウェブ版 CATIアプリケーションでのインタビュー担当者管理 
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この 2つのカテゴリーの個別の正確なアクセスは、そのユーザーレコード内で設定されます。ユーザ

ーレコードの作成および編集は、MY CATI メニューの User Management タブから実行します。 
 

 
 

ユーザーを追加する 

ユーザーを追加するには、New User toolbar ツールバーボタンをクリックします。 

 

 
 

入力するユーザー詳細は以下の通りです。 
 

氏名および E メール 識別するための基本ユーザー情報。ユーザーのログインに使われる Eメ

ールアドレス。 

ユーザー権限 WSC アプリケーション （調査設計向け）(for survey design etc.) および ウ

ェブ版 CATIアプリケーション（インタビュー向け）へのアクセスレベ

ルを定義します。 

タイムゾーン CATIを使用する場合、ユーザーのタイムゾーンを知ることは重要で

す。コールバックのアポイント時間は、ユーザーおよび回答者両方のタ

イムゾーンを考慮して、決められなければならないからです。 
 

ユーザー追加 ウインドウは以下のように表示されです。 
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ユーザー権限に使用可能なレベルは以下の通りです。 
 

コンテンツ  CATI Role 

  
 

個別のユーザーごとに権限の組み合わせが選択できます。設定できるレベルは以下の通りです。 

For an Administrator System Administrator and Has Administrator Access to CATI 

For a CATI Interviewer No Survey Access and Is CATI Interviewer 

For a Web Survey Designer Editor and Has No CATI Access 
 

  

CATI インタビュー担当者と上級 CATI インタビュアーの違いは何か？ 

ほとんどのアクセス権限は自明です。システム管理者をシステム利用者から分けますが、この 2

つレベルの違いはそれほど明白ではありません。CATIインタビュアーは CATIでは、最も低い権

限が与えられます。これらの人々は個別の CATIジョブで、次にコールする相手をリクエストで

きるだけです。 

上級インタビュアーはより多くの柔軟性を与えられます。単なる次のコンタクト先に加え、コン

タクト先候補者一覧を参照でき、リストからコールする人を選べます。 
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ユーザーフィルターの設定 

CATIモジュールのフィルタリング機能はとても強力です。インタビュワーが「次のコンタクト」ボ

タンを押した時に、コンタクトタブの下に表示されるコンタクトをコントロールでき、回答者に付け

られたタグ、クオータ、タイムゾーンによってフィルターをかけることが可能です。図は一例です。 

 

以下は、フィルターについてよく聞かれる質問です。  

1. フィルターを使って、ｲﾝﾀｳﾞｭﾜｰに割り当てられるコール対象者をコントロールできるか？（例：18歳
から 29歳の女性にコールしなければならないようにする） 

2. ﾍﾞｰｼｯｸｲﾝﾀﾋﾞｭﾜｰはフィルタリング機能を使用できないが、ﾍﾞｰｼｯｸｲﾝﾀﾋﾞｭﾜｰが制限付きでフィルターを使
えるようにすることは可能か？ 

3. あるジョブについて、ｲﾝﾀﾋﾞｭﾜｰが見ることのできるフィルターを簡単にｶｽﾀﾏｲｽﾞする方法はあるか？ 

上記質問への答えは、全て WSC のﾕｰｻﾞｰﾌｨﾙﾀｰｼｽﾃﾑを使用することで見つかります。本システムは、

各インタビュワーにジョブごとのフィルターアクセスを設定することが可能です。ユーザーフィルタ

ーの設定は以下の手順で行います。 

1. MY CATI からユーザーフィルタータブを選びます。 
 

 
 

2. 「新しい CATI フィルター」ツールバーボタンをクリックします。 
 

 
 

3. フィルターを設定するインタビュワーを選びます。 
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4. フィルターを設定する CATIジョブを選びます。 

 
 

5. フィルターのルールセットを決定します。  
 

 
 

6. 「フィルターを保存」ボタンをクリックします。 

 

フィルタールール設定 

フィルタールールを設定する際、個々のフィルターがどう作用するのか以下から選択します。 

標準 ユーザーのアクセスレベルに応じたフィルター機能を提供するオプションで

す。CATI インタビュワーにはこのオプションを設定されたフィルター機能は使

えません（CATI インタビュワーはフィルター機能へのアクセス権がありませ

ん）。シニア CATI インタビュワー以上のユーザーはフィルターを原則として見

ること（選択可能）ができます。 

選択可能 このフィルターはフィルターウィンドウから使用可能です。CATI インタビュワ

ー以上のアクセス権を持つユーザーは原則としてフィルターを選択できるの

で、これは実際のところ CATI インタビュワー向けのオプションです。 

必須 このフィルターエレメントはどのフィルターにも適用され得ます。必須フィル

ターは、カギのシンボルが付いた状態で CATI フィルターバーに表示されます。

 

隠蔽 このフィルターは隠されていて、使用できません。 
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タイムゾーンルールを設定する 

タイムゾーンは CATIシステムの重要な要素です。インタビュアーと回答者のタイムゾーンがロケー

ションによって異なる場合があるからです。 

「2 時に電話してください」というメッセージは「私のタイムゾーンの 2時に電話してください」を
意味します。例えば、実際には、インタビュアーは 4時に電話する必要があります。 

時差を考慮しそこなうと、いくつかの問題となります。 

 アポイント時間を間違えてしまう  

 常識的な時間外に電話してしまう（インタビュアーには午前9時でも、回答者には午前6時か

もしれません）  

 回答者を逃してしまう（例えば、回答者の業務時間外に電話をかけてしまう場合） 

電話するのに適切な時間はいつか？ 

午前 2時に電話をかけてはいけないのは、常識です。CATIでは、Time Zones タブを使って、正確に

ルールが、数値化される必要があります。 

 

デフォルトのグローバルタイムゾーンルールがあります。 

 

このルールでは、 

1. 月曜日から金曜日の、午前9時から12時、午後1時から5時に電話できる  

2. 土曜日の、午後 1 時から 5時に電話できる 

全てのタイムゾーンに適用されるので、全ての人に適用されるということです。ルールは回答者の現

在のロケーションのタイムゾーンを考慮して適用されます。 
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タイムゾーンに特定のルールを設定する 

特定のタイムゾーンを設定するには、Add Time Zone toolbar button ツールバーボタンをクリックしま

す。 

 

タイムゾーン詳細は、Time Zone ウインドウに入力できます。

 

 

CATI ステーションを設定する 

コールセンターで使用される CATIワークステーションは、CATI Stations タブから設定する必要があ

ります。 

 

ステーションの URL とポート番号は、スーパーバイザーによる画面参照のためにワークステーショ

ンを識別するために使用されます。インタビュワー画面閲覧設定の際、各 CATIステーションに何を

入力するのかについて、次のセクションをご覧ください。 

特定のタイムゾーンに詳細を追加すると、デフォルトの詳細が変更されることに注意してくだ

さい。デフォルト設定は無視され、タイムゾーンルールだけ考慮されます。 
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CATI ステータスの設定 

CATI ステータスを使用すると、ユーザーが選ぶ作業手順で稼働するよう、CATI システムを設定できます。

CATI システムは、あらかじめ用意された CATI ステータスを使用して、ある回答者に起こる全ての事を記録し

ます。CATI ステータスは、以下の２つの内どちらか一方の形で回答者の電話ログに付け足されます。 

1. システムステータスは、システムによって、適切なタイミングで自動的に追加されます（例として

「Opened」ステータスは、インタビュワーが電話を掛けるために対象の回答者情報を開くたびに、追加

されます）。 

2. インタビュワーは、回答者への自分の働きかけを示すステータスを、電話ログに追加できます。例えば、

応答がない場合、「No Answer」ステータスをこの回答者とのログに追加できます 

システムステータス 

システムステータスの変更や削除はできません。システムステータスは、CATIの作業プロセスの自

動化された部分の管理のために、システムに使用されます。各々のシステムステータスの詳細と、ど

のタイミングで使用されるのかをまとめたのが下の表になります。 

 

OPENED インタビュワーによって回答者の情報がスクリーンに表示され

るたび、「OPENED」ステータスがこの回答者のログに追加さ

れます。 

このステータスにより、ある特定の回答者の情報をどのインタ

ビュワーがいつ開いたのか確認できます。  

CONTACTUPDATED インタビュワーがある回答者の詳細情報について更新する場

合、更新の履歴は「Contact Updated」フラグにより追跡できま

す。 

SKIPPED 時々インタビュワーは「次のコンタクト」ボタンを押して、表

示中の回答者をスキップしようとするかも知れません。 

回答者のスキップは可能ですが、インタビュワーが回答者をス

キップしたという事実は、スキップされた回答者のログに記録

されます。初期設定では、「SKIPPED」された回答者はスキッ

プされてから 1時間はスキップしたインタビュワーのコールリ

ストに現れません（他のインタビュワーのリストには表示され

ます） 

NOTATTEMPTED インタビュワーがある回答者の情報を開いて、すぐ閉じたよう

な場合、閉じられた回答者は「Not Attempted」として記録され

ます。この回答者はコールリストに残ったままになるので、ス

キップとは違う処理になります。例えば、インタビュワーがト

イレ休憩を取りたいときなどに使用するとよいでしょう。 

LINKCLICKED 調査に関する Eメールを回答者が受け取って、文中のリンクを

クリックすると、この回答者のログに「Link Clicked」ステータ

スが記録されます。これにより、この回答者が調査を開始した

かどうかの確認が容易なものになります。 

SURVEYSTARTED 回答者がインターネット上の調査を開始すると（インタビュワ

ーにより送信された Eメールか、別の招待により）、「Survey 

Started」のステータスがこの回答者のログに記録されます。 
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CONTACTLIMITREACHED もうコールするべきでない回答者のログに記録されるステータ

スです。このステータスが記録される場合は以下の二通りにな

ります。 

1. 他のステータスが記録数限界に達した場合。（例えば、

「No Answers」ステータスが 3 回記録された場合等） 

2. その回答者が接触回数限界に達した場合。（ログに記録さ

れたステータスに関わらず、ある回答者がインタビュワー

による接触回数限界に達した場合等） 

これら限界数の設定の方法については、これ以降のセクション

をご参照下さい。 

QUOTAOUT 回答者がある調査を完了したが、この調査に関するクォータを

超過しているような場合、こうした回答者はクォータ除外とし

て記録されます。 

SCREENOUT 回答者が調査を完了したが、完了した調査に適合した回答者で

はなかった場合、条件非該当として記録されます。 

COMPLETE 回答者が問題なくオンラインの調査を完了した場合、

「Complete」として記録されます。 

 

カスタムステータスの種類 

以上のステータス以外のステータスも、ユーザーの CATIでの作業手順に合わせて自由に設定するこ

とができます。これら自由設定のステータスは、以下の種類に分類されます。 

Incomplete 完了できなかったコール関連のステータスは、全てこの種類に

分類されます。（例として「No Answer」等） 

Hard Refusal 回答者が調査参加を望まないことを明らかにした場合、「Hard 

Refusal」に分類されます。例えば、回答者が「私は調査に参加し

たくありません。もう電話してこないで下さい」と話した場合

等です。この種類に分類されるステータスが記録された回答者

は、コールリストから削除されます。 

Soft Refusal 「Soft Refusal」は「Hard Refusal」より断固とした調子ではない拒

否です。例えば、「ちょっと今は気がすすみません」といった

感じです。この種類に分類されるステータスは、回答者へのコ

ールバックを遅らせます。遅れの程度は、個々のステータスに

設定された遅れに準じます。 

Appointment 回答者への電話を後回しにするために、アポイントメントを設

定することが可能です。「Appointment」に分類されるステータ

スは、このアポイントメントを設定することができます。 

Email 「Email」に分類されるステータスによって、インタビュワー

は、回答者へ送信される Eメールテンプレート全種類の選択が

可能になります。 

Supervisor 「Supervisor」に分類されるステータスは、スーパーバイザーの

ヘルプが必要なコールとして記録されます。スーパーバイザー

にとっては、こうしたコールを見つけ出すことが簡単になりま

す。 

Final 「Final」ステータスは、このステータスが記録された回答者情

報の利用を停止させます。このステータスが記録された回答者

はコールリストから除外されます。 
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カスタムステータスの設定 

以下の手順でカスタムステータスを設定します。 

1. My CATI から CATI ステータスタブをクリックします。 
 

 
 

2. 新規ステータス追加をクリックします。 
 

 
 

3. ステータスの詳細を入力後、ステータス保存ボタンを押します。ステータス詳細に入力でき

る説明について、次ページの表にまとめられています。. 
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カスタムステータスを設定する上で最も重要なことは、ステータスの詳細中の各種の設定が何を意味

するのか理解することです。 

Status Type ステータスのタイプは、そのステータスが回答者にどんな

影響を及ぼすのかを定義します。例えば、ステータスのタ

イプが「Final」だった場合、このステータスが記録された

回答者は、コール予定者のグループから除外されます。 

AAPOR Calc. ステータスが正しい計算カテゴリーに分類されていると、アウ

トカムレートが AAPOR 発表の公式に準じて計算されますより詳

しい情報については以下をご覧ください。
http://www.aapor.org/Response_Rates_An_Overview1.htm 

Access Code このコードは、ステータスに対応して、ログ中に表示され

ます。 

Category ユーザーはステータスを自由に分類でき、フィルターとし

て使うことができます。 

Short Name ステータスの略称になります。スペースが足りない場所に

表示する際使用されます。 

Name ステータスの正式名称です。 

Description ステータス閲覧の際表示されます。そのステータスがどの

ような種類のものなのか説明します。 

Button Color コールログ中にステータスが表示される際、識別のために

各ステータスには固有の色を指定できます。例えば、全て

の Final ステータスは、これ以降このステータスが記録さ

れた回答者へのコール停止を示すために、赤で表示するよ

う指定すると良いかもしれません。 

Callback Delay この欄へ任意の正の数を入力することにより、その数の分

間だけ、このステータスが記録された回答者を、回答者リ

ストから除外することができます。例えば、回答者へコー

ルしたが応答が無かった場合に、60 分間の除外をこの回

答者に設定するといったものです。次にこの回答者がコー

ル先として表示されるのは、「No answer」のステータス

が記録されてから少なくとも 60 分が経過した後になりま

す。 

Max Attempts ０以外の数がこの欄に入力されると、その数は、このステ

ータスが同一回答者に記録できる最大の回数になります。

あるステータスがこの数字の回数だけ特定の回答者に記録

されると、直ちに「CONTACTLIMITREACHED」のステ

ータスが記録されます（このステータスが記録された回答

者は永久的に回答者リストから除外されます）。「No 

Answer」のこの値を 3 に設定したような場合を例にとりま

す。このことは、もしある回答者が 3 回コールされたが全

て無応答だったような時、3 度目の「No Answer」の記録

後すぐに、この回答者のステータスが

「CONTACTLIMITREACHED」へ変更されることを意味

しています。 

Sort Order ステータスをリストで一覧した際、このステータスが他の

ステータスとの関係上、どの順番で表示されるかに影響を

与える数値です。任意に入力できます。 

 

http://www.aapor.org/Response_Rates_An_Overview1.htm
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インタビュワースクリーンの設定 

SV は、個々のｲﾝﾀﾋﾞｭﾜｰの実績について把握できていなければなりません。そこでカギとなるのは、ｲ

ﾝﾀﾋﾞｭﾜｰのｽｸﾘｰﾝをﾓﾆﾀｰする機能です。この機能は以下の様に運用されることが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

スクリーン共有は、ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ（WS）のスクリーンを見ることと関係があります。ｲﾝﾀﾋﾞｭﾜｰのスクリ

ーンを見るためには、SV は、このｲﾝﾀﾋﾞｭﾜｰがどの WS を使っているのか知っている必要があります。

これが、ｲﾝﾀﾋﾞｭﾜｰが CATI による作業を開始する際、いつもどの WS を選ぶのか尋ねられる理由です。

 

このことは WS の設定の必要があることを意味します。次のセクションはその詳細につい説明してい

ます。 

ワークステーションへのスクリーンビューワーのインストール 

スクリーンビューを使用するには、個々の WS の設定が必要です。本ソフトウェアは、UltraVNC スク

リーン共有ツールをサポートしています。無料で、お客様がお望みの台数の WS にインストールでき

ます。 

 

ワークステーションの設定は以下の通りです。 

1. VNC インストーラーを起動します。インストーラーは 2 種類ありますので、お使いのワーク

ステーションに適合したインストーラーかどうかご注意下さい。  

 

64 ビット Windows 用インストーラー 

http://www.websurveycreator.com/resources/UltraVNC_1_1_9_X64_Setup.exe 

 

UltraVNC はフリーウェアですが、スクリーン共有に必要な全てを提供できます。Windows PC にのみイン

ストール可能なことにご注意下さい。 

Supervisor 1 

Interviewer 1 Interviewer 2 Interviewer 3 Interviewer 4 

Supervisor 2 

= Can Share Screen 

http://www.websurveycreator.com/resources/UltraVNC_1_1_9_X64_Setup.exe
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32 ビット Windows 用インストーラー 

http://www.websurveycreator.com/resources/UltraVNC_1_1_9_X86_Setup.exe 

 

2. ｲﾝｽﾄｰﾗｰのあるﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを入力し、次へをクリックします。 

 

 
 

3. ｲﾝｽﾄｰﾙするｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄとして「UltraVNC Server Silent」を選んで、次へを押します。 

 

 

http://www.websurveycreator.com/resources/UltraVNC_1_1_9_X86_Setup.exe
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4. ｼｮｰﾄｶｯﾄを作成します。大抵の場合、ﾃﾞﾌｫﾙﾄのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘで問題ありません。ｼｮｰﾄｶｯﾄは後で削除

もできます。次へを押して先へ進みます。 

 

 
 

5. UltraVNC は単一のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとしても、ｻｰﾋﾞｽ（ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで稼働）としても使用できます。ｼ

ｽﾃﾑｻｰﾋﾞｽの欄をチェックしてｲﾝｽﾄｰﾙすると、マシンの起動の際には必ず動いていることにな

ります。次へを押して先に進みます。 

 

 
 

6. インストールをクリックします。 
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7. スタートメニューから“UltraVNC settings”を起動します。 

8. 以下の設定を入力します。 

a. Network タブ 

i. Enable incoming port をチェック。 

ii. Enable Java port をチェック。 

iii. 初期ポートで問題なく動作するはずですが、必要なら RFB ポートと Httpポ

ートの調整を行ってください。お使いのﾌｧｲｱｳｫｰﾙが、この二つのポートを介

した通信を遮断していないかご確認下さい。 

b. Input/File Transfer タブ 

i. Disabled Viewer inputs をチェック。 

c. Misc/logging タブ  

i. Disable Tray icon をチェック。 

9. タスクバーの UltraVNC の icon を右クリックして、アドミンプロパティを選択。 

10. 以下の設定を入力します。 

a. Incoming Connections 

i. Accept Socket Connections をチェック。 

ii. Enable JavaViewer (Http Connect)をチェック。 

iii. Allow Loopback Connections のチェックを外す。 

b. Authentication 

i. VNC ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞと View-Only ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力。ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝのｽｸﾘｰﾝが共有される度

に、この２つのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを要求されることに注意して下さい。ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰだ

けが、あなたのﾊﾟｽﾜｰﾄﾞについて知っているべきでしょう。  

c. File Transfer 

i. Enabled のチェックを外す。 

ii. User impersonation のチェックを外す。 

d. Keyboard & Mouse 

i. Disable Viewers inputs をチェック。 

e. Misc. 

i. Disable TrayIcon をチェック。 

ii. Forbid the user to close down WinVNC をチェック。 

11. OK をクリック。 

次のステップはワークステーションの IPアドレスを確認することです。 

1. スタートメニューから「ファイル名を指定して実行」を選択。 

 

2. 検索窓に「CMD」と入力して OK を押す。 

 

 
 

コマンドプロンプトが開きます。 
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3. 「ipconfig」と入力して ENTER を押します。 

 

 
 

4. 結果が表示されます。IPv4 のところに表示されるアドレスを書き留めて下さい。これがあな

たの IPアドレスになります。下図の例では 192.168.0.139 となります。 
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CATIワークステーションへの接続をテスト 

1. 設定が終わった CATI ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝと同じﾈｯﾄﾜｰｸ内のﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝにﾛｸﾞｵﾝし、ｳｪﾌﾞﾌﾞﾗｳｻﾞｰを起動。 

2. ｱﾄﾞﾚｽﾊﾞｰに、前ページで調べた CATI ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝの IP ｱﾄﾞﾚｽとﾎﾟｰﾄ番号を入力。前ページの例

では、192.168.0.139:5800 を入力することになります。ENTER を押します。 

3. JAVA がインストールされていなければ、インストールを求められることがあります。この

場合、ブラウザの指示に従って下さい。 

4. ページが表示されると、パスワードの入力を求められます。ステップ 10b(i)で入力した View-

Only パスワードを入力します。 

ワークステーションにスクリーン共有を設定する 

前記の例では IP アドレス 192.168.0.139 ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝが設定され、またこのﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝにｲﾝｽﾄｰﾙされたｽｸﾘ

ｰﾝ共有ｿﾌﾄｳｪｱの初期設定ポート番号は 5800でした。この PC を、ｽｸﾘｰﾝ共有可能な WSC 上のﾜｰｸｽﾃｰｼｮ

ﾝとして使うには、以下の設定が必要になります。 

1. WSC にアクセスして My CATI,から CATI Stations tab を選択。 
 

 
 

2. ツールバー上の Add New Station をクリック。 

 
 

3. ワークステーション詳細の記入。IP アドレスとポート番号を入力。 
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WSC からワークステーションを見る 

スーパーバイザーは以下の手順でいつでもワークステーションをモニターできます。 

1. WSC にアクセスして My CATI,から CATI Stations tab を選択。 
 

 
 
 

2. 現在特定のワークステーションを使用中のインタビュワーの様子を見るために、CATI 

Stations のリスト中の「Active」リンクをクリックします。 
 

 
 

3. JAVA がインストールされていなければ、インストールを求められることがあります。この

場合、ブラウザの指示に従って下さい。 

 

4. ページが表示されると、パスワードの入力を求められます。ステップ 10b(i)で入力した View-

Only パスワードを入力します。 

 

5. ワークステーションスクリーンが表示されます。  
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CATI インタビュアーモジュール 

CATI で電話をかけるインタビュアーは、メインの Web Survey Creator アプリケーション外のモジュー

ルを使用します。ログインすることで、インタビュアーとしてのジョブ実行のみに制限します。また、

ジョブ実行に必要な機能だけが含まれるインターフェースが表示されるので、トレーニングを簡素化

できます。 

The CATI モジュールは、Web Survey Creator サイトの「CATIサブドメイン」で利用可能です。例えば、

メインの Web Survey Creator サイトおよび関連するサブドメインのウェブサイトは、以下の通りです。 

Main WSC Site http://www.mywscsite.com 

CATI Site http://cati.mywscsite.com 
 

インタビュアーモジュールの主な特徴 

インタビュアーのワークフロー例を見る前に、サイトで利用可能な主要機能を理解するのは、有効で

す。 

シンプルなサイトへのログイン 

インタビュアーが CATI サイトに行くと、ログイン入力が求められます。通常、CATIサイトのみへ

のアクセスが許可され、メインサイトへのアクセスはできないよう設定されます。 

 

http://www.mywscsite.com/
http://cati.mywscsite.com/
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素早いジョブアクセス 

インタビュワーがログインすると、そのインタビュワーがアクセスできる CATIジョブが、Jobs タブ

から見ることができます。以下は Jobs タブでカギとなる機能です。 

 検索窓からジョブの検索が可能。 

 どの列をキーにしても、ジョブのソーティングが可能。 

 表示するジョブの最大数の設定が可能。 

 

素早い回答者アクセス 

現在 CATIジョブに回答中の全回答者の情報に、People タブからアクセスできます。People タブの検

索機能は、求める人物の情報を素早く簡単に探し出せるようにデザインされています。これは、あな

たがよく知らない回答者が電話をかけて来たような時に、取り分け便利な機能です。 

 

ワークステーションの追跡 

インタビュアーは仕事開始時に、ワークステーションを選びます。これは管理者が誰がどこで作業し

ているか追跡可能できるようになります。インタビュアーがワークステーションにログインすると、

画面は管理者が必要なときに参照できるようになります。 
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CATI Home 

メインの CATI画面インターフェースは以下に示されています。主なインターフェースの要素は、 

1. 現在のCATIセッションのための統計  

2. End Session ボタンへの素早いアクセス、Next Contact ボタンで瞬時にコール開始する機能  

3. タブ選択バーからのコンタクト先リストおよびクオータへのアクセス  

4. 今後のアポイントリスト  

5. 現在のセッションで行われた全てのリスト 

管理者は<No Workstation…>.を選べます。これで管理者は、実際のワークステーションを選ば

なくても、CATIインタビュアーアプリケーションを利用できます。（事前に設定されたワーク

ステーション以外からアプリケーションを実行する場合がある） 
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高度なフィルタリング機能 

適切なレベルのアクセス権限を与えられたインタビュアーには、電話回答者は、フィルタリングシス

テムで選別されます。 

 

フィルタリングは、以下の組み合わせに基づいて行われます。 

- 回答者タグ  

- クオータ  

- タイムゾーン 

 

選択したフィルターはメインの CATIウインドウに表示されます。 

 

 

初期設定では、フィルターの変更はシニア CATI インタビュワー以上のユーザーに許可されています。ア

ドミニストレーターは、基本フィルターを特定のインタビュワーやジョブ向けにロックインすることが可

能です。このことにより、インタビュワーが特定のタイプの回答者に集中してコールするようにすること

ができます。基本フィルターのカギのアイコンは、インタビュワーには削除できないことを示していま

す。 
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今後のコンタクト先の参照 

上級 CATIインタビュアー以上は今後のコンタクト先リストを参照できます。Next Contact をクリッ

クし、システムが選び出す人物ではなく、リストの特定の人物に電話をかけることが可能です。 

 

クオータ統計 

現時点での全クオータはクオータタブから参照できます。これにより、どのクオータが他に比べて早

く満たされているか、より簡単に参照でき、どのフィルターを使用するか決定する際に使用されます。

（より空きがあるクオータに注力できます） 

 

回答者の「クイックビュー」 

インタビュー実施中のいつでも、回答者の詳細情報を Call Details バーから参照できます。 
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強力な調査システム 

CATIモジュール内の調査システムは、WSC の web 調査に使用されているシステムと同一のもので、

インタビューの効率的な進行を助ける機能がいくつか用意されています。 

1. 全ての選択質問にホットキーが割り付けてあり、キーパッドの数字キーを押すだけで回答で

きます。 

2. web 回答者からは見えない、CATI 上でのみ使用可能な、スクリプトテキストを表示できます。 

3. 現在の質問と、質問に関連するホットキーが画面下表示されます。 

 

インタビューの進行は全てキーボードからできるようになっており、矢印キーを使った質問間・ペー

ジ間の移動、タブキーによる質問の移動が可能です。 
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混合モードのワークフロー 

WSC で混合モードプロセスを実行する方法を理解するのに、最も簡単なのは、一般的なワークフロ

ー例を参照することです。 

1. WSC の CATIサイトを開きます。 
 

2. ログインします。 
 

 
 

3. アクセス可能な CATIジョブが表示されます。特定のジョブについて CATIプロセスを開始す

るには、リスト中のジョブをクリックします。 
 

 
 

4. コールを発信するワークステーションを選択し、Start Sesssion を押します。 
 

 
 

5. セッションはインタビュワーが１つのジョブに費やす時間の１単位です。セッションを開始

すると、CATI ホームページが表示されます。以下に詳述するワークフローの内の１つが、こ

の時点より開始されたことになります。 
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基本的な CATI ワークフロー 

最もシンプルな CATIのワークフローは、すべての CATI製品が扱う以下のような、標準ワークフロ

ーです。 

 

このプロセスは、簡単な方法で WSC により処理されます。プロセスの主要な手順は、以下の通りで

す。 

1. インタビュアーは、CATIプロセスを Next Contact button.ボタンをクリックして開始します。 
 

 

セッションを開始すると、ユーザーは「就業中」状態に置かれます。セッションから抜けるに

は２つの方法があります。１つは、CATIモジュールからのログアウト（ログイン画面に戻りま

す）、もう１つはセッションの終了です。セッションを終了すると、画面はジョブ一覧に戻り

ます。 
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2. コンタクト先の、電話番号などの詳細は画面上に表示されます。この時点で、システム設定

に基づいて、以下の方法で、電話がかけられます。 

a. マニュアルで電話をかけます 

b. スカイプとインテグレートされている場合、番号をクリックするとコール開始され

ます 

c. 自動ダイアルが使用される場合、ステップ 3 のように Begin Call ボタンをクリックす

ると、ダイアルプロセスが開始されます。 

 

3. Begin Call ボタンをクリックして、コールを開始します。 
 

 
 

4. 回答者に対し、電話接続後ただちに読まれる紹介文は以下の通りです。 
 

 
 

5. この時点で、2 つのうちどちらかが起きます 
 

 
 

6. 次のステップはステップ 5の選択に基づきます。 
 

a. Close Contact が選択された場合、インタビュアーは事前に定義された電話終了理由の

リストから選択できます。 
 

 
 

b. Start Survey が選択された場合、調査が開始され、回答者によって完了されま

す。 
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アポイントを作成する 

標準 One variation of the standard CATI プロセスのバリエーションの 1つは、電話した人に、後で電話

する必要がある場合です。これはコールバックの詳細を含むアポイントを作ることで達成されます。

CATIワークフローは以下のようなものです。 

 

アポイントの設定は以下のステップで行えます。 

1. 回答者が電話不可の場合、Close Contact button ボタンをクリックします。 
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2. 回答者が後で回答可能な場合、アポイントのための終了ステータスタイプを設定します。 
 

 
 

3. 日時、コールバック時のインタビュアーなどのアポイント詳細が設定されます。 
 

 
 

4. 電話が終了すると、アポイントリストに内容が表示されます。 
 

 



 

174   Research Panel Integration 

 

時々、アポイントメントの時間がやってきた時点で、コールしなければならない回答者が、既に規定

数を満たしているクオータに分類されていることがあります。こうした回答者をどう処理するかは、

ケースにより異なるでしょう。以上のような場合にも WSC は通常の処理を行いますが、該当の回答

者が規定数を満たしたクオータに分類されていることは明示します。これにより、既に規定数を満た

したクオータに分類される回答者のアポイントメントの把握・処理が簡単になります。 

 

コールから可能な限り最高の結果を提供するために、アポイントは、システムにより自動的に管

理されます。アポイントシステムの主要な 面は以下の通りです。 

1. 今後のアポイントが、以下の詳細とともに、メインの CATI画面に表示されます。 
 

a. アポイント日時 

 
b. アポイント対象者およびタイムゾーン（インタビュアーのタイムゾーンと異なる

場合） 

 
c. アポイントまでの時間 

 
 

2. アポイントが厳密でない場合（例えば、午前 10時前後）、インタビュアーには前後 10分

内に通知されます。 

 

3. アポイントが厳密な場合（例えば午前 10時きっかり）、インタビュアーにコール時間の 5

分前に通知されます。 
 

4. 特定のインタビュワーが行うことになっているコールのアポイントは、アポイント予定時

刻 30 分前から、そのインタビュワー向けにハイライトで表示されます。 
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E メール経由で調査リンクを送信する 

回答者に電話で話す時間がない場合、調査をオンラインで完了するオプションが提示されます。以下

のワークフローを考慮しましょう。 

 

ワークフローの主要な面は、電話による CATIプロセスではなく、Eメール経由で調査を送信すると

いうことです。 

このプロセスの手順は以下の通りです。 

1. 調査のイントロダクションを読み終えた時点で、インタビュアーが回答者に（電話での）調

査を希望しないと告げられます。 

2. インタビュアーは CATIプロセスを終了します。 
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3. コール終了理由で「Eメール」を選択します。 

 
 

4. 送信する Eメールのテンプレートを選択します。（管理者が事前に準備したテンプレート） 

 

 
 

5. 招待メールは自動的に送信され、回答者に送信されたリンクは、セッションログに表示され

ます。 
 

 
 

6. インタビュアーは次のコンタクト先に移ります。 

 

Eメールステータスは、コールリストに再び表れるまでの「遅延」が設定される点で、他のス

テータスに似ています。例えば、2 日間コールバックしないようすることができます。2 日後

に、回答者が調査完了していない場合、コールリストに再び表示されます。 

インタビュアーが読むイントロダクション内容は「最近 Eメールを受け取られましたが、」等

に変更することは可能です。これは、Eメール対象者のみに特定の文面を含めることにより達

成されます。 
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CATI による「次のコンタクト」の見つけ方 

CATIシステムの最も重要な特徴の 1 つは、CATIによるコール対象者の管理です。インタビュワーに

とって、CATI を使ったインタビュープロセスはとても簡単で、「次のコンタクト」ボタンを押せば、

最適のコール対象者が表示されます。しかしこのことは、ユーザーにある疑問を抱かせます。 

コールするのに最適な人物とは一体だれのことなのか？ 

次にコールする対象者を決めるプロセスには２つの段階があります。 

1. 「有効な」回答者の集団を決定する必要があります。システムに登録された全ての回答者がこの集団に

含まれるべきではありません。 

2. この「有効な」回答者の集団から、ある一定のルールにより抽出された回答者が必要になります。これ

により、次のコール・インタビューに最適な人物が選び出されます。  

「有効な」回答者の集団を決定する 

 

全回答者の集団 

CATIジョブで処理可能な全回答者の集団は、これまで CATIジョブに追加された全ての回答者の総

和になります。  

調査回答を完了した人 

web 上の調査であれ、CATI インタビュワーによる電話を使用した調査であれ、調査への回答を完了

している回答者はここに分類されます。 

オンラインでの調査を完了しようとしている人 

回答者が web 上の調査に回答しようとしてリンクをクリックすると、「Link Clicked」の CATIステー

タスがその回答者に記録されます。このステータスは、デフォルトで１日のコール遅れが設定されま

す。つまり、回答者は調査へのリンクをクリックした後、１日間はコール予定者の集団から除外され

るということです。これにより、回答者は調査を回答者自身で完了する時間を与えられます。（イン

タビュワーからのコールによって邪魔されることもなくなります） 

既に規定数を満たしたクオータに分類される人 

男性の回答者はもう十分ですか？クオータが規定数を満たしているので、これ以降のコール対象者か

ら男性は除外されます。事前にコール対象者が男性であることを知るに十分な、回答者に関するデー

タをインポートしていることが前提となります。 

有効な回答者の集団＝     全回答者の集団 

         －調査回答を完了した人 

         －オンラインでの調査を完了しようとしている人 

    －既に規定数を満たしたクオータに分類される人 

    －閉鎖された人（死亡、番号違い等） 

    －最近コールされた人 

    －何度もコールされている人 

    －アポイントメントが設定されている人  

    －タイムゾーンルールを満たせない人（例：時間外） 

インタビュワーによる回答者タグ・クオータ・タイムゾーンに基づいたフィルタリングは、回答者集団を更に絞り込む

ことなります。  
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閉鎖された人 

回答者によっては重大な「final」ステータスが記録されることがあります。例えば、回答者が死亡し

ていた、言語の問題、電話番号問題等（番号間違い、商用のファックス番号だった等）がこれに含ま

れます。「final」ステータスが記録された回答者は、これ以降のコール予定者から除外されます。 

最近コールされた人 

コールしたけれども有効回答を得られない、そんな事例には様々な理由が考えられます。例えば、留

守番電話が応答したとか、誰も電話を取らなかったなど。こうした「non-final」な接触できない回答

者に関連したステータスには、再コールまでの遅れが設定されます。コールしたけれども応答がなか

った回答者は、コール予定者の集団から１時間除外されます。 

何度もコールされている人 

回答者への過剰コールを回避するために、おおまかに以下の３つの仕組み用意されています。 

Too many calls overall 

１人の回答者への全般的な接触回数制限です。（例：１人の回答者への

接触は 10回まで）接触回数限界に達した回答者へは、これ以降コール

されるべきではありません。 

Too many calls overall 
for a particular status 

何度も同じコール結果（例：No Answer）が出るので、それ以降のコー

ルを停止する場合がこれに当たります。例えば、無応答が５回記録され

たような回答者のステータスは、Final ステータスの Contact Limit 

Reached に変更されるというルールを設定するといった感じです。こう

した回答者は、これ以降、再コール予定者から除外されます。 

Too many calls within 
a period of time 

この種の制限の例としては、１人の回答者へは、ある期間に最大２回ま

で接触できるというルールを設定するような場合です。ある単位期間中

に、接触回数に達した回答者には、次の期間が始まるまでコールできま

せん。例えば、１日を１単位期間として、その間の回答者あたりの最大

接触回数を２回としていたとします。月曜日にある回答者へ２回コール

してしまえば、火曜日になるまで、この回答者へはコールできません。 

 

アポイントメントが設定されている人 

回答者にアポイントメントが設定されている場合、その回答者はアポイントメント終了まで、全体の

コール予定者の集団から除外されます。アポイントメント終了後、再びコール予定者の集団に戻され

た時、この回答者はコールすべき人物リストの一番上に出現します。この回答者は、インタビュワー

が「次のコンタクト」を押した時、コール予定者集団の他の誰より先に、コールすべき人物として表

示されることになります。 

アポイントメントについて考慮すべき全般的ルールとして、大きく以下の２つがあります。 

1. そのアポイントメントが正確な時間から開始なのか、それとも「大体○時ぐらい」に開始な

のか（言い換えると、その回答者はコールを受ける時間帯について寛容であるということ） 

2. 特定のインタビュワーが再コールする必要があるのか、それともそのジョブに携わる他のイ

ンタビュワーが再コールしても構わないのか。 

アポイントメントについて用いられる基本的なルールとして、以下が挙げられます。 

 「大体○時くらい」から開始のアポイントメントがある回答者は、アポイントメントの時間

15 分前からコール可能な集団に分類されます。 

 正確な時間から開始のアポイントメントがある回答者は、アポイントメント開始 5 分前から

コール可能な集団に分類されます。 
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 特定のインタビュワーに割り当てられたアポイントメントは、そのインタビュワーが最初に

アポイントメントを遂行するよう設定されますが、一定時間経過後は全インタビュワーがコ

ール可能になります。あるアポイントメントが特定のインタビュワーに割り当てられた場合、 

o 「大体○時ぐらい」開始アポイントメントの回答者には、アポイントメントの時間

15 分後から全てのインタビュワーがコール可能になります。 

o 「正確な時間」開始アポイントメントの回答者には、アポイントメントの時間 5分後

から全インタビュワーがコール可能になります。 

以上のルールをまとめた表です。  

 正確な時間に開始 「大体○時ぐらい」に開始 

特定のインタビュワー アポイントメントの 5分前から

指定インタビュワーがコール可

能となる。 

指定インタビュワーがコールに

よって回答者と接触できなかっ

た場合、アポイントメントの 5

分後から全てのインタビュワー

がこの回答者にコール可能とな

る。 

 

アポイントメントの 15分前か

ら指定インタビュワーがコール

可能となる。 

指定インタビュワーがコールに

よって回答者と接触できなかっ

た場合、アポイントメントの 15

分後から全てのインタビュワー

がこの回答者にコール可能とな

る。 

 

全インタビュワー アポイントメントの 5分前から

全てのインタビュワーがコール

可能となります。 

 

アポイントメントの 15分前か

ら全てのインタビュワーがコー

ル可能となります。 

 

 

タイムゾーン外の回答者の制限 

タイムゾーンルールは、そのタイムゾーン内の回答者へコールする時間として適切なのはどういった

時間かを示しています。普通はごくシンプルな形で表現され、午前 9 時から午後 5 時までの間しかコ

ールは出来ないことを示すといった感じです。 

「有効な」回答者の順番づけ 

こうして有効な回答者の集団を決定した後、必要となってくるのは、回答者がインタビュワーのワー

クステーションに次のコンタクトとして出現する順番の決定です。この順番は、各々のクオータの回

答数の集まり状況と、クオータによって呼び出し頻度にかたよりが出ないようにすること（回答数の

少ないクオータばかりでなく）を考慮に入れて決定されます。 
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混合モード付録：タイムゾーンコード 

インポートデータに適切なタイムゾーンを設定する際、有効なタイムゾーンコードを使用する必要が

あります。以下は利用可能なタイムゾーンコードです。 

国 地域 コード 

Afghanistan Afghanistan AF 

Åland Islands Åland Islands AX 

Albania Albania AL 

Algeria Algeria DZ 

American Samoa American Samoa AS 

Andorra Andorra AD 

Angola Angola AO 

Anguilla Anguilla AI 

Antigua and Barbuda Antigua and Barbuda AG 

Argentina Buenos Aires AR-BA 

Argentina Catamarca AR-CT 

Argentina Chaco AR-CC 

Argentina Chubut AR-CH 

Argentina Ciudad de Buenos Aires AR-DF 

Argentina Córdoba AR-CB 

Argentina Corrientes AR-CN 

Argentina Entre Rios AR-ER 

Argentina Formosa AR-FM 

Argentina Jujuy AR-JY 

Argentina La Pampa AR-LP 

Argentina La Rioja AR-LR 

Argentina Mendoza AR-MZ 

Argentina Misiones AR-MN 

Argentina Neuquén AR-NQ 

Argentina Rio Negro AR-RN 

Argentina Salta AR-SA 

Argentina San Juan AR-SJ 

Argentina San Luis AR-SL 

Argentina Santa Cruz AR-SC 

Argentina Santa Fe AR-SF 

Argentina Santiago del Estero AR-SE 

Argentina Tierra del Fuego AR-TF 

Argentina Tucumán AR-TM 

Armenia Armenia AM 

Aruba Aruba AW 

Australia Australian Capital Territory AU-ACT 

Australia Broken Hill AU3 

Australia Lord Howe Island AU1 
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国 地域 コード 

Australia New South Wales AU-NSW 

Australia Northern Territory AU-NT 

Australia Queensland AU-QLD 

Australia South Australia AU-SA 

Australia Tasmania AU-TAS 

Australia Victoria AU-VIC 

Australia Western Australia AU-WA 

Australia Western Australia (Exception) AU-WA1 

Austria Austria AT 

Azerbaijan Azerbaijan AZ 

Bahamas Bahamas BS 

Bahrain Bahrain BH 

Bangladesh Bangladesh BD 

Barbados Barbados BB 

Belarus Belarus BY 

Belgium Belgium BE 

Belize Belize BZ 

Benin Benin BJ 

Bermuda Bermuda BM 

Bhutan Bhutan BT 

Bolivia Bolivia BO 

Bonaire, Sint Eustatius and Saba Bonaire, Sint Eustatius and Saba BQ 

Bosnia and Herzegovina Bosnia and Herzegovina BA 

Botswana Botswana BW 

Brazil Acre BR-AC 

Brazil Alagoas BR-AL 

Brazil Amapa BR-AP 

Brazil Amazonas BR-AM 

Brazil Bahia BR-BA 

Brazil Ceara BR-CE 

Brazil Distrito Federal BR-DF 

Brazil Espirto Santo BR-ES 

Brazil Fernando de Noronha BR-FN 

Brazil Goias BR-GO 

Brazil Maranhao BR-MA 

Brazil Mato Grosso BR-MT 

Brazil Mato Grosso (Araguaia region) BR-MT1 

Brazil Mato Grosso do Sul BR-MS 

Brazil Minas Gerais BR-MG 

Brazil Para (eastern) BR-PA1 

Brazil Para (western) BR-PA2 

Brazil Paraiba BR-PB 

Brazil Parana BR-PR 
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国 地域 コード 

Brazil Pernambuco BR-PE 

Brazil Piaui BR-PI 

Brazil Rio de Janeiro BR-RJ 

Brazil Rio Grande do Norte BR-RN 

Brazil Rio Grande do Sul BR-RS 

Brazil Rondonia BR-RO 

Brazil Roraima BR-RR 

Brazil Santa Catarina BR-SC 

Brazil Sao Paulo BR-SP 

Brazil Sergipe BR-SE 

Brazil Tocantins BR-TO 

Brunei Darussalam Brunei Darussalam BN 

Bulgaria Bulgaria BG 

Burkina Faso Burkina Faso BF 

Burundi Burundi BI 

Cambodia Cambodia KH 

Cameroon Cameroon CM 

Canada Alberta CA-AB 

Canada British Columbia CA-BC 

Canada British Columbia (exception 1) CA-BC1 

Canada British Columbia (exception 2) CA-BC2 

Canada Labrador CA2 

Canada Labrador (exception) CA2A 

Canada Manitoba CA-MB 

Canada New Brunswick CA-NB 

Canada Newfoundland CA-NF 

Canada Northwest Territories CA-NT 

Canada Nova Scotia CA-NS 

Canada Nunavut - Southampton Island CA-NT2A 

Canada Nunavut (Central) CA-NT2B 

Canada Nunavut (Eastern) CA-NT2 

Canada Nunavut (Mountain) CA-NT2C 

Canada Ontario CA-ON 

Canada Ontario (western) CA-ON1 

Canada Prince Edward Island CA-PE 

Canada Quebec CA-QC 

Canada Quebec (far east) CA-QC1 

Canada Saskatchewan CA-SK 

Canada Saskatchewan (exceptions - east) CA-SK2 

Canada Saskatchewan (exceptions - west) CA-SK1 

Canada Yukon CA-YT 

Cape Verde Cape Verde CV 

Cayman Islands Cayman Islands KY 
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国 地域 コード 

Central African Republic Central African Republic CF 

Chad Chad TD 

Chile Chile CL 

Chile - Easter Island Chile - Easter Island CL2 

China China CN 

Christmas Island (Indian Ocean) Christmas Island (Indian Ocean) CX 

Cocos (Keeling) Islands Cocos (Keeling) Islands CC 

Colombia Colombia CO 

Comoros Comoros KM 

Congo Congo CG 

Congo, Democratic Republic of (Eastern) CD2 

Congo, Democratic Republic of (Western) CD 

Cook Islands Cook Islands CK 

Costa Rica Costa Rica CR 

Cote D'Ivoire Cote D'Ivoire CI 

Croatia Croatia HR 

Cuba Cuba CU 

Curaçao Curaçao CW 

Cyprus Cyprus CY 

Czech Republic Czech Republic CZ 

Denmark Denmark DK 

Djibouti Djibouti DJ 

Dominica Dominica DM 

Dominican Republic Dominican Republic DO 

Ecuador Ecuador EC 

Ecuador - Galapagos Islands Ecuador - Galapagos Islands EC2 

Egypt Egypt EG 

El Salvador El Salvador SV 

Equatorial Guinea Equatorial Guinea GQ 

Eritrea Eritrea ER 

Estonia Estonia EE 

Ethiopia Ethiopia ET 

Falkland Islands (Malvinas) Falkland Islands (Malvinas) FK 

Faroe Islands Faroe Islands FO 

Fiji Fiji FJ 

Finland Finland FI 

France France FR 

French Guiana French Guiana GF 

French Polynesia Austral Islands PF2A 

French Polynesia Gambier Islands PF3 

French Polynesia Marquesas Islands PF1 

French Polynesia Society Islands (including Tahiti) PF 

French Polynesia Tuamotu Archipelago PF2B 
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国 地域 コード 

Gabon Gabon GA 

Gambia Gambia GM 

Georgia Georgia GE 

Germany Germany DE 

Ghana Ghana GH 

Gibraltar Gibraltar GI 

Greece Greece GR 

Greenland Danmarkshavn GL4 

Greenland Greenland GL 

Greenland Ittoqqortoormiit GL3 

Greenland Pituffik GL2 

Grenada Grenada GD 

Guadeloupe Guadeloupe GP 

Guam Guam GU 

Guatemala Guatemala GT 

Guernsey Guernsey GG 

Guinea Guinea GN 

Guinea-Bissau Guinea-Bissau GW 

Guyana Guyana GY 

Haiti Haiti HT 

Holy See Holy See VA 

Honduras Honduras HN 

Hong Kong Hong Kong HK 

Hungary Hungary HU 

Iceland Iceland IS 

India India IN 

Indonesia (Central) ID2 

Indonesia (Eastern) ID3 

Indonesia (Western) ID 

Iran,  Islamic Republic of Iran,  Islamic Republic of IR 

Iraq Iraq IQ 

Ireland Ireland IE 

Isle of Man Isle of Man IM 

Israel Israel IL 

Italy Italy IT 

Jamaica Jamaica JM 

Japan Japan JP 

Jersey Jersey JE 

Johnston Atoll (U.S.) Johnston Atoll (U.S.) UM1 

Jordan Jordan JO 

Kazakhstan (Eastern) KZ 

Kazakhstan (Western) KZ1 

Kenya Kenya KE 
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国 地域 コード 

Kiribati Gilbert Islands KI 

Kiribati Line Islands KI2 

Kiribati Phoenix Islands KI3 

Korea, Democratic People's Republic 
of 

Korea, Democratic People's Republic 
of 

KP 

Korea, Republic of Korea, Republic of KR 

Kuwait Kuwait KW 

Kyrgyzstan Kyrgyzstan KG 

Lao People's Democratic Republic Lao People's Democratic Republic LA 

Latvia Latvia LV 

Lebanon Lebanon LB 

Lesotho Lesotho LS 

Liberia Liberia LR 

Libya Libya LY 

Liechtenstein Liechtenstein LI 

Lithuania Lithuania LT 

Luxembourg Luxembourg LU 

Macao Macao MO 

Macedonia, The Former Yugoslav 
Republic Of 

Macedonia, The Former Yugoslav 
Republic Of 

MK 

Madagascar Madagascar MG 

Malawi Malawi MW 

Malaysia Malaysia MY 

Maldives Maldives MV 

Mali Mali ML 

Malta Malta MT 

Marshall Islands Marshall Islands MH 

Martinique Martinique MQ 

Mauritania Mauritania MR 

Mauritius Mauritius MU 

Mayotte Mayotte YT 

Mexico Aguascalientes MX-AGU 

Mexico Baja California MX-BCN 

Mexico Baja California (Border Region) MX-BCN1 

Mexico Baja California Sur MX-BCS 

Mexico Campeche MX-CAM 

Mexico Chiapas MX-CHP 

Mexico Chihuahua MX-CHH 

Mexico Chihuahua (Border Region) MX-CHH1 

Mexico Coahuila MX-COA 

Mexico Coahuila (Border Region) MX-COA1 

Mexico Colima MX-COL 

Mexico Distrito Federal MX-DIF 
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国 地域 コード 

Mexico Durango MX-DUR 

Mexico Guanajuato MX-GUA 

Mexico Guerrero MX-GRO 

Mexico Hidalgo MX-HID 

Mexico Jalisco MX-JAL 

Mexico Mexico State MX-MEX 

Mexico Michoacán MX-MIC 

Mexico Morelos MX-MOR 

Mexico Nayarit MX-NAY 

Mexico Nayarit (Exception) MX-NAY1 

Mexico Nuevo León MX-NLE 

Mexico Nuevo León (Border Region) MX-NLE1 

Mexico Oaxaca MX-OAX 

Mexico Puebla MX-PUE 

Mexico Querétaro MX-QUE 

Mexico Quintana Roo MX-ROO 

Mexico San Luis Potosí MX-SLP 

Mexico Sinaloa MX-SIN 

Mexico Sonora MX-SON 

Mexico Tabasco MX-TAB 

Mexico Tamaulipas MX-TAM 

Mexico Tamaulipas (Border Region) MX-TAM1 

Mexico Tlaxcala MX-TLA 

Mexico Veracruz MX-VER 

Mexico Yucatan MX-YUC 

Mexico Zacatecas MX-ZAC 

Micronesia, Federated States Of Kosrae, Pohnpei FM 

Micronesia, Federated States Of Yap, Chuuk FM1 

Midway Islands (U.S.) Midway Islands (U.S.) UM2 

Moldova, Republic of Moldova, Republic of MD 

Monaco Monaco MC 

Mongolia (Central and Eastern) MN 

Mongolia (Western) MN1 

Montenegro Montenegro ME 

Montserrat Montserrat MS 

Morocco Morocco MA 

Mozambique Mozambique MZ 

Myanmar Myanmar MM 

Namibia Namibia NA 

Nauru Nauru NR 

Nepal Nepal NP 

Netherlands Netherlands NL 

New Caledonia New Caledonia NC 
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国 地域 コード 

New Zealand New Zealand NZ 

New Zealand - Chatham Islands New Zealand - Chatham Islands NZ2 

Nicaragua Nicaragua NI 

Niger Niger NE 

Nigeria Nigeria NG 

Niue Niue NU 

Norfolk Island Norfolk Island NF 

Northern Mariana Islands Northern Mariana Islands MP 

Norway Norway NO 

Oman Oman OM 

Pakistan Pakistan PK 

Palau Palau PW 

Palestinian Territory Gaza Strip PS1 

Palestinian Territory West Bank PS 

Panama Panama PA 

Papua New Guinea Papua New Guinea PG 

Paraguay Paraguay PY 

Peru Peru PE 

Philippines Philippines PH 

Pitcairn Pitcairn PN 

Poland Poland PL 

Portugal Azores PT2 

Portugal Madeira Islands PT1 

Portugal Portugal PT 

Puerto Rico Puerto Rico PR 

Qatar Qatar QA 

Reunion Reunion RE 

Romania Romania RO 

Russia Adygea RU-AD 

Russia Altai Republic RU-AL 

Russia Altaskiy Kray RU-ALT 

Russia Amur RU-AMU 

Russia Arkhangel' RU-ARK 

Russia Astrakhan' RU-AST 

Russia Bashkortostan RU-BA 

Russia Belgorod RU-BEL 

Russia Bryansk RU-BRY 

Russia Buryatia RU-BU 

Russia Chechnya RU-CE 

Russia Chelyabinsk RU-CHE 

Russia Chukot RU-CHU 

Russia Chuvashia RU-CU 

Russia Dagestan RU-DA 
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国 地域 コード 

Russia Ingushetia RU-IN 

Russia Irkutsk RU-IRK 

Russia Ivanovo RU-IVA 

Russia Jewish Autonomous Oblast' RU-YEV 

Russia Kabardino-Balkaria RU-KB 

Russia Kaliningrad RU-KGD 

Russia Kalmykia RU-KL 

Russia Kaluga RU-KLU 

Russia Kamchatka RU-KAM 

Russia Karachay-Cherkessia RU-KC 

Russia Karelia RU-KR 

Russia Kemerovo RU-KEM 

Russia Khabarovsk RU-KHA 

Russia Khakassia RU-KK 

Russia Khanty-Mansi RU-KHM 

Russia Kirov RU-KIR 

Russia Komi RU-KO 

Russia Kostroma RU-KOS 

Russia Krasnodar RU-KDA 

Russia Krasnoyarsk RU-KYA 

Russia Kurgan RU-KGN 

Russia Kursk RU-KRS 

Russia Leningradskaya Oblast' RU-LEN 

Russia Lipetsk RU-LIP 

Russia Magadan RU-MAG 

Russia Mari El RU-ME 

Russia Mordovia RU-MO 

Russia Moscow City RU-MOW 

Russia Moskva RU-MOS 

Russia Murmansk RU-MUR 

Russia Nenets RU-NEN 

Russia Nizhniy Novgorod RU-NIZ 

Russia North Ossetia-Alania RU-SE 

Russia Novgorod RU-NGR 

Russia Novosibirsk RU-NVS 

Russia Omsk RU-OMS 

Russia Orel RU-ORL 

Russia Orenburg RU-ORE 

Russia Penza RU-PNZ 

Russia Perm RU-PER 

Russia Primorskiy RU-PRI 

Russia Pskov RU-PSK 

Russia Rostov RU-ROS 
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国 地域 コード 

Russia Ryazan' RU-RYA 

Russia Sakha (Central) RU-SA2 

Russia Sakha (Eastern) RU-SA3 

Russia Sakha (Western) RU-SA 

Russia Sakhalin RU-SAK 

Russia Sakhalin (Kuril Islands) RU-SAK2 

Russia Samara RU-SAM 

Russia Saratov RU-SAR 

Russia Smolensk RU-SMO 

Russia St. Petersburg City RU-SPE 

Russia Stavropol RU-STA 

Russia Sverdlovsk RU-SVE 

Russia Tambov RU-TAM 

Russia Tatarstan RU-TA 

Russia Tomsk RU-TOM 

Russia Tula RU-TUL 

Russia Tuva RU-TY 

Russia Tver' RU-TVE 

Russia Tyumen' RU-TYU 

Russia Udmurtia RU-UD 

Russia Ul'yanovsk RU-ULY 

Russia Vladimir RU-VLA 

Russia Volgograd RU-VGG 

Russia Vologda RU-VLG 

Russia Voronezh RU-VOR 

Russia Yamalo-Nenets RU-YAN 

Russia Yaroslavl' RU-YAR 

Russia Zabaykalsky RU-ZAB 

Rwanda Rwanda RW 

Saint Barthelemy Saint Barthelemy BL 

Saint Helena, Ascension and Tristan 
da Cunha 

Saint Helena, Ascension and Tristan da 
Cunha 

SH 

Saint Kitts and Nevis Saint Kitts and Nevis KN 

Saint Lucia Saint Lucia LC 

Saint Martin Saint Martin MF 

Saint Pierre and Miquelon Saint Pierre and Miquelon PM 

Saint Vincent and The Grenadines Saint Vincent and The Grenadines VC 

Samoa Samoa WS 

San Marino San Marino SM 

Sao Tome and Principe Sao Tome and Principe ST 

Saudi Arabia Saudi Arabia SA 

Senegal Senegal SN 

Serbia Serbia RS 
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国 地域 コード 

Seychelles Seychelles SC 

Sierra Leone Sierra Leone SL 

Singapore Singapore SG 

Sint Maarten (Dutch part) Sint Maarten (Dutch part) SX 

Slovakia Slovakia SK 

Slovenia Slovenia SI 

Solomon Islands Solomon Islands SB 

Somalia Somalia SO 

South Africa South Africa ZA 

South Sudan, Republic of South Sudan, Republic of SS 

Spain Canary Islands ES2 

Spain Mainland, Baleares, Melilla, Ceuta ES 

Sri Lanka Sri Lanka LK 

Sudan Sudan SD 

Suriname Suriname SR 

Svalbard and Jan Mayen Svalbard and Jan Mayen SJ 

Swaziland Swaziland SZ 

Sweden Sweden SE 

Switzerland Switzerland CH 

Syrian Arab Republic Syrian Arab Republic SY 

Taiwan Taiwan TW 

Tajikistan Tajikistan TJ 

Tanzania, United Republic of Tanzania, United Republic of TZ 

Thailand Thailand TH 

Timor-Leste Timor-Leste TL 

Togo Togo TG 

Tokelau Tokelau TK 

Tonga Tonga TO 

Trinidad and Tobago Trinidad and Tobago TT 

Tunisia Tunisia TN 

Turkey Turkey TR 

Turkmenistan Turkmenistan TM 

Turks and Caicos Islands Turks and Caicos Islands TC 

Tuvalu Tuvalu TV 

Uganda Uganda UG 

Ukraine Ukraine UA 

United Arab Emirates United Arab Emirates AE 

United Kingdom United Kingdom GB 

United States Alabama US-AL 

United States Alaska US-AK 

United States Alaska (Aleutian Islands) US-AK1 

United States Arizona US-AZ 

United States Arizona (Navajo Reservation) US-AZ1 
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国 地域 コード 

United States Arkansas US-AR 

United States California US-CA 

United States Colorado US-CO 

United States Connecticut US-CT 

United States Delaware US-DE 

United States District of Columbia US-DC 

United States Florida US-FL 

United States Florida (far west) US-FL1 

United States Georgia US-GA 

United States Hawaii US-HI 

United States Idaho (northern) US-ID1 

United States Idaho (southern) US-ID 

United States Illinois US-IL 

United States Indiana US-IN 

United States Indiana (far west) US-IN1 

United States Iowa US-IA 

United States Kansas US-KS 

United States Kansas (exception) US-KS1 

United States Kentucky (eastern) US-KY 

United States Kentucky (western) US-KY1 

United States Louisiana US-LA 

United States Maine US-ME 

United States Maryland US-MD 

United States Massachusetts US-MA 

United States Michigan US-MI 

United States Michigan (exception) US-MI1 

United States Minnesota US-MN 

United States Mississippi US-MS 

United States Missouri US-MO 

United States Montana US-MT 

United States Nebraska US-NE 

United States Nebraska (western) US-NE1 

United States Nevada US-NV 

United States Nevada (exception) US-NV1 

United States New Hampshire US-NH 

United States New Jersey US-NJ 

United States New Mexico US-NM 

United States New York US-NY 

United States North Carolina US-NC 

United States North Dakota US-ND 

United States North Dakota (western) US-ND1 

United States Ohio US-OH 

United States Oklahoma US-OK 
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国 地域 コード 

United States Oregon US-OR 

United States Oregon (exception) US-OR1 

United States Pennsylvania US-PA 

United States Rhode Island US-RI 

United States South Carolina US-SC 

United States South Dakota (eastern) US-SD 

United States South Dakota (western) US-SD1 

United States Tennessee (eastern) US-TN1 

United States Tennessee (western) US-TN 

United States Texas US-TX 

United States Texas (far west) US-TX1 

United States Utah US-UT 

United States Vermont US-VT 

United States Virginia US-VA 

United States Washington US-WA 

United States West Virginia US-WV 

United States Wisconsin US-WI 

United States Wyoming US-WY 

Uruguay Uruguay UY 

Uzbekistan Uzbekistan UZ 

Vanuatu Vanuatu VU 

Venezuela Venezuela VE 

Viet Nam Viet Nam VN 

Virgin Islands (British) Virgin Islands (British) VG 

Virgin Islands (U.S.) Virgin Islands (U.S.) VI 

Wake Island (U.S.) Wake Island (U.S.) UM3 

Wallis and Futuna Wallis and Futuna WF 

Western Sahara Western Sahara EH 

Yemen Yemen YE 

Zambia Zambia ZM 

Zimbabwe Zimbabwe ZW 
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調査パネルインテ

グレーション 
 

ウェブ調査の回答者が調査パネルからの場合があります。

調査に必要な人口統計学的属性に合う対象者を探すため

に、これらのパネルは使用されます。 

Web Survey Creator はどの標準的なパネルでも実行可能

で、Contact Profiler ソフトウェアを使用する場合、パネ

ルとのインテグレーションも可能です。 
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調査パネルの概要 

調査パネルは、年齢、性別および住所を含む調査回答者の良い情報源を提供します。 

これらのパネルは、以下の理由で、どのように使用されたか追跡する必要があります。 

1. メンバーは努力に対し報酬が与えられます  

2. パネル提供者には調査使用料が、支払われます 

この追跡では、調査とパネル提供者のソフトウェア間でコミュニケーションが発生します。 

調査完了したパネルメンバーは、パネルに適合するよう、パネル提供者により識別フラグが付けられ

る必要があります。 

 

これは、このデータが調査に受け渡される仕組みが必要であることを意味します。 

調査完了すると、パネル提供者にはパネルメンバーの調査での、以下のような行動が通知される必要

があります。 

1. 調査を完了したか？  

2. 不適合であるため、対象外となったか？?  

3. クオータ必要数超過のため、除外されたか？ 

パネル提供者は、この情報を基に、報酬および費用を決定します。 
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調査パネルを使用する 

回答者固有コードを設定する 

ではパネル提供者から提供される識別子をどのように使うか見ていきましょう。 

我々は、標準の匿名調査ディストリビューションを使うことになっています。 

例えば、以下のような調査リンクがあります。 

http://survey.websurveycreator.com/s/myresearchsurvey 

ID を単に調査リンクに渡すことにより、以下のように、固有の ID が各調査回答者に設定されます。 

http://survey.websurveycreator.com/s.aspx?s=f4ef1799-2413-4514-b5ef-

9ff20e1de322&usr={Unique Code} 

招待メールを送信するために、固有のコードは、パネル管理システムにより渡されます。 

3 つの異なる回答者に送られるリンクは以下の通りとなります。 

http://survey.websurveycreator.com/s.aspx?s=f4ef1799-2413-4514-b5ef-

9ff20e1de322&usr=1000 

http://survey.websurveycreator.com/s.aspx?s=f4ef1799-2413-4514-b5ef-

9ff20e1de322&usr=1001 

http://survey.websurveycreator.com/s.aspx?s=f4ef1799-2413-4514-b5ef-

9ff20e1de322&usr=ABC 

コードは 50 字以内の英文字と数字の組み合わせです。 
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調査結果を戻す 

回答者が調査を完了したら、パネル管理システムには回答者終了ステータスが通知される必要があり

ます。 

これは、調査完了時に、パネル管理システムにリダイレクトされることにより達成されます。 

一般的に、2つの情報がリダイレクトの一部として提供されます。 

1. 回答者のＩＤ  

2. 回答者の回答ステータスを示すコード 

ＩＤは、回答者が調査開始時に、Web Survey Creator が付与する固有のコードです。 

ステータスを示すコードは一般的に以下 3つの可能性があります。 

1. 完了  

2. 対象外  

3. クオータ除外 

リダイレクト URLの例は以下の通りです。 

http://www.mypanel.com/surveycompleted.aspx?id=ABC&success=Complete 
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調査を通して、異なる終了ページには、異なる URL が設定される必要があります。終了ページに関

する情報は、このマニュアルの前の部分で説明されています。 

パネルの例：SurveyVillage 

オーストラリアの “SurveyVillage” パネルを使った、実際の例を考えてみましょう。 

リダイレクト URL設定時に、必要な「アクションコード」と一緒に、調査にいたるまでに送信され

たコードを渡すことに気を付けます。 

SurveyVillage は URLのフォーマットを提供します。 

回答者が調査開始時に付与されたのと同じコードで識別されるように、リコールコードを URL に入

れます。 

完了、対象外、クオータ除外それぞれの URLは以下の通りです。 

完了 

http://www.surveyvillage.com/WebJobFinish.aspx?SurveyCode=x520afgv5r

t2umlqwja8&ContactId=RECALLCODE&ActionCode=q2yf4 

対象外 

http://www.surveyvillage.com/WebJobFinish.aspx?SurveyCode=x520afgv5r

t2umlqwja8&ContactId=RECALLCODE&ActionCode=xry64 

クオータ除外 

http://www.surveyvillage.com/WebJobFinish.aspx?SurveyCode=x520afgv5r

t2umlqwja8&ContactId=RECALLCODE&ActionCode=q5jd8 



 

198   Research Panel Integration 

 

URL の唯一の違いは「アクションコード」だと気づくでしょう。 

Web Survey Creator ですべき唯一の点は、調査構成の適切な場所にリダイレクトを配置することです 。 

「完了」の場合、調査の最後まで到達します。そのため、調査の最後に表示される調査完了終了ペー

ジに表れるようリダイレクトを変更します。 

 

「対象外」は対象外終了ページで終わる回答者に生じます。そのため、このページのリダイレクトを

調整する必要があります。 

 

「クオータ除外」はクオータ除外ページで終了する回答者に生じます。そのため、このページを調整

する必要があります。 

 

素晴らしい！これで、調査は SurveyVillage パネルに使えるようになりました。 
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ウェブ調査と Contact Profiler とのインテグレーション 

Contact Profiler とは何か? 

Contact Profiler (CP) は、回答者パネルを管理するのに使用されるウェブアプリケーションです。Web 

Survey Creator を開発したチームと緊密に協力して開発されました。 

これは以下を意味します。 

 前章で説明された多くのタスクを簡素化する統合レベルが可能です。  

 追加機能が利用可能－統合された調査からの回答によるパネルデータ更新 

なぜインテグレーションを使うのか？ 

本章で前に説明したステップは非常に簡単で、どのパネルにも対応します。ではなぜインテグレーシ

ョンについて懸念する必要があるのでしょうか？それは以下のようなメリットがあるからです。 

1. インテグレーションはプロセスの技術面を隠し、理解しやすくなります  

2. 設定が容易であれば、ミスを犯す機会が減ります。URLおよびコードを使うので、文字のミ

スタイプは混乱を招く可能性があります。  

3. より素早く設定できます！  

4. パネルプロファイルの更新のような特徴は、本当のインテグレーションを通してのみ可能で

す 

誰がインテグレーションを使うのか？ 

Contact Profiler インテグレーションは CP と WSC 両方を使用する組織で利用可能です。そのため、彼

らはパネルの所有者およびウェブ調査の作成者です。リサーチパネル外部の消費者は、前章で説明し

た一般的なインテグレーションで、設定する必要があります。 

ウェブ調査インテグレーションの概要 

Web Survey Creator のユーザーは、前章で説明した手法を使用して、Contact Profiler で調査をインテグ

レーションできます。しかしながら、より早く、簡単な統合のインテグレーションの方法があります。 

以下の例を考えてみましょう。 

 

インテグレーションチェックリスト 

WSC と CP の間で、どのようにインテグレーションが達成されるか理解することは重要です。この理

解の一部は、ウェブ調査がインテグレーションのために正しく設定されているか確認することに関係

あります。考慮すべきチェックリストは以下の通りです。 

“Beach Burger” は急成長しているハンバーガーチェーンで、新しい健康的なメニューおよび

広告キャンペーンが、18 から 39 歳に対して有効か決定したい。 

WSC で簡易調査が作成され、Contact Profiler で実行されるリサーチパネルのメンバーに送

信されます。 
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必須チェックリスト 

以下のチェックリストの必要事項は、インテグレーションできるように、実行される必要があります。

これがなければ、インテグレーションの設定は不可能です。 

必要事項 内容 

Web Survey Creatorで調

査を作成する 

Contact Profilerでインテグレーションする調査を選択し

て、インテグレーションが行われます。 そのため、まず、

Web Survey Creator で調査を作成する必要があります！ 

調査完了終了ページを作

成する 

インテグレーションは、完了、対象外およびクオータ除外を

サポートします。調査には、最低でも、調査終了ページが必

要です。他のページは任意です。 

 

お分かりの通り、必須事項のリストは最小限です。これらが設定されると、以下のような、最も基本

的なインテグレーションが可能になります。 

 Contact Profilerが調査への招待に使用できる  

 調査完了した回答者が追跡され、Contact Profiler に完了が「通知」されます。 

任意チェックリスト 

以下の事項は必須ではないですが、インテグレーションプロセスでは、はるかに多くの機能を有効に

します。 

 

必要事項 内容 

対象外終了ページを作成

する 

対象外終了ページは、調査に適さず「除外」すべき対象者

を追跡します。 

クオータ除外終了ページ

を作成する 

クオータ除外終了ページは、調査には適しているが、シス

テムに十分な回答者があるため必要のない回答者を追跡し

ます。これらの対象者は同様に「除外」されます。 

CPの属性コードに対応す

る質問にアクセスコード

を追加する 

最も高度なインテグレーションの特徴は、調査回答による

パネルデータの更新です。CPの属性コードとWSCのアクセ

スコードをマッチングすることにより実行します。質問は

互換性があり、同じ数の選択肢と選択内容が必要です。 

 

これらの任意の必須事項はインテグレーションを通して利用可能な機能を大幅に広げます。特に、調

査とプロファイル属性のリンクは、パネルメンバーによる付加的な努力なしに、プロファイルを最新

に保つことが容易になります。 
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インテグレーションプロセスの概要 

詳細を参照する前に、ウェブ調査に Contact Profiler を統合するのに使用される基本プロセスをレビュ

ーしてみましょう。このインテグレーションの手順は以下の通りです。 

Web Survey Creator 内 

1. Web Survey Creator で調査を作成します 

 
 

2. 少なくとも、調査には「調査完了」終了ページがあることを確認してください。（これは、

回答完了者に表示されるページです）

 
 

3. 任意で対象外およびクオータ除外用終了ページが含まれます。 
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4. 任意で、Contact Profiler のプロファイル属性に使用される短縮コードに対応する、固有のアク

セスコードを使用してください。 

    

 

WSCで使用されるマトリクス質問はどうなりますか? 

Contact Profiler は、マトリクス質問を直接サポートしません。Web Survey Creator.に設定され

ます。では、このインテグレーションはどのように行われるのでしょうか？問題は、マト

リクスの各行が、CP の単一の質問に統合される必要があるということです。これは、WSC 

のマトリクスの各行のタグとして、固有コードを追加することで解決されます。 

     

これにインテグレートするためには、CPにマトリックスと同じ選択肢を使う質問が必要です。また

「GOODVALUE」コードも必要になります。 
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Contact Profiler 内 

1. Contact Profiler にウェブ調査ジョブを作成し、基本的なジョブ詳細を入力します（氏名等）。 

 
 

2. タブに行きます。 
   

   
 

3. パネルメンバーが受領するクレジットを入力します。（調査完了、対象外および/またはクオ

ータ除外） 
 

     
 

4. Save and Next をクリックします。 

 

     
 

5. Link to WSC Survey ボタンをクリックします。 
 

   
 

6. 調査およびディストリビューションは、リンクするよう選択する必要があります。 
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7. Contact Profiler の属性と同じコードを持つ質問がある場合、ひも付けされます。 

   
 

8. On the Content tab タブのテストボタンをクリックして、ウェブ調査が動作するかテストしま

す。 

 

何が起こったのでしょうか？ 

インテグレーションは迅速かつ簡単であるため、何が行われているのか疑問に思われるかも知れませ

ん。インテグレーションを使用する上で、重要ではないですが、自動インテグレーションが舞台裏で

行われるのを知るのは、便利です。 

調査ディストリビューションの設定 

WSC 調査から選ばれたディストリビューションは Contact Profiler で正しく動作するよう設定されます。

これは、回答者を識別する「come back later」コードを使用する、匿名ディストリビューションです。 

 

Contact Profiler はこのコードを調査に渡し、調査完了時に、調査完了用、対象外用およびクオータ除

外用コードを返されます。 

Contact Profiler が調査リンクを認識する 

ウェブ調査ジョブのコンテンツは、ウェブ調査ディストリビューションのリンクを加えて、更新され

ます。 

 

このニーズが将来、変化または消滅する場合、ボタンが迅速なインテグレーション設定変更のために、

提供されます。 

 

ジョブ終了後のインテグレーション設定変更は、混乱を招く結果を引き起こす可能性があり、おすす

めできません。 
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Web Survey Creator は終了を認識している 

ウェブ調査ジョブが、Contact Profiler 内で詳細情報（完了、対象外／クオータ除外）とともに、設定

されている場合、リダイレクトがジョブ詳細画面に表示されます。 

 

これらのリダイレクトは、ウェブ調査で、どの終了が起きたのか表示するために、必要です。インテ

グレーションはこれを処理します。例えば、調査完了終了ページで、正しいリダイレクト用の URL 

が追加されます。 

  

プロファイルデータの更新 

これは唯一、完全に隠されているインテグレーションの一面です。調査が終了すると、プロファイル

データがバックグラウンドで更新されます。 

ひも付けられた質問に、調査で入力されたデータがない場合、質問用のプロファイル更新はスキップ

されます（注、既存データは削除されない）。特定の調査で回答者が回答しないことがあるため、既

存のプロファイルデータは、削除されないということです。 

Contact Profiler スクリーナと統合する 

回答者スクリーナとは何か？ 

リサーチパネルはウェブ調査に必要な対象者を見つけ出すのに便利です。しかし対象者がパネルが持

つ情報（年齢、性別、住所等）に基づいてのみ抽出されるという問題があります。 

では、先月にビーチバーガーで食事をした 18～39 歳の女性を探す必要がある場合どうでしょう？年

齢と性別は検索できますが、先月の食事についてはできません。これらの対象者は、我々が探してい

る人かどうか、決定するためにスクリーニングされる必要があります。 

 

スクリーナはパネルメンバーが特定のプロジェクト要件に合致するかどうかの決定に使用

される短い質問です。回答者に関して、パネルデータには含まれない質問をします。 
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Contact Profiler 内のスクリーナ 

Contact Profiler は、プロジェクトのためのスクリーンパネルメンバーに使用されるスクリーニングシ

ステムを保有しています。 

 

システムは非常に有能ですが、Web Survey Creator が持つ多くの利点が欠けています。. Web Survey 

Creator 調査には Contact Profiler:内蔵のスクリーナを超える、以下の利点があります。: 

1. モバイル端末での回答のサポート  

2. 非常に柔軟かつ魅力的な調査フォーマット  

3. より多くの質問タイプ  

4. より強力なフロー制御  

5. データパイピングおよび他の高度な特徴  

6. スクリプティング 

スクリーナは Contact Profiler 内のプロジェクトワークフローの他の部分とともに動作する必要があり

ます。特に重要なのは、スクリーナの最後に実行される、分析です。これは、回答者がスクリーナル

ールに合格し、プロジェクトに参加するのに適しているかどうか判定します。 

スクリーナ合格ルールは、Contact Profiler により実行され、回答者がプロジェクトに適し

ているか判定します。外部で管理される Web Survey Creator 経由のスクリーニングプロセス

は、このルールシステムと統合される必要があります。 

Contact Profiler ワークフロー 

スクリーナが内部管理か外部管理かにかかわらず、基本的な Contact Profiler ワークフローは同じまま

です。スクリーナを使用するプロジェクトのためのワークフロー内の基本ステップは、常に以下のよ

うに開始されます。 

1. できるだけターゲットとなるユーザーに近いパネルからロードします（年齢、性別および他

のプロファイル属性に基づく）  

2. これらの対象者をウェブベースの調査スクリーナにかけます  

3. スクリーナの回答に基づき、「失格」とするか、合格とし、新回答者タイプに移動します  

4. スクリーナに合格した対象者でプロジェクトを続行します 

スクリーナの実行方法の変更のみステップ２に影響があります。他の全ステップは通常通りに

Contact Profiler で実行する必要があります。 

どのように WSCは標準ワークフローに適合するか？ 

ワークフロー のいくつかの面で、スクリーナ が存在する必要があります。例えば、回答者が合格か

失格か決定するルールは、スクリーナの質問に基づいています。 

それではどのように Web Survey Creator が内部スクリーナからスクリーニング作業を引き継ぐのでしょ

うか？ 

答えは非常に簡単です－内部スクリーナは、スクリーニング合格ルールに使用される主要質問を持つ

Web Survey Creator 調査から自動的に作成されます。 
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いくつかの追加ステップは、インテグレーションにより自動的に実行されます（太字部分） 

CP のみ使用する 

スクリーニングワークフロー 

CPとWSCを使用する 

スクリーニングワークフロー 

 WSCでスクリーナを作成 

CP内でスクリーナを作成する 
WSC調査からCP内にスクリーニングが生成され

る 

回答者をスクリーナに送る 回答者をスクリーナに送る 

 WSC はCPに戻って、回答を返す 

スクリーナの合格／失格は、CP内で決

定される 

スクリーナの合格／失格は、CP内で決定され

る 

 

本質的に Contact Profiler ワークフローは Contact Profiler の観点から、スクリーナがどのように回答者

に表示されるかにかかわらず、全く同じように動作します。これは意図的に実行されます－WCS ベ

ースのスクリーナ使用時に、Contact Profiler のパワー（十分に記述された合格ルール）が失われない

ことを意味します。 

それは、本当に「両方の世界のベスト」です。 

スクリーナインテグレーション（ステップ・バイ・ステップ） 

では、スクリーナインテグレーションプロセス例を見てみましょう。 

 

先月ビーチバーガーで食事をしたかどうか知る方法は 1 つの方法しかありません－スクリーナで対象

者に質問する必要があります。 

WSC でスクリーナを作成する 

最初のステップは、WSC に調査を作成することです。この調査には対象者の性別および年齢を確認

する質問（プロファイルデータが正しいことをダブルチェック）が含まれる必要があり、最後にビー

チバーガーで食べたのはいつかを回答者に質問します。 

スクリーナには以下の質問が含まれます。 

最後に食べたのはいつですか？ 

これは回答者がビーチバーガーで食事をしたかどうか決定する質問です。もし食事をしていたら、有

効な回答者であり、スクリーナを合格します（性別年齢要件も満たしていると想定）。この質問には

アクセスコード LASTEATENが付与されます。 

「ビーチバーガー」は調査、フォーカスグループおよび試食テストで、特定の属性をター

ゲットとすることを決定しました。対象者を事前スクリーニングして、以下の条件に合う

ことを確認したい。 

- 女性 

-18 から 39歳 

-先月 ビーチバーガーで食事をした 
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性別は？ 

アクセスコード GENDERが付与された簡単な性別に関する質問で、回答者が女性であることを確認

します。 

 

何歳ですか？ 

回答者の年齢はいくつかの年齢グループに分割されます。スクリーナを合格するには、回答者は 18 

から 39 歳の年齢グループに属する必要があります。この質問にはアクセスコード AGEがあります。 

 

スクリーナを Contact Profiler にひも付ける 

スクリーナとして、WSC で作成されたウェブ調査を Contact Profiler にひも付けるステップは以下の通

りです。 

1. Contact Profiler ジョブの Screener タブに行きます 

 
 

2. New WSC Screener button ボタンをクリックします 
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3. 調査、ディストリビューションおよびスクリーナに含めたい質問、を選択します。 

   
 
 

4. Create ボタンをクリックします。 
 

 
 

システムはスクリーナを作成したいか確認します。OK ボタンをクリックします。 
 

 
 
 

5. 調査完了により受け取るクレジットなどのスクリーナ詳細が入力される必要があります。

WSC 調査 URL は、この画面で参照することができます。

 
 

6. 全ての内容が入力されたら、Save ボタンをクリックします 
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スクリーナは WSC 調査から自動的に作成されます。標準 Contact Profiler スクリーナと同様の見た目

と機能があります。 
 

 

スクリーナは Preview リンクをクリックしてテストします 
 

   

スクリーナはダイアログに表示され、実行可能です。 
 

   

完了したら、スクリーナの結果が表示されます－簡単なスクリーナの合否ルールのテスト 
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製品テスト 
 

製品テストには多くの形態があります。本章では、車の

ブランドに関する製品テストの例を見ていきます。そし

てそれに関する質問を行います。 

この例は、ページループ、データパイプ、フロー制御お

よび選択のひも付けを含む、複数の高度なコンセプトが

あります。 
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製品テストの課題 

製品テストは、関連する多数の製品に関する情報を、1 つの調査で見つけ出すパワフルな方法です。 

調査設定時の最大の課題の 1 つは、製品数の多さです。例を考えてみましょう。 

 

上記の例から、設定が手に負えなくなるまでに時間がかからないのが分かるでしょう－複雑なロジッ

クを含まれると事態がより悪化します。 

製品テストを実行するために調査を使用する 

製品テスト用に調査を作成する際、調査を設定するために、通過する必要のあるいくつかの標準プロ

セスがあります。本章ではこれらを簡単に説明します。 

Web Survey Creator 製品を使用するこれらのプロセスのより詳細な説明は次項のトピックです。 

製品のベースリスト 

テストする製品のベースリストが調査内に必要です。 

例えば、車のブランドを「製品」として使用します。このリストはそれぞれの車のブランドに関して、

回答される質問です。 

ベースリストには、単なるテキストではなく、より多くの情報が含むのが一般的です。例えばブラン

ドには画像が使われます。 

 

各製品に関する質問 

知っているブランドが判明したら、その質問に関連する質問を開始します。このケースでは、ブラン

ドに関する全体的意見と、ブランドの個別製品への意見を取得しようとしています。 

質問には以下が含まれます。 

1. ブランドについてどう思いますか？  

2. このブランドを友人にすすめたいですか？  

3. このブランドの車を所有したことはありますか？  

 

 

20 製品の製品テストが必要。それぞれの製品に対し、4 ページ、ページ毎に 2 つの質問が

必要です。どう設定すれば良いでしょうか？ 

ページ数: 20 x 4 = 80 質問数: 20 x 4 x 2 = 160 
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4. どのモデルを所有したことがありますか？  

5. このブランドで所有したことがある車をどう評価しますか？ 

ブランドごとにこれらの質問をし、ブランドごとに質問をカスタマイズしたい。どうやればよいでし

ょうか？高度な調査機能を通してです！ 

高度な調査機能 

全ての調査ツールを使用すると、簡単な一連の質問を尋ねることができます。製品テストはしかしな

がら、よりパワフルなものが必要です。以下が必要です。 

 各製品に関して同じ質問を尋ねることができる  

 質問時に、製品特有の詳細内容に対応できる－製品名など  

 製品ごとに、フロー制御などの高度な機能を使用できる 

これら全てには、以下に記述される高度な機能が必要です。. 

ページループ 

尋ねたい最初の質問について考えましょう。 

ブランドに関する全体的な意見は？ 

明らかに、ブランドごとにこの質問する必要があります。この質問はそれ自体のページになります。 

 

このページはブランドごとにループされる必要があります。ループには 2つの効果があります。 

1. 各ブランドごとにこの質問を尋ねるページがあります  

2. 選ばれないブランドがある場合、そのブランドに関連するページは自動的に非表示になりま

す 

フロー制御 

フロー制御は調査のフローに対応します。より具体的にいうと、調査に必要のないページ（質問）を

非表示に対応します。 

ページループが設定されると、製品テストのためにループされたページのフローは自動的に非表示に

なります。しかし、ループ内のページはどのようなものでしょうか？ 

例について考えてみましょう。質問リストには、以下の 3 つの質問があります。 

1. このブランドの車を所有したことがありますか？  

2. どのモデルを所有したことがありますか？  

3. このブランドで所有する車をどのように評価しますか？ 

回答者が特定のブランドを所有したことがない場合、評価はされません。 
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無効なページが回答者に表示されないよう、フロー制御が使用されます。 

データ連携 

全ての質問は非常に一般的です。データ連携により、前の回答された内容が、後の調査コンテンツと

連携されます。以下の質問は、 

ブランドに関してどう思いますか？ 

以下のようになります。 

BMW に関してどう思いますか？ 

これはもちろん BMWループのみに表示されます－各ループに適したブランド。より高度なデータパ

イプは、選択するモデルリストの利用です。データパイプなしの、モデルに関する質問は、テキスト

で答える、一般的な質問になってしまいます。 

所有する BMW のモデルを入力する 

テキストリストでできることは、ほとんどありません。統計分析は平均的になってしまいます。次の

項では、データパイプにより、車のモデルと以下のような質問をどのように連携するか見てみましょ

う。 

 

選択リンク 

選択リンクとは、過去のリストに基づく質問リストを表示することです。 

例では、選択リンクを最大限に活用して、質問に適切なモデルを対応させています。 

このブランドで所有する車をどう評価しますか？ 

所有したことのある車を各行に配置し、マトリクスで表示します。2 つのモデルが選択された場合、

マトリクスには 2 行表示されます。 

 

どの BMWのモデルを所有したことがありますか？ 

- 1 シリーズ 

- 3 シリーズ 

- 5 シリーズ 

- 7 シリーズ 
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製品テストの例 

この項の目的のために、おかしくならないように、製品テストの全ての重要な要素を表示する例を考

えてみます（3 ブランドをテストします。20 ではなく！）。説明した内容は、もちろん、実際に、い

かなる規模の製品テストでも使用できます。 

製品 

この例では、「製品」は、車のブランドです。以下の通り、4 つのブランドには、４のモデルがあり

ます。 

BRAND Models 

BMW 1 Series  3 Series  5 Series  7 Series 
Ferrari 599  458  California  F70 
Honda Civic  Accord  Odyssey  NSX 
Mercedes-Benz A Class  B Class  C Class  S Class 

製品に関する質問 

各ブランドおよびモデルごとに、以下の質問をしたい。 

 

製品テストを設定する 

製品が何か、製品毎のモデルが何か、どのような質問を尋ねるかは分かりました。以下は、我々がと

るアプローチです。 

1. 最初の質問の製品リストを設定します  

2. 3 ページ（ループ元のページ）を追加します  

3. 製品質問をページに追加します  

4. フロー制御を設定します（特定ブランドの車を所有していない場合、2 ページ目と3 ページ目

を非表示にします）  

5. 選択リンクをページ3 のマトリクスに使用します  

6. 製品テスト管理に必要なページを構築するページループを使用します  

7. 製品リストをプレビューします！ 

ページ 1 

1. ブランド全体に関する意見は？ 

2. このブランドを友人にすすめますか？ 

3. このブランドの車を所有したことがありますか？ 

ページ 2 

1. どのモデルを所有したことがありますか？ 

ページ 3 

1. このブランドで所有したことのある車をどう評価

しますか？ 
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例を作成する 

Web Survey Creator を使用して例を作成します。基礎内容はウェブ調査作成でカバーされているので、

省略します。 

最初の質問 

最初の質問設定は非常に簡単です－新しい調査を作成し、1 ページ目の Add Content Here をクリック

します 

 

複数のブランドが選択ができるように、複数の内容がある選択質問を追加します。 

 

選択内容を入力後、それぞれに画像を迅速に入力できます。 

 

選択リストの入力フォーマットは以下の通りです 

Choice Text  | Choice Value | IMAGE:abc.png ; width ; height 

例では、内容および画像の幅は必要ありません。画像の高さを入力することで、システムが自動的に

幅を調整します。 

体裁のために、1 行に選択内容を表示し、75％幅を使用します。 

 

質問を追加すると、以下のように表示されます。 
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ループ元のページ 

ループ元のページは、ページループ作成時に、各ループ毎に複製されるページです。 
 

これらのページは他のページのように追加されました。Pages ツールバーボタンから、この 3 ページ

を追加できます。 

 

製品に関する質問 

製品に関する質問は、各ページが前項で説明した順番で追加される必要があります。質問の追加は基

本的な手順はマニュアルでカバーされているので、ここでは、ループ準備の質問作成時の違いについ

て見ていきます。 

ブランド名をデータ連携する 

最初の質問は以下の通りです。 

ブランド全体についてどう思いますか？ 

説明したとおり、これをより具体的なブランドにしたい。例えば、 

BMW についてどう思いますか？ 

これはデータ連携を通して達成されます。どのようなデータ連携でも、製品質問への質問アクセスコ

ードを追加することにより開始する必要があります。この質問には質問コード CARBRAND を付与

します。 

 

では、どのようにこの連携を使用するのでしょうか？通常の環境下では、質問は以下のように表示さ

れます。 
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[@CARBRAND@]についてどう思いますか？ 

質問は動作するでしょうか？最初の直観が、正しいと思える場合、この質問を使って、完成させる方

法を検討する必要があります（各ページループごとに 4 回コピーされます） 

データ連携は、ページループのためにコピーされたページで使用される際、異なると考え

られます。ループごとに、異なる内容を表示する必要があります。 

現在のループに対応する選択に直接対応するために、データ連携が使用される必要があります。 

[@CARBRAND:N@]についてどう思いますか? 

ページループの作成によりコピーされ、以下のデータ連携を持つ 4つのページが作成されます。 

[@CARBRAND:1@]についてどう思いますか？ 

@CARBRAND:2@]についてどう思いますか？ 

[@CARBRAND:3@]についてどう思いますか？ 

@CARBRAND:4@]についてどう思いますか？ 

これらのデータ連携は以下のように変換されます。 

BMW についてどう思いますか？ 

Ferrari についてどう思いますか？ 

Honda についてどう思いますか？ 

Mercedes-Benz についてどう思いますか？ 

ブランドのモデルをデータ連携する 

選択した各ブランドごとに、モデルのリストが表示される必要があります。これらの詳細を質問の回

答に連携する必要があります。 

以下のどのモデルを所有したことがありますか？ 

これは 2 つの質問を生じます。 

1. 各ブランドのモデルはどこに格納されるか？  

2. どのように、これらのモデルを、所有モデルに関する質問に、連携させますか？ 

まず、モデルの格納問題について、検討しましょう。ブランドのモデルの格納および、ブランドに適

用される他の事項に関する答えは、選択タグを使用することです。 

これらのタグは、どのようなテキストデータでも持つことができます。タグは簡単な構造を持ってい

ます。 

TAGNAME: Value 



 

Product Testing   219 

以下により、選択タグが設定されます。 

1. Edit ボタン をクリックすることにより、質問を編集します。 

 
 

2. 質問の選択肢を編集します。 

 
 

3. 1 行ごとに新しいタグを入力します。 

   
 

4. 選択肢を保存し、他の選択肢についても繰り返します。 

以下のフォーマットを使用して、選択肢が最初に追加される際に、タグは他の選択内容とともに追加

されることに注意してください。 

 

選択肢に対する全てのタグが追加されると、それらはデータ連携を通して、利用可能となります。 

質問の内容に連携します。 

以下のどのモデルを所有したことがありますか？ 

これは、データ連携内容として、この質問の選択肢を設定することにより可能です。 
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これらのコードは、システムに、データ連携のために何を選択し、およびその選択により表示するた

めのタグを伝えます。質問は以下のように表示されます。 

 

該当者が BMWを選択した場合、 質問は調査内容に以下のように表示されます。 

 

フロー制御 

質問の回答に基づきページを非表示にするためにフロー制御が使用されます。この例では、以下の質

問があります。 

 

回答者が該当するブランドの車を所有したことがない場合、明らかに、2 ページと 3 ページは、非表

示にする必要があります。2 ページのモデルのリストのどれも回答者が所有したことがない場合、3 

ページは非表示にする必要があります。 

調査フローをより簡単に設定するする方法があります。 

フロー制御およびページループ両方が、設定の一部として、ページに関連します。ページ

を見分けやすいよう、ページに名前を付けましょう。 

1 ページ 

このブランドの車を所有したことはありますか？ 

2 ページ 

以下のどのモデルを所有したことがありますか？ 

3 ページ 

このブランドで所有したことのある車を、どう評価しますか？ 
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残りの各ページは、以下のように、編集します。 

1. 名前を付けたいページにいることを確認します。 

 
 
 

2. ページ内容を編集するには、Edit ボタンをクリックします。 

 
 
 

3. 新しいページ名を入力し、保存します。

 
 
 

4. 新しいページ名はページ上部に表示されます。

 

全ページを以下の用に変更します。 

Page 1 Brand Selection 
Page 2 Brand Opinion 
Page 3 Models Owned 
Page 4 Model Opinion 

 

フローを設定する準備ができました。フロー制御は Web Survey Creator の Survey Flow メニューから設定

可能です。 

各フローは以下のように追加できます。 

1. Survey Flow メニューをクリックします。 
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2. ツールバーの New Survey Flow ボタンをクリックします。

 
 
 

3. 非表示にしたいページを選択します。

 
 
 

4. 選択したページを非表示にするルールを選択します。

 

モデルに関連するフローも同じ方法で作成されます。 “Model Opinion” ページを非表示にするための

ルールが、どのモデルも選択されていないかどうか、チェックすることになっています。 
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選択リンク 

調査で作成された選択肢に基づき、質問内で適切な選択肢のみを表示するために、選択リンクが使用

されます。これを理解する最も良い方法は、以下の例を考えることです。. 

モデルに関する質問は、以下のように表示されます 

 

回答が 1 シリーズ、と 3 シリーズを所有したことがある場合、以下の質問は意味をなしません。 

 

所有したことのない、5 シリーズと 7 シリーズに関して質問するのは、意味をなしません。これには

選択リンクが使用されます（マトリクス内に選択したモデルだけを表示したい） 

以下の用に選択リンクを設定します。 

1. Choice Linking メニューをクリックします。 

 
 
 

2. New Choice Link ボタンをクリックします。 
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3. 選択リンクを設定します。
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4. 他の選択肢の選択リンクの完了支援を了承します。 

 

 

ページループ作成に必要な全てのコンテンツを含む、4 ページの調査ができました。 

ページループを構築する 

ページループの設定が準備の全てです。本項でこれまでに行った全てが、必要な準備作業の種類を示

しています。 

ページループの設定自体は常にデザインの最後に行います。ページループは効果的な大量

のコピー作業であり、ループ構築前に含まれないものは、各ループにも含まれません。作

業をダブルチェックしましょう！ 

ページループの構築は、以下のように、非常に簡単なプロセスです。 

1. Page Loop ツールバーボタンをクリックし、ドロップダウンメニューから Create Page Loop を

選択します。 
 

   
 

2. ループおよびループための 3 つのブランドページの基本となる Brand Question を選択します。 
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3. Create New Page Loop ボタンをクリックします。 

 
 

4. 直ちに Design タブに戻ります （ループされるページがバックグラウンドで作成されます。ル

ープページがまだ作成されていないことを示す警告メッセージが表示されます） 
 

 
 

5. プロセスが完了したら、警告は消え、デザイン内に、ループページが残されます。 
 

   

ページループ（何が起こったのか！？） 

ページループを使用すると何が起こるか正確に理解することは重要です。調査内の 4 つのページで何

が起こるか考えてみましょう。 

ブランド選択ページ 
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このページは変化しません（ループしません）。他のページは、このページのブランド質問の選択肢

を基にループします。 

オリジナルなオピニオンページ 

 

元のページは調査内にまだあります。それらは全てのループページの基礎を形成しています。以下の

例外を除き、常に全く同じです。 

 現在「ループ元」というフラグが付与されているページ  

 現在非表示となっているページ 

これらのページは回答者に表示されることはありません。主にバックアップとして調査内に保管され

ます。（ループページを削除する必要があり、再作成する場合、これらのオリジナルなページから再

作成します） 

ループされたオピニオンページ 

 

これらは、元の質問の選択肢ごとに作成されているページです。コピーされるページの選択肢ごとの

内容とともに、ページ名の一部としてオリジナルな名前（これらのページを適切に名付ける、他の良

い理由）を使用します。 

全ページで何の処理をするのか？ 

多数の選択肢に基づくページループが設定される場合、調査で表示されるページが急に増えることは

ほとんどありません。これは、非常に早く、手に負えなくなってしまいます。幸い、Page Loop ツー

ルバーボタンから非常に簡単に、ループ元ページとループ結果ページをオフにできます。 
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ループ結果ページをオフにする場合、ページのリストは、簡易ループデザインに非常に似ています。 

 

全ページが表示されていなければ、ページ統合または移動のような特定の機能は実行できないことに

注意してください。 

ページループで、しなければならないことと、してはいけないこと 

ループに含まれるページの全てのフロー、連携および選択リンクを設定しなければならない 

特別な理由がなければ、ループ結果ページを修正してはいけない。変更は特定のページでのみ行われ

る。 

避けることが可能ならば、断片的な方法で、ループされたページを.追加または削除してはいけない 

元の質問を変更する場合（無回答など）、全てのループ結果ページ削除し、全部のページループを再

構築しなければならない 
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スクリプティング 

入門 
 

今日、利用可能な最も高度な Web Survey Creation ツール

は、シンプルで非技術的インターフェースを介して驚く

べき数の機能を提供します。 

しかしながら、特定の「1 回限り」の機能が調査で必要

な場合があります。これがスクリプティングが必要な場

合です。 
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スクリプティングとは何か？ 

このマニュアルの目的のために、ウェブ調査作成の観点から、スクリプティングを検討します。Web 

Survey Creator 内のすべてのスクリプティングは JavaScript で作成されています。 

スクリプティングは、英語のような言語を使用する、調査ロジックの記述、または調査イ

ンターフェース操作のための手法です。 

スクリプトを使用する場合、事前に定義されたインターフェース（最初に設計されたものだけに限定）

を使わずに、ソフトウェアに何かをどのように実行する必要があるか、パワフルな言語で説明します。 

スクリプティングを行うか、行わないか？ 

他に方法がない場合、スクリプティングは素晴らしいです。しかしながら他の方法がある場合、複雑

になるので、スクリプティングは避けた方が良いです。 

スクリプティングは、標準調査設計インターフェースで不可能な機能にのみ使用するべきです。 

良い点 悪い点 

スクリプティングは、標準インターフェ

ースを使用するよりも非常にパワフル 

自分自身でスクリプトのロジックを構築する

必要がある 

スクリプティングを通して複雑な問題が

解決可能 

利用可能な機能および使用方法を理解する必

要がある。スクリプトにバグがないことを、

保証しなければならない 

JavaScript の標準機能すべてが利用可

能 

JavaScript が提供するメリットを得るため

に、学習すべきことが多い 

 

以下のような、簡単な選択質問の例を考えてみましょう。 

 

この質問のデフォルトの回答を「特に何も思わない（No Opinion）」にする場合、以下のようにスク

リプトを使って回答を選択します。 
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var question = wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('HOWSATISFIED');   

if (question) { 

   var choice = wscScripting.getChoiceByValue(question, 3); 

   if (choice) { 

  var isSelected = wscScripting.selectChoice(question, choice);   }  } 

これは動作するものの、質問内容を設定するには複雑すぎる方法です。簡単な方法は「特に何も思わ

ない（No Opinion）」をデフォルトにすることです。 

 

これはスクリプティングする際の、シンプルなルールの例です。 

スクリプティングでできることは、必ずしもすべきことを意味しません。スクリプティン

グ以外に不可能な機能を作成するためだけにスクリプティングを使用します。 

JavaScript 入門 

JavaScript はウェブページに双方向性を追加するために作成され m した。これは、軽量級のプログラ

ミング言語（スクリプティング言語として知られている）で、ウェブページに組み込まれます。 

Web Survey Creator は、いくつかの理由で、スクリプティングに JavaScript を使うよう設計されました。 

JavaScript は最も人気がある 

JavaScript はインターネットで最も人気のあるスクリプティング言語です。これは、使用方法を知って

いる人が多いことを意味します。（あなたが知らない場合、知っている人を容易に探すことができま

す） 

まだ、JavaScript で記述する方法が分からない場合でも、人気があるということは、簡単に利用できる

ということなので、学習するのに時間がかからないでしょう。 
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JavaScript はどこでも動作する 

JavaScript は以下を含むすべての主要なブラウザすべてで動作します。（PCおよびモバイル端末両方

で） 

 Internet Explorer 

 Firefox 

 Chrome 

 Safari 

 Opera 

調査のために記述したスクリプトがどこでも作動することを意味するので、これは重要です。 

JavaScript はイベントに反応する 

調査にスクリプトを追加する場合に、スクリプトを実行するタイミングを制御できることが重要です。

例えば、あなたは、調査ページがロードされたらすぐに、スクリプトを実行したいかもしれません。 

JavaScript は、イベントに反応します。そのため、この種の制御は容易です。スクリプト実行時に、以

下を選択することができます。 

 いつページがロードされるか  

 いつ調査クオータデータがロードされるか  

 Next または Submit ボタンの可視性テスト  

 調査ページがバリデーションされる前  

 Next またはSubmitボタンのクリック時  

 Previous ボタンのクリック時 

これに加え、JavaScript はラジオボタンがクリックされる、または、テキストフィールドにテキストが

タイプされるようなイベントを引き起こします。このマニュアルで後で見るように、これにより、高

度な双方向性を提供できます。 

JavaScript の基本 

ウェブ調査の世界を冒険する前に、JavaScript.の使用時に基本的コンセプトを理解することは重要です。 

<script> タグ 

avaScript は常に <script> タグ内に含まれます。以下は is always contained within a <script> tag. 以下は、

単一行の JavaScript の例です。 

 

 
 

Web Survey Creator は、スクリプトを使用するたびに自動的に<script>タグが含まれるので、独自のス

クリプトにこのタグを入れる必要はありません。 

JavaScript は大文字と小文字を区別する 

いつくかのスクリプティング言語や HTML と違い、JavaScript は 大文字と小文字を区別します。 
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JavaScript を記述し、それが正しいように見えるのに、動作しない場合、 最初にチェックするのは、

関数または変数の文字が間違っていないかチェックすることです。 

ブラウザに“Hello World” と記述する簡単な JavaScript について考えましょう。 

 

以下のように入力された場合、動作しません。 

 

唯一の違いは、“Write”.の大文字だけです。 

 

このエラーを見落とすことがいかに簡単か分かるでしょう。 Web Survey Creator のために作成された

特殊関数を含む、任意の JavaScript 関数を使用する時、常にシンプルなルールに従います。 

スクリプトすべてに、常に正しい文字を使ってください！ 

JavaScript コードの要点 

JavaScript コード は JavaScript 文の配列です。それらは、記述されている順序通りに、実行されます。

セミコロンで各文を終了することをおすすめします。 

 

コメントの挿入 

説明が必要な場合、コメントは//で始まる行により追加されます。 

 

複数のコメント行を追加する場合、/*で開始し、*/で終了します。 
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JavaScript 変数 

JavaScript 変数は値または式を保持するために使用されます。変数は x のような短い名前、または好き

な色など、より分かりやすい名前を持っています。 

以下に注意することが重要です。 

 変数名は大文字と小文字を区別します(y と Y は異なる変数)  

 変数名の先頭文字は英文字、＄記号またはアンダースコア文字です  

 変数は var キーワードで宣言されます 

 

変数の宣言後、変数は空白です（まだ値がない）。しかしながら、変数宣言時に、変数に値を設定で

きます。 

 

スクリプト構築開始時に見ていきますが、変数はさまざまな方法で操作されます。例えば変数で演算

を行います。 

 

JavaScript 算術演算子 

演算子 内容 例 結果 

+ 加算 x=y+2 
x=7 
y=5 

- 減算 x=y-2 
x=3 
y=2 

* 乗算 x=y*2 
x=10 
y=5 

/ 除算 x=y/2 
x=2.5 
y=5 

% 率 x=y%2 
x=1 

y=5 

 

+ 演算子と文字列を使う 

文字列を処理する際、以下の用に、+演算子が 2 つ以上の文字列の連結に使用されます。 
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このスクリプトの結果は、変数 txt3 がテキスト “The weather looks pretty good today”を持つということ

です。 

JavaScript 比較演算子 

変数 x=5 があると仮定します。 

演算子 内容 例 

== 等しい x==5 is true 

=== 完全に等しい(値およびタイプ) 
x===5 is true  x===”5” is 
false 

!= 等しくない x!=8 is true 
> より大きい x>8 is false 
< より小さい x<8 is true 
>= 以上 x>=5 is true 
<= 以下 x<=4 is false 

 

比較演算は、値を比較する条件文に使用され、結果に応じてアクションを実行します。 

いくつかスクリプトを記述開始する際にこれを見ていきます。 

JavaScript 論理演算子 

変数 x=5と y=3 があると仮定します。 

演算子 内容 例 

&& and (x < 10 && y > 1) is true 
|| or (x==5 || y==5) is false 
! not !(x==y) is true 

 

The JavaScript 条件演算子 

JavaScript には、いくつかの条件に基づき値を設定する条件演算子もあります。 

 

例は以下の通りです。 

 

JavaScript 条件文 

条件文は異なる条件が満たされる時、異なることを実行するために使用されます。 

JavaScript では、以下のように条件式が使用されます。 

if 文 －条件が正しい場合、コードを実行するためにこの文を使用します 
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if...else文 -条件が正しい場合、コードを実行し、条件が誤りの場合、他のコードを実行するためにこ

の文を使用します 

if...else if....else 文 － 複数コードブロックから 1 つを選択実行するためにこの文を使用します 

switch 文 － 複数コードブロックから 1 つを選択実行するためにこの文を使用します 

条件文の例は以下の通りです。 

 

The use of a switch文 can を使用するのは、スクリプトで適切なコードを実行するための、非常に優れ

た方法です。 

以下はその例です。 

まず、一度評価されている式 n（ほとんどの場合、変数）があります。式の値は、それぞれのケース

毎に比較されます。コードは次のケースを自動的に実行するのを防ぐために、Break を使用します。 
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JavaScript ループ 

コードを記述する際、同じコードブロックを何度も繰り返し実行することがあります。スクリプトで、

複数のほぼ同じ行を追加する代わりに、以下の用にループを使用してタスクを実行します。 

JavaScript では、2 種類のループがあります。 

for – コードブロックを特定の回数実行するループ 

while – 特定の条件が正しい場合、コードブロックを実行するループ 

forループのフォーマットは以下の通りです。 

 

以下は for ループの例です。 

 

whileループ は似た構造を持っています。 whileループのフォーマットは以下のとおりです。 

 

以下は whileループの例です。 

 

while loop のバリエーションは do...whileループ.です。これはコードブロックを一度実行し、特定の条件

が正である限り、繰り返します。 
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The break文 w はループを解除し、ループ後のコードを実行し続けます。 

 

continue文は現在のループを解除し、次の値で継続します。 
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WSC でスクリプトを追加する 

Web Survey Creator は、他の調査コンテンツ同様、スクリプトを追加できます。 質問の追加方法が分

かる場合、スクリプティングの方法は分かります！ 

スクリプティングは非常に強力な機能です。ソフトウェアの 2つの最も上位のバージョンで使用でき

るように設計されています（MR Premium 版および MR Ultimate 版） 

 

WSC スクリプティングのオブジェクト 

WSC で記述したスクリプトは 2 つの特定のオブジェクトにアクセスします。これらのオブジェクト

を使用すると、現在のページおよび複数タスクを実行支援するヘルプで示されている質問にアクセス

できるようになります。 

1. args (引数) 

2. wscScripting 

args（引数） 

引数はイベントのステータスを設定するのに使用される単一の isValid アイテムを持っています。これ

は特に、現在のプロセスを継続するイベントエンジンに確認することに、関連しています。例えば、

Next または Previous ボタンイベントに true を設定する必要があります。そうでなければ、このプロセ

スは中断され、継続されません。 

Property: isValid 
Return Value: boolean - Is the current process Valid 
Example: var isOkay = true; 

if (isOkay) { 
 // All my changes allow me to continue    
           args.isValid = true; 
} 

wscScripting 

wsc スクリプティングオブジェクトは、スクリプトで使用するよう設定されている、すべてのカスタ

ムメソッドへのアクセスを提供します。 これらのメソッドはこのマニュアルで説明します。 
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スクリプティングでどのように質問を使用するか 

調査のスクリプティングは、任意の調査（質問）の基本要素に、必然的にアクセスする必要がありま

す。スクリプト内から、質問にアクセスするには、質問が正しく設定される必要があります。 

スクリプティングのために準備する際に、質問に対して行う唯一のことは、質問アクセスコードを付

与することです。 

 

アクセスコードを付与する際に、いくつかの簡単なルールがあります。 

1. 特定の質問のための、各コードは固有である必要があります  

2. コードは文字および数字であり、スペースは使いません  

3. コードは少なくとも2 文字以上である必要があります  

4. コードには大文字が適用されます 

アクセスコードが設定されると、質問へのアクセスは、簡単なプロセスになります。

AgetQuestionByDataPipingCode を取得するためのコールは、スクリプトで質問オブジェクトを返します。 

  

調査にスクリプティングを追加する方法 

Web Survey Creator にスクリプティング質問を追加するのは、システムに他のコンテンツを追加するの

に、似ています。その手順は以下の通りです。 

1. 新しいコンテンツを追加するには、調査デザイナーで Add Content Here ボタンをクリックし

ます。 
 

 
 
 

2. 追加したいコンテンツタイプとして、JavaScript Script Question を選択します。 
 

 

設定する内容は 4 つの部分から構成されます。 

1. スクリプトの説明(テキスト) 

2. 質問のためのコンテナを表示するかどうか。調査ページに表示される何らかをスクリプトす

る際、コンテナを表示する必要があります。（「背後」ロジックでスクリプティングを行う

のとは反対に） 
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3. スクリプトが実行される際の選択肢。後の章で、異なる実行回数を選択する理由を説明しま

す。 

  
 

4. スクリプト自体の内容。The content of the script itself. 前に述べた通り、これは<script>タグ

（または関数参照）なしの標準 JavaScript です。 （効果的に使用するスクリプトの「中身」

です） 
 

 

追加されたら、スクリプトは、選択した時点で、WSC により実行されます。 

困難な部分は、スクリプトの書き方を理解しているか、確認することです。これは、このマニュアル

の残りの部分の主題です。 
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スクリプティング #101: 

データ処理 

 

スクリプティングの中で最も一般的な用途の 1 つは、調

査質問に入力された回答に基づいて、いくつかのロジッ

クを実行することです。これには、データがスクリプト

により「読み込み」される必要があります。 

スクリプティングにより調査で入力されたデータを修正

することも一般的です。これには、データがスクリプト

により「書き出し」される必要があります。本章は、ス

クリプティングによる調査データの「読み込み」「書き

出し」の方法を説明します。 
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スクリプトのデータを操作する 

スクリプティングで調査データをロードし、保存するのは比較的簡単です。しかしながら、スクリプ

ティングの説明に入る前に、理解する必要があるいくつかの基本ルールがあります。 

ルール #1: 各質問タイプのためのスクリプト 

質問のタイプが、ローディングおよび保存がどのように実行される必要があるか、決定します。 

例えば、テキスト質問は、単純にテキストを格納します。ロードおよび保存のためのスクリプトは以

下の通りです。 

 

上記のスクリプトは、テキスト質問が単一のテキスト値を持つので、非常に簡単です。複数選択質問

について考えてみましょう。この質問タイプに対する回答は、複数の選択肢です。 

複数選択質問から値を取得し保存するために、テキスト質問より多くの作業が必要になります。可能

な全ての選択肢をループさせ、その選択肢が選択されたか理解する必要があります。これらの選択肢

は、新しい質問中で選択されていなければなりません。 
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お分かりのように、より複雑な質問タイプなので、より複雑です。原則はしかしながら同じです－デ

ータを処理するための正しい方法を介して、念入りに作業する必要があります。 

ルール#2:データロケーションがスクリプト構文に影響する 

JavaScript がどのように動作するかの技術的な境界内で、スクリプティングによる質問データを取り扱

いが行われる必要があります。 

では、これは何を意味するのでしょうか？ 

JavaScript のスクリプトはブラウザ上で実行されます。技術的には、JavaScript はどこから

でもデータにアクセス可能で、スピードとセキュリティを考慮し、スクリプトが現在のペ

ージで利用可能なデータを取得できると規定しています。 

現在のページの質問からデータを取得する 

現在のページからデータを取得するように、制限されている場合、現在のページの質問は取得しやす

いはずです。 

Absolutely! 

実際、前の例は、現在のページの質問からすべてのデータにアクセスします。質問タイプにかかわら

ず、データの取得は常に同じです。 

 

これは非常に簡単です。残念ながら、実際には使用されないので、役に立ちません。ほぼ常にデータ

は、現在のページ以外の質問からロードするからです。 

前ページの質問からデータを取得する 

質問のためのデータを読み取る場合、この質問は調査の前ページに表示されることが多いです。この

質問のデータは現在のページでは利用不可能です。なぜなら質問が現在のページにはないからです。 

前ページの質問からデータにアクセスするためには、スクリプトがロードされる必要あることを明示

する必要があります。前の例を参考にすると、質問が前ページにある場合、スクリプトは以下のよう

に変更される必要があります。 

 

質問が異なるページにある場合、質問のためのコードは、データ連携コードのフォーマットをとりま

す。スクリプトがそれを必要としているので、この質問のためのデータをロードするよう、システム

に指示します。 

質問にアクセスするコードのシンタックス以外は、すべてスクリプトで同じように動作します。 
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読み込みおよび書き出し（基本） 

これまでに、いくつかの基本的なスクリプト機能を説明するために、スクリプトの断片を見てきまし

た。では、スクリプトでの質問に対する、データの読み書きに関して、フルスクリプトで詳細を見て

みましょう。 

この例のために、最もシンプルなスクリプトの質問タイプ、テキスト質問を使用します。 

テキスト質問にデータを書き出す 

調査で質問にデータを書き出すのに必要な手順を見てみましょう。最初から始めます。 

テキスト質問を作成する 

質問作成はこのマニュアルで前に説明しましたが、主要な手順は以下の通りです。 

1. Add Content Here ボタンをクリックします。 

 
 

2. Single Line Text 質問を選択します。 

 
 

3. 質問アクセスコード（Question Access Code ）を入力します。このコードはスクリプティン

グに使用されることに注意してください。それなしには、この質問はスクリプトでアクセス

できません。 

 
4. 質問テキストを入力します。 

    
 

5. Save Content ボタンをクリックします。 

 

質問をデザイナーに表示されます。固有のアクセスコードが質問の上に目立つように表示されます。 
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テキスト質問にデータを書き出す 

テキスト質問にデータを書き出すには、いくつかのスクリプトを追加する必要があります。ページを

ロードする際に、テキスト質問に「わからない」を設定してみましょう。 

このスクリプトを設定するステップは以下のとおりです。 

1. Add Content Here ボタンをクリックします。 

   
 

2. Javascript Script Question を選択します。 

 
 

3. スクリプトの簡単な説明を入力します。 

 
 
 

4. スクリプトを使用して調査ページにカスタムインターフェースを作成しないので、コンテン

ツコンテナを必要ありません。 
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5. ページのロード時にスクリプトを実行するよう選択します。 

 
 

6. スクリプトを入力します。 

    
 
 

7. Save Content ボタンをクリックします。 

 

スクリプト要素 

以下の表は学習し理解しておくことが重要なスクリプト断片を強調しています。 

目的 主要スクリプト断片 

使用する質問のロード wscScripting.getQuestionByDataPipingCode 

質問への書き出し wscScripting.setValue 

 

テキスト質問からのデータ読み込み 

では、テキスト質問からどのようにデータを読み込むか考えてみましょう。この例のために、2 ペー

ジの調査を使用します。それぞれのページには単一のテキスト質問があります。 
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既に最初の質問は作成済みです。2 番目の質問の作成は、固有のコード CARBRAND2 を付与すること

を除けば、全く同じです。 

今することは、最初の質問にあるテキストで、2 番目の質問を満たすことです。これは、CARBRAND 

から読み込み、CARBRAND2 に書き出すことです。 

このためのスクリプトは以下の通りです。 

 

スクリプト要素 

以下の表は学習し理解しておくことが重要なスクリプトの断片を強調しています。 

目的 主要スクリプト断片 

前ページからの質問のロ

ード 
Must use [@CARBRAND#DATA#@] syntax 

質問の値の読み込み wscScripting.getValue 

 

他の質問タイプのためのデータスクリプティング 

スクリプティングは、あなたが既に理解していることを考慮すれば、いくつかのバリエーションを作

成し、他の機能を追加することが全てです。これは、基本に関する強力な知識を持ち、それから構築

することが重要な理由です。 

どのようにテキスト質問から、データを保存し、取得するか理解しました。他の全ての質問はこの知

識のバリエーションです。スクリプティングでアクセスする他の主要質問タイプについて見てみまし

ょう。 
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選択質問 

選択質問はテキスト質問に比べると少しトリッキーです。平板なテキストではなく、スクリプトで保

存またはロードする必要がある「データ」は「選択肢」（または複数選択肢）です。それで、無理の

ある質問が生じます。 

スクリプトで選択肢をどうやって取り扱いますか？ 

この質問に回答するには、以下の例を考えてみましょう。 

 

これは固有コード CARBRANDCHOICEを持つ選択質問です。スクリプトで質問を取得する方法は既

に分かっています（テキスト質問と同じ）。ここで理解する必要があるのは、スクリプトでこの質問

タイプの値をどのように設定するかということです。 

選択肢に値を割り当てる 

スクリプティングをより簡単にするために、選択質問を設定する際にやるべきことがあります。各選

択肢に数値を割り当てることです。これは質問が最初に追加される際に、automatically apply values to 

the choices を選択することにより可能です。 

 

これを行うために、この質問例の選択肢は以下のようになります。 

値 内容 

1 BMW 
2 Ford 
3 Chrysler 
4 Mercedes 
5 Audi 
6 Nissan 

 

値を持つ選択肢は、これらの値を参照することによって、直接スクリプトで管理することができます。

したがって、スクリプトで操作した選択肢を使用する質問を作成する際、2 つのことをおすすめしま

す。 

各選択肢に数値を割り当てる 

それらの値が固有であること 
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選択質問にデータを書き出す 

質問例を Audi に設定するとしましょう。これを行うスクリプトは以下の通りです。 

 

スクリプト要素 

以下の表は学習し理解しておくことが重要なスクリプトの断片を強調しています。 

目的 主要スクリプト断片 

質問に設定する選択肢を

選ぶ 
wscScripting.selectChoiceByValue 

 

選択質問からデータを読み込む 

選択質問のデータを読み込むことは、各選択肢をループし、それらが実際に選択されているか確認す

る、という問題です。 
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スクリプト要素 

以下の表は学習し理解しておくことが重要なスクリプトの断片を強調しています。 

目的 主要スクリプト断片 

選択肢のループを作成す

る 
for (i=1; i<=oChoiceQuestion.choices.length; i++) 

選択肢が選択されたかテ

ストする 
wscScripting.isChoiceSelectedByValue 

 

複数選択質問はどのように動作するか？ 

複数選択質問に対する読み込みおよび書き出しは、複数アイテムが選択されるということに対処する

ことを除けば、単一選択質問に似た方法で動作します。 

単一選択質問では、1 つの値だけという定義により、特定の値が選択されると、他の値を自動的に選

択解除します。複数選択質問では、値の選択解除について、自分自身で対処しなければなりません。 

複数選択質問に対処する場合、前の例から、コードを以下のように修正する必要があります。 

以下の代わりに 

 

選択されない値に対処する必要があります。 

 

スクリプト要素 

以下の表は学習し理解しておくことが重要なスクリプトの断片を強調しています。 

目的 主要スクリプト断片 

選ばれない選択肢を解除

する 
wscScripting.deselectChoiceByValue 
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数値質問 

数値質問に対処する場合、テキスト質問と全く同じように取り扱われます。以下の例から気づくよう

に、テキスト値と同様に、数値を（）内に配置します。 

 

数値質問の質問タイプがありますが、上記と同様に動作します。これはスターレーティン

グとスライドバー質問を含みます。 

マトリクス質問 

マトリクス質問はより複雑な質問タイプの 1 つです。各マトリクスの行が質問になっています。どう

やってスクリプトで質問を取得するか理解しています。固有アクセスコードを使います。ここでの質

問は、どうやって各行を取得するか？です。 

マトリクス行を取得する 

マトリクスの各行は、それ自身の選択質問と考えることができます。行を取得する場合、標準選択質

問と似た方法で、それを操作することが可能です。 

マトリクス行は、アクセスコードを持たないので、行を識別するための別の方法が必要です。行を認

識し、使用するための主要手順は以下の通りです。 

1. マトリクスに行を作成する際、アクセスしたい各行には、値のあるタグを付与する必要があ

ります。例えば、タグ“ROW”を呼び出します。 
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2. スクリプトで行を取得します。 

   

マトリクス行に対する書き出しまたは読み込み 

以下は、値がグリッドで選択された場合、どのように確認するか、またグリッドにどのように値を設

定するかを示すコード断片です。 

 

スクリプト要素 

以下の表は学習し理解しておくことが重要なスクリプトの断片を強調しています。 

目的 主要スクリプト断片 

読み込み/書き出しを行

う、行を取得する 
wscScripting.getRowByTagValue 

値の1 つが選択されたか

確認する 
wscScripting.isAnyMatrixChoiceSelectedByValue 

単一の値が選択されたか

確認する 
wscScripting.isMatrixChoiceSelectedByValue 

マトリクス行に値を設定

する 
wscScripting.selectMatrixChoiceByValue 
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スクリプティング#101: 

回答のバリデーション 

 

Web Survey Creator は、ハイエンドの市場調査ツールで

期待される全ての標準バリデーション機能を内蔵して提

供します。「1 回限り」のバリデーションがあり、それ

が非常に調査特有のものである場合、スクリプト化され

る必要があります。 

本章では調査の中で、スクリプトを使用したカスタムバ

リデーションの設定方法について見ていきます。 
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バリデーションは何をするか？ 

典型的な質問のライフサイクルについて考える際、それは以下のように示されます。 

 

これは、素晴らしく、簡単ですが、主要な質問に対処できません。 

入力された回答が無効な場合、どうしますか？ 

これが、バリデーションが入る場所です－保存する前に、回答が正しいか「バリデーション」します。

バリデーションプロセスは、回答を保存する直前に行います。 

 

バリデーションの例 

最も簡単なバリデーションの例は、必須チェックです。これは、回答が入力されているかのチェック

も伴います。 

例えば、調査は回答者氏名を尋ねます。これは、誰が回答を作成したか識別するために使用されます。

そのため、氏名が入力されていることが重要です。氏名に関する質問に必須チェックは配置するのは、

回答者が氏名を入力するまで、調査を続けられないことを確実にするためです。 

Web Survey Creator では、回答者が調査ページから離れると、ただちに実行されます（Next ボタンまた

は Submitボタンのクリック） 

 

バリデーションが失敗した場合、調査は進まず、質問に対してバリデーションが失敗した理由を説明

する警告が与えられます。 
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スクリプトなしでバリデーション可能 

Web Survey Creator は、ソフトウェアで利用可能な多様な質問タイプのための一連の標準バリデーショ

ン機能を持っています。バリデーションが必要であることを示すチェックボックスをチェックし、バ

リデーションに関連する詳細設定を行うことにより、これらのバリデーションが設定されます。 

 

バリデーションは、バリデーションが失敗した場合に表示される全てのバリデーションメ

ッセージを備えています。Web Survey Creator には、10 以上の主要言語に対応する、バリデ

ーション用の標準メッセージがあります。必要であれば、バリデーション設定の一部とし

て、これらのメッセージは変更可能です。 

異なる質問タイプに使用可能な標準バリデーションは以下の通りです。 

テキスト質問 

単一行／複数

行 

必須 

フォーマット 

E メールアドレス、テキストのみ、数

字のみ、URL、電話番号、郵便番号、社

会保障番号 

長さ 最小、最大 

 

選択質問 

単一選択 必須 

複数選択 
必須 

選択数 最小、最大 

 

数値質問 

数値 

必須 

フォーマット 

整数、小数、US 通貨、ユーロ通貨、整

数パーセンテージ、小数パー 

センテージ 

範囲 最小、最大 
 

ほとんどの他の質問タイプは単に、必須バリデーションだけです。 
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スクリプティングを使用したバリデーション 

なぜスクリプト化されたバリデーションが必要か？ 

標準バリデーションは、調査に入力されたデータが有効化確認するには十分です。より高度な調査で

は、しかしながら、いくつかの制約があります。 

 適用される「ロジック」が非常に初歩的  

 質問間のバリデーションが不可能 

そこで、これらの制約を超えてバリデーションを行うために、スクリプト化されたバリデーションが

必要になります。 

スクリプト化されたバリデーションはどのように動作するか？ 

全てのバリデーションには 2 つのプロセスがあります。 

1. バリデーションロジックを実行する  

2. ロジックが失敗した場合、 

a. 警告メッセージを表示する 

b. 調査の進行を止める 

スクリプト化されたバリデーションは最初の手順を変えます。は数回のクリックにより作成された簡

易ロジックを、スクリプトを使用してさくせいされた、より能力の高いロジックに置き換えます。 

スクリプト化されたバリデーションロジック 

スクリプトは異なるタイミングで実行するよう設定されます。バリデーションスクリプトは、調査ペ

ージが検証される前に設定される必要があります。 

 

 
これは、next または submit ボタンがクリックされた後、WSCが次のページに移動する（または調査が

完了する）前に、スクリプトが実行されることを意味します。  

 

バリデーションスクリプトの内容は、完全にあなた次第です。WSC は以下に関与します。 

1. バリデーションが成功か失敗か  

2. バリデーションが失敗した場合、どのようなエラーテキストが表示されるか？ 
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バリデーションが成功した場合、スクリプトは以下を設定します。 

  

バリデーションが市敗した場合、スクリプトは以下を設定しなければなりません。 

 

バリデーション失敗は、現在のページの調査を止めます。スクリプトは、WSC に、どのバリデーシ

ョンテキストを表示するか、どの質問に表示するか指示する必要があります。 

 

このマニュアルの次の項で、これらがどのように動作するか見てみます。 

回答者に表示されるもの 

回答者には 2 番目のバリデーションプロセスの結果だけが示されます－警告メッセージ。そして、調

査は停止されます。そのため、回答者にとってみれば、スクリプト化されたバリデーションは標準バ

リデーションと全く同じように見えます（検証された質問の上のボックスに表示されます）。 

 

スクリプト化されたバリデーションの例 

飛行機旅行に関する調査をします。この調査は最後に乗った、オーストラリア国内のフライトに関連

しています。調査で以下の機能を実現しようとしています。 

尋ねたい主要な 2 つの質問は、 

1. オーストラリアのどこから、飛行機に乗りましたか？  

2. オーストラリアのどの行き先まで飛行機に乗りましたか？ 

回答者が有効なデータを入力したか確認をしたい。具体的には、回答者は同じ出発地から同じ目的地

には行けません。 

2 つの質問は、以下の通りです。 
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バリデーションスクリプトを準備する 

スクリプトの内容に焦点を当てる前に、準備する必要があります。 

質問に固有アクセスコードを付与する 

質問に以下のアクセスコードを付与します。 

DEPARTURECITY 

ARRIVALCITY 

質問にこれらのコードを追加します。これらこのコードが追加されたことが確認できるよう、デザイ

ナーで表示されます。 

 

選択肢が値を持つことを確認する 

選択肢にアクセスする最も簡単な方法は、スクリプティングにより各選択肢を数値に対応させること

です。そのため、選択肢が値を持つことを確認するのです。 

これは、選択肢が追加される時点で行われます。 
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スクリプトを記述する 

バリデーションスクリプトは前章で学習した、質問データのローディングと、前項のバリデーション

手法を使用します。一度、スクリプトに取り組んでみましょう。 

スクリプトを実行するタイミングを選択する 

スクリプトを作成したら、それが適切な時間に実行されるか確認する必要があります。調査ページが

検証される前に、スクリプトが実行する必要があります。 

 

質問を取得する 

バリデーションは常に対象となるデータが必要です。いくつかのルールの組み合わせに対する比較に

はスクリプトによる質問のローディングが明らかに必要です。例では 2 つの質問をロードする必要が

あります。 

 

データをテストする 

質問のテストはこのスクリプトの主要機能です。努力して理解する必要があります。 

両方の質問に同じ選択がされているか決定する最も良い方法は何でしょうか？ 

wscScripting オブジェクトは、 値が選択されているかテストできます。 

 

2 つの選択質問で同じ選択がされたかどうかを知る最も簡単な方法は、選択肢をループさせることで

す。標準ループは以下の通りです。 

 

このループは 1 から質問に対する選択の総数まで、数えます。 

これまでの知識をすべて一緒にまとめると、データをテストするスクリプトは、以下のように作成さ

れます。 
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これは素晴らしいです－今度は、バリデーション自体に対処する必要があります。 

調査を止める 

データが無効な場合、調査の現在のページで、次のページに移動するか、提出しないよう、止める必

要があります。これは、以下により行われます。 

 

これは、ほとんどのスクリプトとは全く異なります。事実、バリデーション失敗などのエラーを示さ

なければ、スクリプトは、以下により、正常終了します。 

 

バリデーションメッセージを表示する 

調査が警告なしに止まると、回答者は非常に不快になります。回答者が何が起こっているか分かるよ

うに、スクリプトが視覚的な警告を提供する必要があります。 

これは、バリデーションメッセージを１つまたは複数の質問に対して付与し、バリデーションエラー

であるということを表示することにより可能になります。 

 

バリデーションメッセージが質問に付与されたら、クリアされるまで付与されたままです。そのため、

質問がバリデーションに成功した場合、過去に質問に追加されたバリデーションメッセージがクリア

されることが重要です。 
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全部をまとめる：最終スクリプト 

カスタムバリデーション作成する全てについて理解しました。最終のバリデーションスクリプトは以

下のようになります。 

 
無効なデータが入力された際に、回答者に表示されるインターフェースは、以下のようになります。 
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スクリプティング#101: 

インターフェース 

 

JavaScript は、クライアント側のスクリプト言語で、ブラ

ウザで表示されるよう、 完全に管理し、操作するよう

配置されています。 

本章ではスクリプティングによる調査の処理のいくつか

の例を見ていきます。 
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インターフェース微調整の概要 

インターフェース微調整は、既存の調査の要素を取り扱う場合、間違いなく、高度なトピックです。

これまで説明した他のスクリプトの使用と比較して、インターフェース微調整はより複雑で、構造化

されておらず、あなたの HTML、 CSS および JavaScript の知識のレベルに、より直接関連しています。 

本章で示されているスクリプトは単に可能ないくつか例です。 

インターフェースに対してできる最も一般的なことは、以下の見出しのスクリプトを使用することで

す。 

1. 新しいコンテンツを作成する（例、ページのHTML コンテンツ）  

2. 既存のコンテンツを修正する（例、既存の質問のレイアウトを修正する）  

3. 対話型のインターフェース要素（例、ボタンのクリックへの対応） 

本章では、これらそれぞれの例について考えます。 

スクリプトを使用してコンテンツを作成する 

最もシンプルなインターフェース微調整の形式は、調査ページのカスタムコンテンツの追加です。こ

の状況で必要なすべてのスクリプトは 、スクリプトが採用されるページのコンテナです。 

コンテンツコンテナを使用する 

ページでコンテンツコンテナを使用するために、２つのステップがあります。 

1. スクリプト設定の“Show Content Container”チェックボックスをチェックします。

 
 

2. スクリプトのコンテナにアクセスします。現在のスクリプトのコンテナは、常に以下の

{QuestionContainer}を使用するコードでアクセスされます。 
 

 

スクリプトにコンテナがあれば、それに行いたいことはすべて可能です。例えば、それに簡単な

HTML を配置することができます。 
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このスクリプトはページに以下のコンテンツを表示する結果になります。 

 

既存のコンテンツを修正する 

この説明の目的のために、既存コンテンツの簡単な修正について見てみましょう。この例では、以下

の質問で開始します。 

 

質問のレイアウトを修正する 

Web Survey Creator に表示される質問は、質問の幅、ページ全体での値の表示など、いくつものレイア

ウトオプションを提供します。このケースでは、何か少し違うことをします―ページの中央に Yes／

Noの選択肢を表示します。 

この質問の選択肢は、テーブルにあるので、スクリプトで必要なのは、中央に配置されるよう、その

テーブルを修正することです。 

質問に対して、YES／NO の固有コードが付与されます。スクリプト（ページのロード時に実行され

る）にはこの質問のテーブルを取得し、以下のように中央に配置する必要があります。 
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このスクリプトを使用することにより、以下のように表示するよう、質問のレイアウトを変更しまし

た。 

 

前のボタンを非表示にする 

Web Survey Creator は、調査ページのボタンを非表示または表示にすることができます。これは全体設

定です。全部ではなく１ページだけボタンを表示する場合、どうすればよいでしょうか？ 

幸い、インターフェースのあらゆる面で、スクリプトにアクセス可能です。１つのページのボタンを

非表示にするスクリプトを記述してみましょう。 
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スクリプトでボタンにアクセスする方法を理解したら、非常に簡単なスクリプトの記述になります。 

   

ページは以下のように表示されます（前のボタンは表示されない） 

 

 

UI イベントに対処する 

どのイベントが関連するか？ 

スクリプトにより関連するイベントがいくつかあります。入力デバイスの主なイベントを以下に示し

ます。 
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デバイス イベント 内容 

マウス click 
ポインティングデバイスのボタンがクリックされると起

動されます。クリックは同じ画面ロケーションでマウス

を押す、およびリリースすることとして定義されます。 

 dblclick 
ポインティングデバイスのボタンが２回クリックされる

と起動します。 

 mousedown 
ポインティングデバイスのボタンが押されると起動しま

す。 

 mouseup 
ポインティングデバイスのボタンがリリースされると起

動します。 

 mouseover 
要素の上にポインティングデバイスを移動すると起動し

ます 

 mousemove 
要素の上にポイントデバイスがあるときに、移動すると

起動します 

 mouseout 要素からポインティングデバイスが離れると起動します 

キーボー

ド 
keydown 

キーボードでキーが押されると（キープレス前）起動し

ます 

 keypress 
キーダウン後、キーボードでキーが押されると起動しま

す 

 keyup キーボードでキーがリリースされると起動します 

 

以下のように、調査ページのコンテンツ変更に関連する他のイベントがあります。 

イベント 内容 

select 
テキストフィールドでユーザーがテキストを選択すると起動します（イ

ンプット、テキストエリアを含む） 

change 
コントロールがインプットフォーカスを失い、その値がフォーカス取得

後に変更されると起動します 

focus 
要素がポインティングデバイスまたはタブナビゲーションによりフォー

カスされると起動します 

blur 
ポインティングデバイスまたはタブナビゲーションによりフォーカスを

失うと」起動します 

どのようにイベントは使用されるか？ 

イベントを使用するには、３つのことを行う必要があります。 

1. イベントをHTMLインターフェース要素に関連づける必要があります（例えば、変更のチェ

ックとテキストフィールド）  

2. よく注意したいイベントを選択する必要があります(select, change, focus 等)  

3. イベントが起動されると何が起きるかスクリプトする必要があります 

HTMLインターフェース要素を取得する 

インターフェース要素の取得アクションは、どのタイプの質問をスクリプトするかにより異なります。

一つのインプットコントロールのみがある簡単な質問（テキスト、ドロップダウンおよび数値質問）

の場合、HTML インターフェース要素は比較的簡単に取得できます。 

簡単なインターフェース要素を取得する 

固有コード DEPARTMENT を持つドロップダウンリスト質問があるとします。 
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以下のスクリプトでは、この質問に HTML 要素をロードします。 

 

質問選択インターフェース要素を取得する 

イベントスクリプトを選択質問に関連付けるのは、大変便利です。しかしながら、選択質問が複数の

インターフェース要素を持つ場合、トリッキーです。固有コード DEPARTMENTCHOICE を持つドロ

ップダウンリスト質問があるとしましょう。 

 

以下のスクリプトでは、この質問の選択肢に HTML 要素をロードします。 
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選択肢へのアクセスはゼロベースであることに注意してください。そのため、最初の選択肢にすると、

実際に取得します。 

 

複雑なインターフェース要素 

より複雑な質問タイプに対処する場合、インターフェース要素をイベントに関連づけるのは、トリッ

キーです。固有コード DEPARTMENTSUM を持つ、加算質問があるとします。 

 

加算質問は一つの列（例では時間）と、複数行があるマトリクスで有効です。イベントを他の数値要

素に関連付ける場合、最初に行を取得する必要があります。行を取得する最も簡単な方法は、特定の

行のタグと値を探すことです。 

 

イベントを関連付ける 

HTML 要素があれば、イベントの関連付けは非常に簡単です。適切なイベントが HTML 要素に関連

付けされ、イベントが発生されるたびに、関数が実行されます。 
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UI イベントの例 

本章で前に説明した、質問タイプの１つの例を考えてみましょう。 

「その他」があるドロップダウンリスト 

ラジオボタンまたはチェックボックスで表示される選択質問の、「その他」にはテキストボックスが

含まれます。ドロップダウンリストにはこの機能はありません。しかしながら、スクリプティングを

使用して、これを追加できます。必要なのは、「その他」に関するテキスト質問で、他が選択される

場合、非表示になります。 

スクリプトを設定する前の質問は以下のように表示されます。 

 

「その他、具体的には」の質問は、「その他」が選択された場合だけに表示したい（これが、スクリ

プトにしてほしいことです）。２つの質問には以下の固有コードがあります。 

DEPARTMENT 

OTHERDEPARTMENT 
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スクリプティング#101: 

ページおよび選択肢の順

序付け 

 

すべての調査は特定のフローに従っています。最も簡単

に言うと、１ページから次のページに、１つの選択肢か

ら次の選択肢へという順序で調査が作成されます。 

しかしながら、調査フローは、回答者ごとに異なる、非

常に特殊な方法で管理される必要があることもあります。

これは、スクリプティングが必要な場合です。 
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デザイナーのページ順序 

ページ順序の管理方法を考える前に、まずスクリプティングなしのページ順序について考えましょう。 

基本的なページ順序 

基本的なページ順序はコンテンツマネージャーで調査に追加された順番により決定されます。 

 

新しいページを調査に追加する際、既存ページの上部にある適切なボタンをクリックすることにより、

既存ページの前、または後に追加されます。 

 

これはもちろん、最も基本的な調査システムでも動作する、ページ順序の方法です。 

ページをランダム化する 

全員がページを同じ順序で見ると、以下のような、予測できない影響があるかもしれません。 

1. 長い調査の前のページでのより良い質の回答（後のページは回答者の疲労の影響がある）  

2. 調査の回答が、回答者が調査の前の部分で見た質問の影響を受ける（回答者は前に見たこと

があるので、異なる反応をする） 

では、順序が結果のデータを変えるのであれば、どうやって問題を最小にできるのでしょうか？ 

ページ順序が回答に与える影響を最小化する唯一の効果的な方法は、順序のバイアスを均等に分散す

ることです。ページ順序はランダム化する必要があります。 

Web Survey Creator で標準的なページランダム化を使用するために、以下が必要です。 
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1. ランダム化したい最初のページを編集します 

 
 

2. ランダム化のチェックボックスをチェックします 

 
 

3. ランダム化でグループ化したいページがある場合、ブロックコードを入力します 

 
 

4. ページを保存します 

5. 続いてランダム化したい各ページについて繰り返します 

ランダム化の他の方法（A/B テスト） 

AB テストのユーザーは、回答率を向上させ、または他の望ましい結果を得るために、どの変数が最

も効果的か分かるように、複数サンプルをディストリビューションします。順序が効果的となるため

に、テストはコントロールと他の戦術で意味のある違い検出する機会があるよう、十分な規模の対象

者に届く必要があります。 

多くの対象者にアクセスするのが比較的簡単なウェブ調査は AB テストを使用する素晴らしい候補で

す。AB テストの簡単な例を、以下に示します。 

 

50％の回答者がオプション A ページに行き、50％の回答者がオプション B ページに行くようにしま

す。この結果を実現するのは、ランダム化のもう一つの例です。 

Web Survey Creator で回答者が回答開始すると、ただちにランダム番号を割り当てられます。この番号

は、さまざまなことに使用されます（その一つが AB テスト）。AB テストの設定は、フロー制御に

より行われます。AB テストがある調査の構造は、 
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AB テストを作成するには、オプション A ページを 50％、オプション B ページを 50％の割合で非表

示にしたい。 

オプション A ページを非表示にするには、以下のフローが必要です。 

 

回答者には、AB テストランダム番号を使用します（常に 1 から 100 の間の番号）。番号が 51 未満の

場合、オプション A ページを非表示にします（番号は 1 以上以下 50 以下） 

オプション B ページを非表示にするのは反対のテストです（AB テストランダム番号が 50 を超える場

合（番号は 51 以上 100 以下） 

もちろんこの方法論は 2 ページのテストだけに適用されるのではありません（AB テストランダム番

号は 100 個の値の一つと等しいので、ランダムに選択される最大 100 オプション間で可能です）。 

スクリプティングによるページの順序付け 

ランダム化は、ページ順に起因するバイアスの影響を分散するのに最適です。しかしながら、ある状

況下で問題を引き起こすかもしれないという制限があります。 

ランダム化は予測できません（回答者が見るページ順序は回答内容を入力する辞典で決定されます）。 

これはほとんどの環境に最適ですが、順序を既知の方法で操作する場合、何が起こるでしょうか？こ

れを実現するには、スクリプティングによりページを修正する必要があります。 

例について考えてみましょう。 
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ページ順序のスクリプティングに何が必要か？ 

スクリプティングによりページ順序を管理する場合、以下のように正しく、設定する必要があること

が、いくつかあります。 

1. ページ名を付ける 、それにより、スクリプト内で、名前で参照できるようになります。例で

は、ページ名を以下のように編集します。 
 

a. Gender 
b. Advert A 
c. Advert B 
d. Next Page 

 

2. 調査の少なくとも 1 ページをランダム化する、それにより、システムがページ順序にアクセ

スするスクリプトがページ内にあることを認識します。少なくとも 1ページがランダム化さ

れている限り、調査のどのページも移動することができます。 
 

3. ページに個別のランダム化ブロックコードを配置する（任意）、それは、ページにブロック

コードでアクセスしたい場合です（ページ名ではなく） 
 

4. 並べ替えのスクリプトを追加する、それは並べ替えられるページの前に来るページに対して

行います（next ボタンがクリックされると実行されます、また調査が進む前に、ページが並

べ替えられます） 

  

２つの広告（それぞれ別のページ）を含む調査を作成します。調査の基本フローは以下の通り

です。 

 

クライアントは、男性全員に広告 Advert A を先に、また女性全員に広告 Advert B を表示した

い。そのため、ページ順序は、完全なランダムではなく、特定の質問への回答により決定され

ます。 
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例：性別に基づいてページを配列する 

前の例では、男性がこの順序でページを見るように、設定します。 

 

そして、女性はこの順序でページを見ます。 
 

 

これを実現するために、調査で以下の設定を行います。 

1. 調査のページを“Gender”,“Advert A”,“Advert B”および“Next Page”と名付けます。 
 

 
2. 性別に関する質問にアクセスコード “GENDER”を追加します。 

   
 

3. 広告ページをランダムに設定し、それにブロックコード“ADVERTS”を付与します。これに

より、ブロックコードにより広告ページが取得可能になります。 

 
 

4. ランダム化スクリプトを作成します 

 

Web Survey Creator は、２つのことが満たされている限り、ページ順序の変更スクリプトの

ために、ページで必要なすべてのデータを提供します。（少なくとも調査の 1 ページがラ

ンダム化され、かつ試験ランダム化パラメータスクリプトがテストページに存在する）。

どちらかが満たされなければ、順序付けは不可能です。 

さて、ページの順序付けを管理できるよう、調査がすべて設定されました。作成する必要があるスク

リプトを見てみましょう。 
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スクリプトでする必要がある最初のことは、性別に関する質問の値を取得することです。 

 

回答者が男性か否か、分かりました。次のステップは、調査のために配列内のページアイテムを取得

し、広告ページがこの配列にある場所で動作することです。 

 

目的 主要スクリプト断片 

調査のページを取得する wscScripting.getPageRandomizationItems 

 

このスクリプトにより、最初の広告を含むページ配列の場所を決定します。このページの後のページ

が 2 番目の広告だと分かります。 

 

残されているすべてのことは、広告が正しい順序になっているか確認することです。スクリプトの全

コード（順序付けを含む）は以下のとおりです。 

この例は、ページ内のブロックコードの巧妙な使用方法を示します。入れ替えたい 2 つのペー

ジは、同じブロックコードが付与されます。 

ADVERTS 

これは、スクリプト内で、ページ処理し、ブロックコード“ADVERTS”を探すことができるこ

とを意味します。このブロックコードがあるページを見つけると、ただちに、２つの広告ペー

ジの 1つ目を見つけたことが分かります。ブロックコードを使用しない場合、最初の広告ペー

ジが分からないので、ページの配列を移動して、を両方のページを名前でチェックする必要が

あります。 
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希望通りに順序付けされたら、スクリプトの最後でのページの保存方法に注意してください。 

目的 主要スクリプト断片 

調査に戻るようページを

保存する 
wscScripting.setPageRandomizationItems 
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Nutshell のページ順序付け 

前の例で見てきたとおり、ページ順序付けのスクリプトは３つの部分があります。 

ステップ１：現在のページ配列を取得する 

スクリプトは、getPageRandomizationItems を使用して配列に現在のページオブジェクトを取得します。 

 

ステップ 2：ステップ 1 のページ配列を変更する 

これはスクリプトの心臓部です（配列でページを移動するために必要なものはすべて行います）。前

の例から分かるように、配列からページオブジェクトを取得するのは簡単です。 

 

配列にそれらを戻します。 

 

ステップ 3：配列内のページ順序を更新する 

配列の操作を終了したら、調査のページ順序を更新するために使用されます。 
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選択肢を順序付ける 

選択質問は最も簡単な質問タイプの一つで、Web Survey Creator で最もよく使われる質問タイプです。

選択質問の例は以下の通りです。 

 

選択肢の標準的な順序付け 

選択質問の大半は、コンテンツマネージャーに表示されるのと同じように並べられます。以下のよう

に、選択質問を追加または編集する際、他の順序付けオプションを選択することも可能です。 

 

これは選択肢の順序をランダム化する場合、質問例がどのように表示されるかというものです。 

 

アルファベット順のソートとランダム化は非常に便利ですが、選択肢を特定の順序で設定したいこと

もあります。これは、スクリプティングが選択肢の管理に使用する必要がある場合です。 

スクリプト化された選択肢の順序を設定する 

選択肢があるすべての質問タイプには、スクリプティングにより管理される選択肢の順序があります。

スクリプティングで利用可能な質問は、以下の設定が必要です。 

1. 質問にアクセスコードが設定される必要があります。それにより質問がスクリプトで参照可

能になります。

 
2. 選択肢はランダム化される必要があります。それは、質問で２つのランダム化された選択肢

の一つを選択することです。 
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3. 質問はスクリプティングで利用可能にされる必要があります（これがチェックされない場合、

システムは選択肢順序が修正可能なページに適切なデータを入れません）

 

例：スクリプト化された選択肢配列 

選択肢を並び替えるいくつかの理由があります。デモンストレーションの目的のために、不自然です

が、簡単な例を使用します。（ランダム化された選択肢を、スクリプトでアルファベット順にソート

します） 

選択質問 

ランダム化され、以下の値を持つ質問から始めましょう。 

 

値がアルファベット順になるようにこの質問を記述するには、スクリプティングで使用されるよう最

初に、質問を設定する必要があります。 

1. スクリプティングでアクセスされるよう、質問にアクセスコードを設定します。
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2. 質問選択にランダム化を使用します

 
 

3. 質問をスクリプティングでアクセス可能にします

 

選択肢を並べ替えるスクリプトを記述する必要があります。スクリプトはランダム化パラメータをテ

ストするよう、設定される必要があります（ページ順序付けに使用されるスクリプトと似ています）。  

   

質問の選択肢の順序を変更するスクリプトは、質問を含むページの前のページに作成しなければなり

ません。質問と同じページで順序を変更しようとすると、動作しません（スクリプトの実行は遅すぎ

ます）。 

スクリプトで最初にする必要があるのは、質問に内容をロードすることです。 

 

目的 主要スクリプト断片 

質問のための選択肢を取

得する 
wscScripting.getChoiceRandomizationItems 

 

デモンストレーションのために、選択オブジェクトを調べ、選択肢がアルファベット順になるよう設

定します。 

各選択肢のテキストで “sortorder” を更新し、配列を再ソートすることにより、これを実現します。 
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配列を再ソートしたら、調査に戻し、保存します。 

 

目的 主要スクリプト断片 

質問の選択肢を調査に戻し保

存する 
wscScripting.setChoiceRandomizationItems 
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このスクリプトを実行したら、質問の選択肢は、以下のようにアルファベット順に表示されます。 
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単レンジマトリクス 

では他の選択質問を考えてみましょう（単レンジマトリクス）。例えば、以下のようなマトリクスを

使ってみましょう。 

 

選択肢順序（列の順序など）を操作できるように、この質問を設定するのは、標準的な選択質問と全

く同じです。同じ設定を実行する必要があります。 

1. スクリプティングでアクセスできるように質問にアクセスコードを設定します。この例では

質問にコード “MATRIXSINGLE”を付与します。 
 

2. 質問の選択肢にランダム化を使用します。 
 

3. 質問をスクリプティングでアクセスできるようにします。 

一つの簡単な違い（質問にアクセスするためのコード）を除けば、スクリプトは簡単な選択質問のス

クリプトと全く同じです。 

 

質問の選択肢にアクセスし修正するのは、単一の選択質問および単レンジマトリクスに使

用されたスクリプトと似た方法で動作します（それらは本質的に同一です）。これは選択

肢のある他の質問にも当てはまります（ランキング質問など）。 

マトリクス行をアルファベット順にソートする完全なスクリプトは以下の通りです。 
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行はアルファベット順に表示されます。 

 

選択肢はすべての質問タイプで同じです（しかし、マトリクス質問は列がある）。列の管理を選択肢

と似ています（列に関連する正しい機能を使用する必要があるだけです） 

 

目的 主要スクリプト断片 

質問のための行を取得す

る 
wscScripting.getRowRandomizationItems 

調査に質問を戻し行を保

存する 
wscScripting.setRowRandomizationItems 
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これは、行をソートするために使用するスクリプトです。 

 

 

質問は以下のようになります（行と列の両方とも、アルファベット順） 
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デュアルレンジマトリクス 

すでに単レンジマトリクスで選択肢を取得し、保存する方法は見てきました。選択肢は以下のように

取得します。 

 

そして、選択肢を以下のように保存します。 

 

では、デュアルレンジマトリクスで 2番目のマトリクスをどのように取得しますか？ 

この答は、2 行上にあります。デュアルレンジマトリクス以外の質問タイプに対処する場合、取り扱

うレンジは、最初のマトリクスです（ファンクションコールに０が指定される） 

 

デュアルレンジマトリクスで、2 番目のマトリクスから選択肢をロードし、保存する場合、ファンク

ションコールに 1 を入力します。 
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スクリプティング

リファレンス 
 

Web Survey Creator はスクリプティングで使用する特定

のオブジェクトとメソッドを提供します。 

本章はこれらのオブジェクトとメソッドのためのリファ

レンスです。 
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スクリプティングオブジェクト 

カスタム JavaScript が実行される際、２つのオブジェクトにアクセスします。これらのオブジェクト

は現在のページに表示される質問、およびさまざまなタスクのヘルプ情報へのアクセスを可能にしま

す。 

args 

wscScripting 

args（引数） 

引数は、イベントのステータスを設定するのに使用される一つのアイテム isValid を持っています。こ

れは特に現在のプロセスを継続するイベントエンジンに関連しています。例えば、Next または

Previous ボタンイベントに true の値を設定する必要があり、さもなければ、プロセスは停止し、継続

されません。 

プロパティ isValid 

返される値 真偽値（現在のプロセスが有効） 

例 var isOkay = true; 

if (isOkay) { 

 // All my changes allow me to continue 
 args.isValid = true; 

} 
 
wscScripting 

wsc スクリプティングオブジェクトでは以下のメソッドが利用可能です。いくつかのメソッドはメソ

ッドと同一のメソッドを含んでいます（番号２で固定）。これらのメソッドは質問に２つのレンジが

ある場所で使用されます。 

 

例えば、デュアルレンジマトリクス質問はプライマリーレンジおよびセカンダリーレンジから構成さ

れます。 
 

これらの環境では、セカンダリーレンジは 2 に固定されたメソッドにより利用されます。例えば、 

getChoiceByValue2(question, value)です。この 2 に固定されたドキュメントメソッド は、それらのプライ

マリーメソッドにのみドキュメントされます。2 番目のレンジが利用可能かどうか、それぞれのメソ

ッドの説明が示しています。 
 

wsc スクリプティングオブジェクトに利用可能なメソッドのリストは以下の通りです。詳細な説明は

次の項で提供されます。 

clearValidation(question)  

derankChoice(question, choice)  

deselectChoice(question, choice)  

deselectChoice2(question, choice)  

deselectChoiceByValue(question, value)  
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deselectChoiceByValue2(question, value)  

getChoiceRandomizationItems(question, matrixnumber) 

getRowRandomizationItems(question) 

getPageRandomizationItems() 

deselectMatrixChoice(question, choice, row)  

disableQuestion(question)  

enableQuestion(question) 

getABTesting() 

getBrowserData()  

getChoiceByTagValue(question, tagName, value)  

getChoiceByTagValue2(question, tagName, value)  

getChoiceByValue(question, value)  

getChoiceByValue2(question, value)  

getDateStringFromDate(date)  

getDirection()   

getDisplayType()  

getDistribution() 

getElementById(id)  

getEventData(name)  

getLanguageId()  

getQuestionByDataPipingCode(dataPipingCode)  

getQuestionByIdentity(identity)  

getQuotaByCode(code) 

getQuotaByIdentity(identity) 

getRecallCode()  

getRowByTagValue(question, tagName, value)  

getSelectedChoices(question)  
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getSelectedChoices2(question)  

getSelectedMatrixChoices(question, row)  

getSelectedMatrixChoices2(question, row)  

getSelectedRanks(question)  

getSubstringLeft(str, n) 

getSubstringRight(str, n) 

getTrimString(str)  

getValidators(question)  

getValue(question)  

hideElement(element)  

isAnyChoiceSelected(question, choices)  

isAnyChoiceSelected2(question, choices)  

isAnyChoiceSelectedByValue(question, values)  

isAnyChoiceSelectedByValue2(question, values)  

isAnyMatrixChoiceSelected(question, choices, row)  

isAnyMatrixChoiceSelected2(question, choices, row)  

isAnyMatrixChoiceSelectedByValue(question, values, row)  

isAnyMatrixChoiceSelectedByValue2(question, values, row)  

isChoiceSelected(question, choice)  

isChoiceSelected2(question, choice)  

isChoiceSelectedByValue(question, value)  

isChoiceSelectedByValue2(question, value)  

isMatrixChoiceSelected(question, choice, row)  

isMatrixChoiceSelected2(question, choice, row)  

isMatrixChoiceSelectedByValue(question, value, row)  

isMatrixChoiceSelectedByValue2(question, value, row)  

rankChoice(question, choice, rank)  



 

298   Scripting Reference    

selectChoice(question, choice)  

selectChoice2(question, choice)  

setChoiceRandomizationItems(question,choices,matrixnumber) 

setRowRandomizationItems(question,rows) 

setPageRandomizationItems(pages) 

selectChoiceByValue(question, value)  

selectChoiceByValue2(question, value)  

selectMatrixChoice(question, choice, row)  

selectMatrixChoice2(question, choice, row)  

selectMatrixChoiceByValue(question, value, row)  

selectMatrixChoiceByValue2(question, value, row)  

setEventData(name, value)  

setValidation(question, text)  

setValue(question, value)  

showElement(element) 
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Function Reference 

Method: clearValidation(question)        
  

Parameters: question object - object of the question 

Return Value: Nil 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 
 wscScripting.clearValidation(question); 
} 

 

Method: derankChoice(question, choice)       
     

Parameters: question object - object of the question 
choice object - object of a choice 

Return Value: Nil 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 
 var choice = wscScripting.getChoiceByValue(question, 1); 
 if (choice) { 

  wscScripting.derankChoice(question, choice); 
 } 
} 

 

Method: deselectChoice(question, choice)       
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
choice object - object of a choice 

Return Value: boolean - confirmation that the choice was deselected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 
 var choice = wscScripting.getChoiceByValue(question, 1); 
 if (choice) { 

  var isUnselected = 
wscScripting.deselectChoice(question, choice); 
 } 
} 
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Method: deselectChoiceByValue(question, number)      
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
number - value of the question choice to check 

Return Value: boolean - confirmation that the choice was deselected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var isUnselected = 
wscScripting.deselectChoiceByValue(question, 1); 
} 

 

Method: deselectMatrixChoice(question, choice, row)     
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
choice object - object of a choice 
row object - object of a row 

Return Value: boolean - confirmation that the choice was deselected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 
 var row = wscScripting.getRowByTagValue(question, 'bankcode', 
'AMER'); 
 if (row) { 

  var choice = wscScripting.getChoiceByValue(question, 
1); 
  if (choice) { 

   var isUnselected = 
wscScripting.deselectMatrixChoice(question, choice, row); 
 } 
} 

 

Method: disableQuestion(question)        
 second range 

Parameters: question object - object of the question 

Return Value: boolean - confirmation that the choice was disabled 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 
 var isDisabled = wscScripting.disabledQuestion(question); 
} 

 

Method: enableQuestion(question)        
 second range 

Parameters: question object - object of the question 

Return Value: boolean - confirmation that the choice was enabled 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 
 var isDisabled = wscScripting.enabledQuestion(question); 
} 
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Method: getABTesting() 

Parameters: Nil 

Return Value: integer – Value (range 1..100) of for use by AB Testing 

Example: var ABTest = wscScripting.getABTesting(); 

if (ABTest <= 50) { // Split 50:50 

} 
 

Method: getBrowserData() 

Parameters: Nil 

Return Value: object - Browser Object 

o.browser = Browser Name 
o.version = Browser Version 
o.OS = Operating System 

Example: var browser = wscScripting.getBrowserData(); 

if (browser.OS == 'Windows') { // The respondent is on a 
Windows computer 

} 
 

Method: getChoiceByTagValue(question, tagName, value)    
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
string - name of the tag to search for 
string - value of the tag being searched 

Return Value: object or undefined 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var choice = wscScripting.getChoiceByTagValue(question, 
'position', 'Manager'); 
 if (choice) { 

  // I can do something with this choice 
 } 
} 

 

  



 

302   Scripting Reference    

Method: getChoiceByValue(question, value)      
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
number - value of the question choice to retrieve 

Return Value: object or undefined 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var choice = wscScripting.getChoiceByValue(question, 1); 
 if (choice) { 

  // I can do something with this choice 
 } 
} 

 

Method: getDateStringFromDate(date) 

Parameters: Date = Value of Date type to be converted to a string in format 
usable by WSC 

Return Value: string = Newly created string in format of YYYY.MM.DD.HH.mm 

Example: var newDate = new Date();  
var newString = wscScripting.getDateStringFromDate(newDate); 

// newString contains today's date 
// e.g. 2012.01.31.16.24 

 

Method: getDirection() 

Parameters: Nil 

Return Value: string containing:- 
ltr = Left to Right 

rtl = Right to Left e.g. Arabic 
Example: var direction = wscScripting.getLanguageId(); 

if (direction == 'rtl') { 

 // This is a survey using a RTL language 

} 
 

Method: getDisplayType() 

Parameters: Nil 

Return Value: string containing:- 
standard = Standard Display 
tablet = Tablet Computer e.g. iPad 
mobile = Mobile Phone / Cellular Phone e.g. iPhone 

Example: var display = wscScripting.getDisplayType(); 

if (display == 'tablet') { 

 // This is a tablet based display 

} 
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Method: getDistribution() 

Parameters: Nil 

Return Value: object or undefined 

Example: var object = wscScripting.getDistribution(); 

if (object) { 

 // I can do something with this object 
} 

 

Method: getElementById(id) 

Parameters: string - Identity of an Html Element 

Return Value: object or undefined 

Example: var object = wscScripting.getElementById('mycontrol'); 
if (object) { 

 // I can do something with this element 
} 

 

Method: getEventData(name) 

Parameters: string - Identity of an item of data temporarily stored for 
later use on the current page only 

Return Value: value or undefined 

Example: var object = wscScripting.getEventData('myvalue'); 
if (object) { 

 // I can do something with this value 
 // Value contains the text 'Hello World!' 
} 

 

Method: getLanguageId() 

Parameters: Nil 

Return Value: string - Two Character Language Code 

Example: var language = wscScripting.getLanguageId(); 

if (language == 'fr') { 

 // This is a survey using French Language 

} 
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Method: getQuestionByDataPipingCode(dataPipingCode) 

Parameters: string - Data Piping Code of a Question - Must be a WSC Data Piping 
Code. If the question is not on the current page then you should use 
a Data Piping ShortCut to include the question on the current page 

Return 
Value: 

object or undefined 

Example: // Using a data piping code 
var object = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (object) { 

 // I can do something with this question 
} 
 
// Using a data piping symbol if the Question is not on the same page 

// The data piping symbol with the code #data# is required to  
// tell the system to have the question available 
var object2 = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('[@mydatapipingcode#data#@]'); 
if (object2) { 

 // I can do something with this question 
} 
 

 

Method: getQuestionByIdentity(identity) 

Parameters: string - Identity of a Question - Must be a WSC internal 
identity 

Return Value: object or undefined 

Example: var object = wscScripting.getQuestionByIdentity('61ce3764-1288-
e111-8eae-0019b9c4ecf3'); 
if (object) { 

 // I can do something with this question 
} 

 

Method: getQuotaByCode(code) 

Parameters: string – Code of the Quota 

Return Value: quota object – object of the quota 

Example: var oQuota = wscScripting.getQuotaByCode(‘GENDER'); 

 

Method: getQuotaByIdentity(identity) 

Parameters: string - Identity of a Quota - Must be a WSC internal identity 

Return Value: quota object – object of the quota 

Example: var object = wscScripting.getQuotaByIdentity(‘61ce3764-1288-
e111-8eae-0019b9c4ecf3); 
if (object) { 

 // I can do something with this quota 
} 
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Method: getRecallCode() 

Parameters: Nil 

Return Value: string - Unique Code which identifies the response 

Example: var recallCode = wscScripting.getRecallCode(); 

 

Method: getRowByTagValue(question, tagName, value) 

Parameters: question object - object of the question 
string - name of the tag to search for 
string - value of the tag being searched 

Return Value: object or undefined 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var row = wscScripting.getRowByTagValue(question, 'bankcode', 
'AMER'); 
 if (row) { 

  // I can do something with this row 
 } 
} 

 

Method: getSelectedChoices(question)      
   second range 

Parameters: question object - object of the question 

Return Value: array or undefined 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var selectedChoices = 
wscScripting.getSelectedChoices(question); 
 if (selectedChoices) { 

  // I can do something with this array 
 } 
} 
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Method: getSelectedMatrixChoices(question, row)     
   second range 

Parameters: question object - object of the question 
row object - object of a row 

Return Value: array or undefined 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var row = wscScripting.getRowByTagValue(question, 'bankcode', 
'AMER'); 
 if (row) { 

  var selectedChoices = 
wscScripting.getSelectedMatrixChoices(question, row); 
  if (selectedChoices) { 

   // I can do something with this array 
  } 
 } 
} 

 

Method: getSelectedRanks(question)       
  

Parameters: question object - object of the question 

Return Value: array or undefined 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var ranks = wscScripting. getSelectedRanks(question); 

 } 
 

Method: getSubstringLeft(string, number) 

Parameters: string = Base string from which a new string will be extracted 
number = Number of Characters from the Left side of the string 
to be extracted 

Return Value: string = Newly extracted string 

Example: var newString = wscScripting.getSubstringLeft('Hello World!', 
5); 

// newString contains 'Hello' 
 

Method: getSubstringRight(string, number) 

Parameters: string = Base string from which a new string will be extracted 
number = Number of Characters from the Right side of the string 
to be extracted 

Return Value: string = Newly extracted string 

Example: var newString = wscScripting.getSubstringLeft('Hello World!', 
5); 

// newString contains 'orld!' 
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Method: getTrimString(string) 

Parameters: string = Base string from which a new string will be created 
with spaces at either end of the string removed 

Return Value: string = Newly created string 

Example: var newString = wscScripting.getTrimString('   Hello World!   
'); 

// newString contains 'Hello World!' 
 

Method: getValidators(question) 

Parameters: question object - object of the question 

Return Value: array 

Example: Var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var validators = wscScripting.getValidators(question); 
 if (validators) { 

  // I can do something with this array of validators 
 } 
} 

 

Method: getValue(question) 

Parameters: question object - object of the question 

Return Value: value or undefined dependent on the question type 
value only suitable for SingleText, MultipleText, 
DemographicEmail, DemographicPhone, Number, Slider and DateTime 
Questions 

Example: Var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var value = wscScripting.getValue(question); 
} 

 

Method: hideElement(string) 

Parameters: string = id of an Html control to hide 

Return Value: boolean - confirmation that the control was hidden 

Example: wscScripting.hideElement('mydiv'); 
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Method: isAnyQuestionChoiceSelected(question, choices)    
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
array - array of choice objects to check 

Return Value: boolean - confirmation that the choice is selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question && question.choices) { 
 // Make an array of just 1 choice 

 var arrayChoices = new Array(); 

 arrayChoices.push(question.choices[0]); 

 var isSelected = 
wscScripting.isAnyQuestionChoiceSelected(question, arrayChoices); 
} 

 

Method: isAnyQuestionChoiceSelectedByValue(question, values)   
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
array - array of number values to check 

Return Value: boolean - confirmation that the choice is selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question && question.choices) { 
 // Make an array of values 

 var arrayChoices = new Array(1, 2, 3); 

 var isSelected = 
wscScripting.isAnyQuestionChoiceSelectedByValue(question, 
arrayChoices); 
} 
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Method: isAnyQuestionMatrixChoiceSelected(question, choices)   
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
array - array of choice objects to check 
row object - object of the row  

Return Value: boolean - confirmation that the choice is selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question && question.choices) { 
 var row = wscScripting.getRowByTagValue(question, 'bankcode', 
'AMER'); 
 if (row) { 

  // Make an array of just 1 choice 

  var arrayChoices = new Array(); 

  arrayChoices.push(question.choices[0]); 

  var isSelected = 
wscScripting.isAnyQuestionChoiceSelected(question, arrayChoices); 

 } 

} 
 

Method: isAnyQuestionMatrixChoiceSelectedByValue(question, values, row) 
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
array - array of number values to check 
row object - object of the row 

Return Value: boolean - confirmation that the choice is selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question && question.choices) { 
 var row = wscScripting.getRowByTagValue(question, 'bankcode', 
'AMER'); 
 if (row) { 

  // Make an array of values 

  var arrayChoices = new Array(1, 2, 3); 

  var isSelected = 
wscScripting.isAnyQuestionMatrixChoiceSelectedByValue(question, 

       arrayChoices, row); 

 } 

} 
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Method: isQuestionChoiceSelected(question, choice)    
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
choice object - object of a choice 

Return Value: boolean - confirmation that the choice is selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var choice = wscScripting.getChoiceByValue(question, 1); 
 if (choice) { 

  var isSelected = 
wscScripting.isQuestionChoiceSelected(question, choice); 

 } 
} 

 

Method: isQuestionChoiceSelectedByValue(question, value)   
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
number - value of the question choice to check 

Return Value: boolean - confirmation that the choice is selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var isSelected = 
wscScripting.isQuestionChoiceSelectedByValue(question, 1); 
} 

 

Method: isQuestionMatrixChoiceSelected(question, choice, row)   
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
choice object - object of a choice 
row object - object of the row 

Return Value: boolean - confirmation that the choice is selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var choice = wscScripting.getChoiceByValue(question, 1); 
 if (choice) { 

  var row = wscScripting.getRowByTagValue(question, 
'bankcode', 'AMER'); 
  if (row) { 

   var isSelected = 
wscScripting.isQuestionMatrixChoiceSelected(question, choice, row); 
  } 

 } 
} 
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Method: isQuestionMatrixChoiceSelectedByValue(question, value, row)  
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
number - value of the question choice to check 
row object - object of the row 

Return Value: boolean - confirmation that the choice is selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var row = wscScripting.getRowByTagValue(question, 'bankcode', 
'AMER'); 
 if (row) { 

  var isSelected = 
wscScripting.isQuestionChoiceSelectedByValue(question, 1, row); 
 } 
} 

 

Method: selectChoice(question, choice)       
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
choice object - object of a choice 

Return Value: boolean - confirmation that the choice was selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 
 var choice = wscScripting.getChoiceByValue(question, 1); 
 if (choice) { 

  var isSelected = wscScripting.selectChoice(question, 
choice); 
 } 
} 

 

Method: selectChoiceByValue(question, number)      
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
number - value of the question choice to check 

Return Value: boolean - confirmation that the choice was selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 var isSelected = wscScripting.selectChoiceByValue(question, 
1); 
} 
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Method: selectMatrixChoice(question, choice, row)     
    second range 

Parameters: question object - object of the question 
choice object - object of a choice 
row object - object of a row 

Return Value: boolean - confirmation that the choice was selected 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 
 var row = wscScripting.getRowByTagValue(question, 'bankcode', 
'AMER'); 
 var choice = wscScripting.getChoiceByValue(question, 1); 
 if (row && choice) { 

  var isSelected = 
wscScripting.selectMatrixChoice(question, choice, row); 
 } 
} 

 

Method: setEventData(name, value) 

Parameters: string - Identity of an item of data temporarily stored for 
later use on the current page only 
object - Value of an item of data temporarily stored for later 
use on the current page only 

Return Value: boolean - confirmation that the value was correctly added 

Example: wscScripting.setEventData('myvalue', 'Hello World!'); 

 

Method: setValidation(question, text)        

Parameters: question object - object of the question 
string - text of the validation message 

Return Value: Nil 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 
 wscScripting.setValidation(question, 'Something doesnt make 
sense!'); 
} 

 

Method: setValue(question, value)        
   

Parameters: question object - object of the question 
value - type dependent on question type 
value only suitable for SingleText, MultipleText, 
DemographicEmail, DemographicPhone, Number, Slider and DateTime 
Questions 

Return Value: Nil 

Example: var question = 
wscScripting.getQuestionByDataPipingCode('mydatapipingcode'); 
if (question) { 

 wscScripting.setValue(question, 'Hello World!'); 

} 
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Method: showElement(string) 

Parameters: string = id of an Html control to show 

Return Value: boolean - confirmation that the control was shown 

Example: wscScripting.showElement('mydiv'); 

 

その他のオブジェクト 

以下のオブジェクトがあり、タイプおよび名前で記述されるプロパティを持ちます。 

注：プロパティを変更することにより、標準のレンダリングに影響を与えることはできない 

SurveyQuestion 

string addressType 

string allRankedText 

array [surveychoice] choices 

array [surveychoice] choices2 

string clearText 

string containerName 

string dataPipingCode 

number defaultValue 

string fieldWidth1 

string fieldWidth2 

string formatType 

string gridHeadingFormat 

number gridTotal 

string identity 

number increment 

number interval 

boolean isCommentsEnabledByDefault 

boolean isHeadingTextVertical 
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boolean isLargeComments 

boolean isLength 

boolean isMandatory 

boolean isPivot 

boolean isQuestionOnPage 

boolean isResetAllowed 

boolean isSpecify 

string javascriptBodyName 

string listDirection 

string listType  

number maxIncrement 

number maxValue 

number minValue 

string noneRankedText 

number numberGrids 

string popupType 

string primaryRangeTitle 

string questionNumber 

string rankedText 

number repeatRows 

string resetText 

string rowHeight1 

string rowHeight2 

array [surveyrow] rows 

number scaleIncrement 

string secondaryRangeTitle 

string text 
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string textPosition 

string type 

string unRankedText 

 
SurveyChoice 

number  grid 

string identity 

string imageHeight 

string imageToolTip 

string imageUrl 

string imageWidth 

boolean isComments 

boolean isDefault 

boolean isExclusive 

boolean isPegged 

string labelText 

string numberPostText 

string numberPreText 

array [surveychoicetag] tags 

string text 

number value 

 
SurveyChoiceTag 

string identity 

string name 

string text 
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SurveyRow 

string identity 

string imageHeight 

string imageToolTip 

string imageUrl 

string imageWidth 

array [surveyrowtag] tags 

string text 

 
SurveyHierarchicalListItem 

string identity 

string description 

string parent Identity 

 
SurveyRowTag 

string identity 

string name 

string text 
 

SurveyQuota 

string code 

string identity 

bool isPriority 

int numberLimit 

int numberAllowed 

int numberResponded 

int numberOverflow 

string title 
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SurveyDistribution 

string identity 

array [surveydistributiontag] tags 

string title 

SurveyDistributionTag 

string identity 

string name 

string text 
 
Browser 

string browser 

string OS 

string version 
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